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この物語はフィクションであり、実在の人物・団体・事件等とは、いっさい関係ありません。







Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

黒竜の花嫁　～異世界で王太子サマに寵愛されてます～

あとがき

特典ショートストーリー







イラスト・稲荷家房之介









[image: ]






　藤島昴ふじしますばるは二十歳の大学生だ。生まれは巳み栖す山やまの麓ふもとにある守もり飛とび町まち。趣味は山歩き。特に巳栖山は、自分の庭といっていいほど熟知している。だからどうしてこんなことになったのか、落ち続けている今も信じられない気持ちでいっぱいだ。

　慣れた山でも油断は禁物なのはわかっているから、決して気を抜いたつもりはない。普通に山道を歩いていたら、踏み出した足の下に大地がなかったのだ。ふわっと身体が宙に浮き、呆然としたまま落ちていく。

「なんで、なんで！　うわあー」

　じたばたと手足を振り回したが、どこにもすがるものはない。ひたすら落ちる、ただ落ちる。

「誰か助けてくれ！」

　叫んだ声が周囲に谺こだまして、むなしく消えていく。長い落下に、これはもう駄目だと途中で覚悟した。これだけ落下し続けるとなると、高層ビルから落ちたようなもの。絶対に助からない。骨も何もかもぐしゃぐしゃになって死ぬ。そんな死に方、したくない……。

　一方で、巳栖山はそこまで高い山ではなかったはずという疑問もある。崖や谷もさほどではなく、本当に初心者がハイキングする程度の山なのだ。

　そう思うのに、現実はこうして落ち続けている。

　少しでも衝撃を躱かわせるかもしれないと、身体を丸く縮めるように意識した。

　それから間もなく、ドシンと衝撃があって落下が止まった。かはっと息が押し出され、打ちつけた尻が痛む。だが心配したように身体がぐしゃぐしゃになるような骨折や痛みはない。あんなに長く落ちたのに、確実にかなりの加速度で落ちたはずなのに、引力の法則はどうなっているのか。

　のろのろと身体を起こした。周囲に視線を走らせる。身体は干し草の中に埋もれていた。どこかの小屋の中にいるようだ。

「そんな馬鹿な」

　山から滑落してどうして小屋にいるんだ。しかもこの程度の干し草で、あれだけの距離を落下した衝撃を受け止められるはずもない。

　見上げても屋根はちゃんとしていた。天井を突き破った様子はない。

「訳がわからない……」

　頭が熱くなるまで集中して考えても、答えは浮かんでこなかった。いったんクールダウンしようと背中にしょっていたリュックを下ろし、中から水筒を取りだして一口飲む。思いついてスマホを取り出したが、圏外だ。

　手を動かしたことで、左腕の袖が裂けているのに気がついた。二の腕にみみず腫れができている。見ようによっては、竜が身をくねらせている図のようにも見えた。

「落ちる途中でどこかに引っ掻けたのか？」

　しかし触れても痛くない。引っ掻いた傷なら触ったら、いや触らなくてもひりひりしているものだが、痛みは全くないのだ。

　昴は嘆息して、諸々の疑問と一緒にしばらくそれも脇に除けておくことにした。まずはここがどこかを突き止めて、家に帰ることを優先しよう。

　干し草の山から這い出して、立ってみた。両足を代わる代わる地面にとんとんと打ちつける。足も大丈夫そうだ。

　そう考えて、「よし」と気合いを入れると、リュックを背負い直して小屋の戸をそろりと開け外を窺う。

「な、何、これ」

　たちまち絶句したのは外の気色に仰天したからだ。なだらかな緑の大地が、地平線まで続いている。柵を巡らせた向こうには牛や馬が放牧されて、草を食はんでいた。

　昴は目を疑う。自分は日に本ほんにいて、巳栖山に登っていたのではないのか。こんな平地など、巳栖山周辺には絶対になかったと断言できる。北海道やアメリカの大草原を彷彿とさせる景色なのだ。

　しかも柵の手前にいる数人の男女の服装が、どう見ても現代日本のものではない。こういうところで働いていれば、ワークシャツにジーンズというのが定番だと思っていたが、男の長い上着は膝あたりまであって、腰のあたりで縛っている。

　さらに女性は、くるぶしまである長いスカートにエプロンをして、どちらも頭全体を覆う帽子を被っていた。

　まるで、ミレーが『落ち穂拾い』で描いた昔の西洋の農民みたいだ。

　血の気が引くとは、こういう状態を言うのだろう。

　たぶん自分は今、真っ青になっているはずだ。

　好きで読んでいたラノベには、こんなシチュエーションがよく出てくる。普通に生活していた主人公が、ある日突然異世界に飛ばされるという……。

「嘘だろ～」

　思わず呟いた言葉が聞こえたのか、彼らがぱっとこちらを向いた。互いに視線が交錯し、昴が驚いたように向こうもびっくりしたのか、目を見開いている。

　しばらく無言で見つめ合っていたが、意を決したかのように年配の一人がこちらに向かってやってきた。声が届く距離、でも手は届かない距離で男が立ち止まる。得体の知れない存在である昴を警戒しているのだろう。

　男は百七十四センチある昴よりもやや低いくらいで、体格は変わらないようだった。

　男が何か言った。たぶんこちらが誰か質問しているのだろうが、わからない。何語なのかもさっぱり見当がつかない。英語でないのだけは確かだ。

　昴も日本語で、「自分は藤島昴、日本人です」と告げるが、相手はさらに困惑した顔をするだけ。

　お互いの言葉が理解できないことを、お互いが認識したというか。

　だったらどうするか。世界共通語、身振り手振りで意思疎通するしかない。

　まずは自分が危害を加える存在ではないことをわかってもらわなければ。危険人物と見なされて攻撃されたらひとたまりもない。

　懸命に身振りで武器は持っていないとアピールし、そのあとで名前を伝えようと奮闘する。

　自分の鼻を指して「藤島」と繰り返す。相手がようやく昴の意図を察して「フジマ」と言った。「フジシマ」がなまったのだろう。「フジシマ」は言いにくいのかと思ったので、今度は「昴」と言ってみた。するとこちらの方が言いやすいのか「すばる、すばる」と連呼する。

　そのときには、残りの人間もやってきて、男が四人、女二人が代わる代わる昴を指して「すばる」と言った。そのたびに律儀に頷いて、今度はそれぞれを指して「名前は？」と聞いてみる。

「＃＄％＆～￥＊」

　一人が自分を指して言ったが、全然わからない。何度か聞き返してようやく聞き取れた単語が「るお」だった。たぶん年配のその男は「るお」なんたらという名前なのだろう。

　ほかの皆も口々に告げてくるが、昴の耳にはどれも「＆＊＄＋＃」とか「＠＊＋？[image: ][image: ]」とか「￥％＆＆＋？」とか、とにかくさっぱりだ。

　困り果てて頭をがりがり掻いたとき、「るお」が驚きの声を上げる。そしてそれまで空けていた距離を一気に詰めると、昴の左腕をがしっと掴んできた。

「え？　何？」

　いきなり詰め寄られてびびった昴が後ずさろうとしても、「るお」の力が強くて動けない。掴んだまま「るお」が皆を呼び寄せたので取り囲まれ、逃げようがなくなった。

　その「るお」は昴の左腕を示して皆に見せている。全員が雷に打たれたような驚きの表情を浮かべ、次々にその場に膝をつき深々と頭を下げた。まるで奇跡にでも出会ったように、涙を浮かべている者すらいた。

　昴の腕を掴んでいた「るお」もそうっとその手を放し、申し訳ないというように頭を下げてから、皆と同じようにその場に膝をついた。
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　相変わらず話しかけられても意味はわからなかったが、どうやら左腕にできたみみず腫れが、彼らの信仰の何かに関わっているようだ。

「でもこれ、落ちるときにできたものなんだけど」

　困惑して呟いても、相手には伝わらない。

　その後、彼らに丁寧に導かれ、集落に連れて行かれる。ここがどこかわからないが、昴は覚悟を決めて流されることにした。

　服装もそうだが、集落の家がレンガ造りでできているように見えるとか、農作業の道具類が、昔の日本にもあった鋤すきや鍬くわのようだとか、機械でできたものはどこにもないとか、それらを見ていれば、間違いなく自分は、異世界に飛ばされたのだろう。

　それに危害を加えられるどころか、まるで神のような扱いをされたら、しばらくは流されて様子を見ようと考えるのが普通だ。彼らの勘違いとわかったときに扱いがどう変わるのかは心配だが、言葉が通じない以上、このまましばらくやっていくしかない。

　集落の中でもひときわ大きな館に案内された。たぶんその集落の長おさの家ではないか。「るお」が走っていき、中から人を連れてくる。小太りの彼が、ここの長なのだろう。ここに案内してくれた連中より身分が上とわかるような、刺繍が施されたどっしりした長上着をまとっている。

　その男も昴の腕を見ると、腰が抜けそうなほど驚いていた。言葉が通じないことに困惑しながらも、昴を奥の立派な部屋に通し、食べ物や飲み物を山ほど運んできた。自分が何かに勘違いされているらしいことは確信できて、この先が本当に不安だ。

　いきなり詐欺だと糾弾されて牢にぶち込まれても、言葉がわからない昴には手の打ちようがない。

　逃げていればよかったと後悔したのは、大きな羽ばたきの音が聞こえて外を見たときだ。開け放たれた窓から見える広い中庭に、竜が着地していた。それも一頭だけではない。羽を畳みながらすーっと下りてきて全部で四頭。

「ええっ!?」

　身体は象くらいで、背中に鞍くらがくくりつけられている。甲かぶとを着け腰に剣を吊した男たちが乗っていた。

　ずらりと並べられた食べ物を遠慮がちに食べていた昴の口が、ぽかんと開く。手にしていたお菓子がぽろりと落ちる。イケメン台無しだが、それほどの驚愕だった。

「竜だよ、本物の竜、それに竜騎士。嘘だろう～～。この世界に竜がいるなんて」

　歓待されているようでも底流にはずっと不安を抱えていた。それが一気に膨らんでいく。

　逃げなくてはという焦燥感に駆られて立ち上がったが、いったいどこに逃げたらいいのか。うろうろと視線をさまよわせている間にも、竜に乗っていた男たちがきびきびと降りてきた。軍服っぽい詰め襟の服を着込んでマントを翻ひるがえしている。この館の主と話を交わすと、視線が一斉にこちらに向く。

　いきなり目が合った。多くの眼差しに捕らえられ、動けなくなる。隊長らしい一人が真っ直ぐにこちらに向かって歩いてきた。よく鍛えられた長身で、軍人らしいきびきびした動きをしている。

　もう駄目だ。もう逃げられない。

　追い詰められた気分ですとんと椅子に座り込む。頭がいいだのスポーツ万能だのと言われていても、それは狭い範囲の、いわば井の中の蛙かわずだ。実際の自分はただの二十歳の大学生。こんな立場に立たされるなんて考えたこともない。

　竜がいて、竜騎士がいて……。

　うつろな目でテーブルに並べられた様々な料理や菓子や果物、飲み物などを見ている内に、だんだんと腹が立ってきた。

　だってこれは自分が望んだことじゃない。勘違いしてここに連れてきたのはそっち。責められる筋合いはないと、鼻息荒く自らを鼓舞した。

　誰か一人くらいは言葉がわかる者もいるはずだ。その人に自分の窮状を訴えて、そしてここから帰る方法を教えてもらおう。

　そう決意が固まったとき、ドアが大きく開いて竜騎士が入ってきた。彼は昴を認めるとつかつかと歩み寄ってきて、手を伸ばしてきた。警戒した昴は、その手をばしっと払う。

　振り払われて驚いた顔をした竜騎士は、強張った顔の昴に目を留めて口を開いた。どこか気遣うような表情だ。

「＄％＆＃？＊！＋」

　だが、言われていることはわからない。何度も首を振ると、相手は困惑したように肩を竦め、そのあとで身振り手振りで、こちらが悪かったというふうに告げてきた。真摯な謝罪の気持ちが伝わってきたので、彼が左腕を見せてくれと身振りで言ってきたときは、素直に腕を見せた。

　窓の外にいる竜を見れば、自分の腕にあるみみず腫れが竜の形をしているように見えることに、何か意味があるのだろうと感じる。

　案の定竜騎士は昴の腕のみみず腫れを見た途端、一歩下がって恭うやうやしく礼をした。右腕を胸に当て、深々と頭を下げたのだ。おそらく貴人に対する敬礼なのだろう。

　気負っていた気持ちが肩透かしにあった気分で、昴は自身の腕をまじまじと見る。

　どう見ても偶然できたただのみみず腫れだ。なのにこの竜騎士は、それに意味があると認めたのだ。集落の人たちの勘違いがさらに極まったというか。

　内心ではひたすら困惑するばかりの昴の周囲で、ばたばたと事態が進んでいく。昴は温かな毛皮の裏打ちがあるマントを着せられ、竜の側に連れて行かれる。

　集落の人々総出で見送られる中、竜に乗り込んだ。

　中には感極まって泣いている人もいて、竜が怖いから乗りたくないなんて、とても言える空気ではない。もっとも言葉が通じないので、昴が何を言ってもきっと皆にこにこしているだけだろうが。

　そして肝心の竜も、見た目の猛たけ々だけしさとは打って変わって、昴にはフレンドリーだった。庭に出た昴を興味津々で眺め、てんでに長い首を伸ばして匂いを嗅いだかと思うと、懐くような素振りをして見せたのだ。

　四頭の竜に、犬猫のように擦り寄られた昴は硬直した。ごつごつする肌で頬擦りされて喜べるはずもない。でもそれが竜の親愛の気持ちであることはわかったので、ぎこちなく相手の頭を撫で喉を擽くすぐってやる。

　ごろごろと、崖から岩が落ちるような凄まじい音がして飛び上がったが、それは竜が喉を鳴らしている音だとわかって力が抜けた。噛みつかれるかと怯えながら撫でたのに、実際は懐かれただけ。そんなのわかるわけないと、大きなため息をつく。

　昴が乗ったのはほかの竜より少し大きくて、隊長用の竜だった。全員が騎乗したのを確認して、昴の背後に乗った隊長が合図する。隊長竜を先頭に、竜たちが次々に空に舞い上がる。

　恐怖もあったが興味津々でもあったので、昴は舞い上がる瞬間や、竜の上からの地上の景色などをしっかりその目で見た。鞍についている手すりを、両手で血の気が失せるほど握りしめながらも。

　背後から昴を支えてくれている隊長が、何か言いながらぽんぽんと握りしめた両手を叩いた。大丈夫と言いたかったのかもしれない。たぶんその通りなのだろう。安全ベルトで鞍にしっかりくくりつけられているし、背後にいる隊長も支えてくれている。

　それでも怖いという気持ちは、完全にはなくならない。何しろ自分は今空を飛んでいるのだ。それも機械に囲まれた空間ではなく、剥き出しのこの身体に直接風を受けながら。

　怖々と下を見れば、パノラマのような景色が広がっている。なだらかな平地が続いたあと、山や川が現われては消え、集落が見えたかと思うと通り過ぎた。耕された畑が広がり牧草地には家畜が放牧されていて、牛馬が草を食んでいる様子もよく見えた。

　牧歌的な風景を見ているうちに、飛行が安定していたこともあってようやく恐怖が薄らいだ。

　空から見た印象だが、それなりに安定した生活が営まれているようだ。政治がうまく機能しているのだろう。ただし、どうやらここには機械文明の痕跡はない。生活レベルは中世から近世、農耕中心の社会らしい。

　でも、竜がいるんだよなと心の中で呟いた。ほかにも昴がいた世界とは違う理ことわりがあるかもしれない。魔法とか。単純に機械文明がないからと見下してはいけないかもしれない。

　ふと、自分がここに来たのは何かの魔法で呼ばれたのでは、と思いついた。平凡な大学生だった自分をわざわざ選ぶ理由がないから、それまで考えもしなかったが。

　昴は左腕を押さえる。ここに、竜に似たみみず腫れがある。元の世界ではなかったものだ。それが、自分がここに飛ばされた理由なのではないか。

　ああ、なんとか言葉を覚えて、ここの人たちと意思疎通ができるようになりたい。自分がどんな立場にあるのか、これからどうなるのか、誰か教えてほしい。

　それから間もなく行く手に、都市が見えてきた。これまでの集落とは規模が違う。尖塔を備えた高い建物が林立していて、周囲は堀が巡らされ城壁で囲まれていた。

　背後の隊長が都市を指さして何か言った。誇らしげなその口調から、彼らの首都なのかなと想像する。塔の先端が、あちこちで陽光を照り返してきらきらと輝いている、美しい都市だ。

　竜は軽々と城壁を越え、広場に舞い降りた。西洋のお城に似た宮殿が、広場を抱くようにコの字型にそびえている。

　白い服を着た一団が待ち構えていて、隊長に支えられて降り立った昴に向かって走り寄ってくる。その勢いに思わず後ずさったら、背後にいた隊長にぶつかった。彼が何か言いながら前に出て、白服の一団を止めてくれる。

　ほっとして、感謝の意を込めて彼を見上げた。その彼に軽く左腕を叩かれる。見せろというのだろう。

　昴は袖を捲り上げて竜の形のみみず腫れを見せた。すると白服の一団はそれを凝視し、吐息を零こぼし、天を仰ぐ者すらいて、最初の一人が膝をつくと、次々にそれに倣ならい、昴の前で深く頭を垂れたのだ。

　思わず「どうするんだよ、これ」と狼ろう狽ばいする。ここにいるのはたぶん神官かそれに近い職業の人たちなのだろうが、これではその彼らも、昴が本物だと認めたことになる。自分がそうでないことはよく知っているが、どうすれば誤解が解けるのか。解いていいのかも悩みだ。

　恭しく平伏する一団、その周囲に集まってきて期待に満ちた視線を向けてくる人々、そして竜は竜で何やら楽しげに鳴き交わし、立ち尽くす昴だけが困惑したままだ。

　十重二十重に取り囲んだ群衆の一角が、ふいにざっと音を立てて割れた。まるでモーゼの十戒みたいだとそちらに視線を向けると、開いた空間のど真ん中を一人の男が堂々と歩いてくる。翻るマントは黒、衣装も黒、髪も瞳も黒。その中で腰に下げた剣だけが、鮮やかな宝石できらめいていた。

　その彼が、昴も肌で感じるくらい、恐ろしいほどの覇気をまき散らしながら近づいてくる。

　彼を見た人たちは、その場で恭しく礼を取って敬愛の眼差しを向けた。たぶん身分は王か王子、皆の態度から人望はあるようだ。

　男はつかつかと歩み寄って昴の前に立つ。大きい。百七十四センチの昴が見上げるほどだから、百九十センチくらいはあるのではないか。

　逞しくがっしりした身体つき。顔は整ってはいるが、美醜を言うより先に強烈な覇気に圧倒された。剥き出しの日本刀の鋭するどさ美しさを連想する。

　昴の傍かたわらにいた隊長が敬礼して、何か告げた。たぶん報告をしているのだろう。男はじろっと昴を一瞥したあと隊長の方を向き、報告の途中でまた昴に視線を戻した。眉を寄せた不機嫌な顔だ。昴の何かが気に入らないのだろう。

　男の発散する覇気に昴が動じなかったのは、腹を立てていたからだ。彼は最初に昴を見たとき、馬鹿にしたようにふんと鼻を鳴らし、取るに足らぬ存在だと見下しているのを隠そうともしなかった。

　確かに昴は庶民で、高貴な身分のこの男からしたら虫けら同然なのかもしれない。けれど虫にも意地はあるのだ。だから絶対自分から視線を逸らしたりしない。強烈な圧迫感のある視線に押しまくられ、今にも白旗を掲げそうになるが、ぎりぎりのところで踏ん張った。

　男の視線を必死で受け止めていると、やがて男がおや？　というように目を細める。

　そのタイミングで隊長がまた何か言った。男が隊長と話し始め、圧迫感が薄らいだ。その間に息をつき、なんとか自分を立て直す。

　男は面白くなさそうな顔で、吐き捨てるように何か言った。その際ちらりと視線をこちらに向けたから、たぶん自分のことなのだろう。いい加減にしろ、馬鹿にしてという思いが込み上げてきて、ぷちんと身体の中で堪忍袋の緒が切れた。

　突然この世界に放り込まれた理不尽さ、腹立たしさ、そして寄よる辺べない不安も一切合切込めて、目の前の男にぶちまける。

「なんなんだよ、いったい！　僕が何をしたと言うんだ！　こんなところへいきなり連れてこられた上に、不満たらたらの目で見られて。僕だって好きでここにいるんじゃない。帰れるものなら帰ってるさ！」

　思いっきり怒鳴っていた。どうせ言葉はわからないのだ。何を喚き散らしても、誰も咎とがめることはできない。

　がんがん怒鳴ったあとは、すっきりしてふうっと息を吐いた。そのあとで周囲がしんと静まりかえっているのに気がついて焦った。そろりと周りを見る。

　たいがいの者はあっけに取られてぽかんとしていたが、不敬だと言わんばかりに睨んでいる者もいたし、不安そうに視線をうろつかせている者もいた。その中で肝心の男はにやにやと笑っていた。何がおかしいんだと、昴の方が眉を寄せる。

　男は笑いながら昴の左腕を掴み、竜のみみず腫れを確かめた。その後ぽんと肩を叩き何か言ってから引き返していく。マントが翻るのを昴は戸惑った顔で見送った。

「今の、何？」

　昴の呟きに答えてくれる者はいない。

　隊長が「ではまた」みたいな仕草をし、昴の背を押して白服の一団に委ねた。竜が別れの挨拶なのか鋭く鳴き交わして、一頭ずつ空に舞い上がる。それを見送る暇もなく、昴は白服たちにせっつかれ、宮殿に足を踏み入れた。

　天井は高く、明かり取りの窓はステンドグラスで覆われていた。天井や壁には、鮮やかな色彩で絵が描かれている。極彩色の絵は見惚れるほどだが、それをゆっくり鑑賞する時間も、そのときの昴には与えられなかった。

　急がされて宮殿の奥深くに進み、大きな扉の前に来ると、そこには揃いのお仕着せを着た女官たちが待ち構えていた。

　昴の身柄はここで白服たちから女官に委ねられる。

　相変わらず言葉は通じないままで、嫌だと言っても伝わらず、それなら実力行使だと足を止めてみたが、昴が再び歩き出すまで彼女たちが辛抱強く待っているので根負けしてしまった。

　しかしもっと抵抗すればよかったとすぐに後悔する。連れて行かれたのが湯殿だったからだ。

　服を脱がされそうになり、慌てて逃げ出そうとしたが、女手でも人数が揃えば力尽くで押さえ込まれてしまう。それでもじたばたしていると、年配の女官が何かを指示し、若い女官が何やら薬のようなものを入れた器を持ってきた。絶対に飲まないと口を噤つぐんでいたが、それは飲むものではなくて香りを醸成じょうせいするものだったらしい。つんとする匂いが鼻から入って来た途端、くたっと力が抜けた。

　それからあとはされるまま。恥ずかしい場所も含めて隅々まで洗われてしまう。この展開はやばいと危機感を募らせたが、身体は思うように動かず豪奢な衣装を着せられた。幸いドレスではなかったが、下はズボンでも、上は真珠のような珠を縫い止めた長上着でしかも純白。まるで婚礼衣装のように見える。

　さらに、まさかまさかと懸念しながら連れて行かれたのが、どう見ても祭壇だ。周囲には着飾った男女が詰めかけ、司祭のような衣装を着た年配の男が前に立ち、そしてさっきの覇気に溢れていた男が待ち構えている。まさに結婚式の様相だ。

　嘘だろ、誰か嘘だと言ってくれ！　僕は男だ～～！

　内心では悲鳴を上げているのに、身体の痺れは舌をも縺もつれさせていて、抗議の声も出ない。

　気配に気づいた男が振り向いて昴を見た。男も正装なのか、黒は黒でもきらびやかな刺繍が施され、宝石の飾りがついた豪奢な衣装、毛皮のついた華やかなマントをまとっている。視線が合うとにやりと笑いかけてきた。それへ精いっぱいしかめっ面を向けてやったが、男は動じない。にやにや笑いが深くなっただけだ。

　ただ、祭壇へ近づく昴の足下が不安定で、導く年配の女官に支えられているのを見ると、眉を顰めた。女官に何か話しかけ、その答えにむっとした顔になる。昴に薬を使ったことを報告され、それをよく思わなかったようだ。

　が、式の進行は止めなかったので、どんどん進んでいく。

　祭壇の前に男と二人で立ち、司祭らしい男が何か言い、男が祭壇に乗せられた宝剣に手を置く。昴が動かないでいると、強引に手を掴まれて、一緒に宝剣の上に置かされた。司祭がその上に錦繍きんしゅうの布を置き何か祈き祷とうする。そのあとで、司祭が宝剣を抜いた。

　いったい何をする気かと、昴は顔を引き攣らせる。人間が生け贄になっていた時代もあったことを思う。まさか、その宝剣で自分の心臓を刺すのか？

　焦って手を引こうとしたが、男にしっかりと握られていてできない。それでも逃げようと指を蠢うごめかしていると、男は苛立たしげに舌打ちし、昴の手首を祭壇の上にだんと置く。

「嫌だ～～」

　ようやく声が出たが、誰も聞いてくれない。

　司祭が宝剣で昴の手を切りつけ、返す刀で男の手も傷つけた。そして傷口同士を重ね合わせ、何やら祈祷を唱え、それで儀式は終わりだった。

　傷ついた場所はずきんずきんと痛んでいたが、男にぎゅうっと握られたあとで手を開くと、もう血は止まっていた。傷がつけられたのはほんの表面だけだったようだ。

　これくらいで、まるで殺されそうに勘違いして暴れたのか、と恥ずかしくなった。こうだと最初からわかっていたら、黙って耐えたのに。

　こんな痛みも我慢できないくらいの軟弱者、と思われたのかと歯がゆい、って、違うだろ。今のは痛みや恐怖がどうのではなくて、儀式を拒否する意味で抵抗してよかったんだ。うっかりこれくらいならと、受け入れかけた自分を叱責する。

　それでもどうやらこれで終わったらしい。薬の効果もだいぶ薄れてきて、男と一緒に退場するときはなんとか自分の足で歩けた。男が腕を貸そうかという素振りをしてくれたのを丁重に断る。腕を差し出しながらにやにやしていたのが引っかかるが、これはこちらを気遣ってくれたと考えることにしておく。

　祭壇のある部屋から出たら男は左に、そして待ち受けていた年配の女官に導かれる昴は右へ進んだ。

　ほっとして息を吐く。儀式だけで済むならこんなに抵抗しなかったのに。

　いやいや、そこで流されてどうする。おそらくこの腕のみみず腫れのせいで、自分は訳もわからず巻き込まれているのは間違いないのだ。一段落はしたようだが、自分が何に巻き込まれているのか、その理由を知らなければならない。できるだけ早く言葉を覚えよう。

　しかし、終わったと安堵したのは早計だったようだ。

　部屋に案内されて豪奢な衣装を脱ぎ白い夜着に着替えると、またもやどこかに連れて行かれる。白い夜着ってまさかねえ、ないよ、ないはずとそちらの可能性を懸命に否定しているうちに、ずっと付き添ってくれた年配の女官が重厚なドアを開け、中へ入るように促した。

　一歩入ると足が止まる。天蓋付きの大きなベッドがでんと据えられていて、薄絹越しに誰かがいる。

「僕、こんなに大きなベッドでなくてもいいんだけど」

　ごまかすように呟いて後ずさりしたら、背後でドアがパタンと閉じられた。え？　と振り向いたが、もうドアは閉じたあとで、開けようとしても開かない。鍵がかかっているようだ。

　現実に直面したくなくて閉じたままのドアに懐いていると、ベッドの方から身動ぎする気配が伝わってきた。そしてしゃっと薄絹を引き開ける音、のしのしと近寄ってくる足音が。

「嫌だ、来るな」

　言ってみたが、当然相手には伝わらない。肩を掴まれ振り向かされ、男と視線が合う。にやりと笑った相手も、白い夜着を着ていた。この先の展開を想像したくない。必死でドアノブにしがみついていたのに、男はあっさりとそこから引き離し、肩に担ぎ上げた。

「やだ、下ろせ、下ろせってばっ」

　喚いている間にベッドに運ばれ、ぽんと放り投げられる。ころんと転がったので夜着の裾が乱れた。大腿まで捲れ上がったそれを慌てて引き下ろそうとして、男の手に止められる。少しざらついた掌が、昴の大腿を撫でた。

「やめろって！」

　男を押しやろうと、反対側の脚で蹴りつけるが、男はあっさりとその蹴りを避け、おとなしくしろというようにバチンと脚を叩く。男は軽く叩いたつもりだったかもしれないが、色白の昴の肌には、くっきりと手の痕が残ってしまった。

「痛いじゃないか」

　反射的に喚いたら、男も自分の手の痕を見て悪かったというように撫でてきた。

　最初は宥めるために撫でていたのだろうが、男の手はいつまでもそこから離れない。もういいと脚を引こうとしたら、膝を押さえられた。そのまま手が這い上がってくる。男がベッドに乗り上げた。

「ちょ……っ、やめろよ」

　内股に男の手を感じて、ぞくりとした。それ以上奥に進んだら……。こくりと喉を鳴らしたとき、男の大きな手で股間を握られる。下着がないので直握りだ。

「やめっ！」

　叫んで身を捩ったが、下半身をがっちり押さえられていて逃れられない。ぐにゅぐにゅと股間を揉み込まれて、覚えのある衝動が湧き上がってきた。なんでこんなんで感じるんだ、相手は男だろと、節操のない自分自身に泣きが入る。

　だが男は巧みだった。メリハリをつけて手を動かされ、甘い疼きが背筋を伝って脳を痺れさす。腰に快感が集まっていき、どんどん硬くなる。先端にじわりと先走りが集まってきて、たらりと幹を伝った。男が手を動かすたびに、にちゃにちゃと淫らな水音が聞こえる。

「もうやだ……」

　嫌だと拒否するつもりで口を開いたのに、それは昴の耳にも甘ったるく掠かすれて聞こえた。これでは制止するどころか誘っているみたいだ。

　男が何か言って笑う。きっとからかっているのだ。悔しい。だがいやいやと言いながらそこは萎えるどころか、触られて随ずい喜きの涙を零しているのを見たら、誰だって笑わずにいられないだろう。

　何かほかのことを考えたら萎えるかもしれないと、必死で九九を数えたり一から百まで足してみたりしたが、毒のように身体を浸していく快感を振り払うことはできなかった。

　しゅっしゅっと昂りを擦られ、根元の膨らみをこりこりと揉まれ、敏感な会陰部分を指で辿られる。そのたびに昴自身は素直に愉悦の涙を零した。嫌だ、やめろといくら口で言っても聞いてもらえるはずがない。

　男は片方の手で昴の股間を弄りながら、もう一方の手はさらに夜着を捲り上げていった。喉近くまで押し上げられて、ほぼ全裸にされてしまう。腹を撫でられ臍へそを擽られ、脇腹を辿った手が胸に至る。触られる前から乳首は尖っていた。夜着を捲るときに、わざと擦れるように刺激されたからだ。

　その小さな突起を指で摘ままれる。途端にびりびりと電流のような痺れが走る。

「あ……」

　声が出て、それが艶声だったから、ぐっと声を噛み殺した。自分が愛撫されて艶めかしい声を出すなんて、認められない。

　しかし代わる代わる胸を愛撫されるとむず痒くて、もっと強くしてほしくて堪らなくなる。無意識に胸を突き出していたのだろう。男はうっそりと笑って顔を近づけてきた。温かな舌に乳首を嘗められる。嘗めただけではない。吸われて噛まれて頭の芯が痺れた。

「ああっ」

　快感が頭から腰まで駆け下る。先端から勢いよく白濁が噴き出した。二度三度と扱かれ、残滓まで男の手で搾り取られる。

　思い切り放った心地よさに喘いでいると、男が濡れた手で背後に触れてきた。びくりと身体を竦ませ、男に視線を向ける。やっぱりそこまでするのか。

　あられもない格好に脚を開かれ、その間に男が入り込んでいた。なんとか閉じようとしても、男の身体が邪魔をして閉じられない。

　じたばたしているうちに、男の手が蕾周辺に昴の放ったものを塗りつけてきた。

「頼むからやめてくれ」

　恥も外聞もなく懸命に哀願するが、男の手は止まらない。押し退けようと伸ばした手は振り払われ、何か叱りつけるような声で言われた。身振りから、邪魔をしたら拘束すると言っているようだ。

　諦めて手を下ろすと満足げに頷かれ、さらに脚を開かれ持ち上げられる。恥ずかしさに泣きたくなった。

　身体が圧迫されて苦しい。なんとか空気を取り込もうと、はっはっと喘いでいると、男が股間に顔を近づけていくのが見えた。

　何をする気だ？　と見ていたら男はまだ萎えたままの昂りをすっぽり口に入れてしまった。唇を窄めて舌を巻きつけ、顔を上下させる。温かな口の中に囚われて喘いだ。口腔での愛撫は、腰が蕩とろけるほど気持ちいい。舌で先端をつつかれたり吸引されると、達して萎えた昂りがあっという間に復活した。

　男が突き立った昂りを口から出し、ぴんと弾いた。それだけの刺激でも、先端から蜜が零れ落ちる。無意識に腰を押し出して愛撫の続きをねだっていた。しかし男は震える昂りを放置し、その奥に舌を這わせる。

「あ、……やぁ、そこ、違……」

　失望から文句を言いかけて、慌てて口を噤む。なんてことを口走るのか。こんなのは自分じゃない。

　男は真っ赤な顔で羞恥に悶える昴をちらりと見て笑ったが、すぐに後孔を解ほぐすことに専念する。先に昴の出した白濁を塗りつけてあったので、ちょっと顔を顰しかめたがかまわず舌での愛撫を続けた。

　蕾はやんわりと口を開きかけていた。そこへ舌で唾液を押し込まれる。さらに奥を濡らすためだろう。指も入ってきた。

「……っあ、や、だ。それ嫌……、やめ……っ」

　首を振り上擦った声で嫌だと繰り返すが、昂りは全く萎えず、身体は嫌がっていないことを暴露してしまう。

　男の指が体内で蠢いていた。痛くはないが本来挿れる場所ではないから、耐えがたい圧迫感に呻く。内壁を内側から何度も押され、そのたびに息を呑んだ。次第に内壁がうねるように動き始めるのが自分でもわかった。男の指を奥へ引き入れようとしている。

　なんでそうなるんだ、動くなと自分を抑えようとするができない。それどころか引いていく指に追いすがり、中に引き留めようとするのだ。快楽に引きずられる自分が情けないし悔しい。

　僕の身体、どうなっているんだ。なんで勝手に動くんだ。そんな気持ちからなんとか抗おうとしているが、それが形だけとわかっているから嘆なげかわしい。

　中で男の指がリズミカルに動いている。もう何本入っているのかわからない。その上昂りを口にすっぽり含まれてあやされた。

「あうっ」

　しばらく放置されていたので、少し触れただけでも気持ちよさが脳天を直撃する。ひくひくと身体を引き攣らせていると、さらに胸の尖りを指で引っ張られた。そしてもう一カ所、中で動いていた指が昴の弱みを突き止め、そこを思い切り突かれる。ひとたまりもなかった。昴は二度目の絶頂に導かれる。

　はあはあと喘いで脱力していると、腰をぐいと持ち上げられた。昴は力が入らずされるままだ。解された窄まりに、何か硬いモノが押し当てられる。次の瞬間、その剛直が一気に最奥まで入り込んできた。

　衝撃に昴は目を見開いた。ざっと血の気が引き、声も出せないまま仰け反って身体を引き攣らせる。まるで灼熱の塊を内に抱え込んだようで、苦しさのあまり息が止まった。

　頬を軽く叩かれ男が何か言っている。たぶん、息をしろ、なのだろう。それで、自分が息をしていないことを自覚したものの、咄嗟にどうやって息をしていたのか思い出せない。身体の中が熱くて、それを逃そうと、それだけで頭がいっぱいで。

　のけぞったまま意識が遠くなる。業を煮やしたのか男が口づけてきた。食い縛っていた歯をこじ開けられ、息を吹き込まれる。喘ぐように息をすると、がちがちに強張っていた身体から少し力が抜けた。男がほっとしたように深いため息をつく。

　そのあとは宥めるように身体を撫でられ、昂りを揉み込まれさらに緊張が緩んだ。苦痛を和らげようとしてくれていると気がついて、僅かに感謝の気持ちが芽生える。そもそもそんな気持ちになる必要はないのだ。今の苦痛は昴を強姦したこの男のせいなのだから。

　でもそのときは、意識が朦朧としていて勘違いした。そして感謝したことをすぐに後悔する。内部が緩んだのを見澄ましたように、男が腰を動かし始めたからだ。

　それも最初は腰を引くのを感じて、この苦痛から完全に解放してくれるのかとほっとした。いい人なのかもと、感謝の念が深くなったのに、次の瞬間男のモノが勢いよく引き返してくるのを感じて、目の前が暗くなった。

「ああっ、いやっ、なんで……やあっ」
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　裏切られた思いで、男への感謝が吹き飛び、逆に責めて詰る気持ちが噴き上がってきた。もともと感謝など、感じる必要もない気の迷いの産物だったのだが。

　圧迫感に呻き、理不尽な苦しみを与えてくる男を叩く。引き剥がそうとしても力は入らず、自分の非力さに泣いた。

　ここから解放されたら身体を鍛えて、この男に負けないようなマッチョになってやる。あとから考えたら見当違いの決意を抱きながら、身体を揺さぶられていた。

　だが最悪なことは、まだその先にあった。男は自分本位に性行為に耽ふけるつもりはないようで、自在に腰を使いながらも、昴の感じるところを探しあてては愛撫してくる。手を這わせ、唇も舌も使って。

　そもそも二度の遂情で、昴の感じる場所はだいたい把握されていた。そこを丹念に嘗めたり触れられたりすれば、昴の官能はたやすく掻き立てられる。

　昂りを手であやされたのが最初のきっかけだった。腰の奥が熱くなり、その後乳首を弄られることでその熱が全身に広がる。さらに剛直が昴の内部の急所を、狙い澄ましたように抉えぐってきた。

「いやあ……っ」

　感じたくないのに、痛いだけなら相手を責めるだけでいいのに。すでに二度遂情していた身体は、痛みより快感に飛びついた。湧き起こる悦楽の波に攫われる。頭の中が白い光で埋め尽くされ、悦い、イきたいとそればかりになった。

　男が呻くような声で何か言い、意味はわからないながらもその深い響きにぞくぞくした。たぶん「イく」とかそんな言葉を告げられのだろうと思う。腰の動きがさらに速くなり、真上から奥までがんがん攻め込まれた。

　男の動きが昴の昂揚をこれ以上ないくらいに高めていき、そして三度目だというのに激しい射精に導いていく。

「イく、イく……っ。あああっ」

　腰の奥に男の飛沫を感じ、ほとんど同時に昂りの先端からどっと密液が溢れていった。目も眩むような絶頂だった。あまりの快感にしばらく意識が飛んでいたようだ。

「大丈夫か」

　心配げな声とそっと頬に触れる手に、ゆっくりと意識が覚醒する。目の前に精悍な男前の顔があった。意識を朦もう朧ろうとさせたまま、鑑賞に堪えるその顔をぼうっと見る。実力に裏打ちされた重厚さがあるから、男の顔にも深みがあり味がある。

　夜着を羽織っただけなので、逞しい胸許は全部見えていた。自分にはない男の色気が悔しいような羨ましいような。

　昴自身もイケメンだとか王子様顔だとか言われていたが、この顔に比べれば薄っぺらい印象だ。もっともまだ二十歳そこそこという年齢を考えれば、妥当なところだろう。

「おまえの具合がよすぎて、つい夢中になりすぎた。傷つけてはいないと思うのだが」

　言いながら男が昴の足を持ち上げて、秘処を覗こうとする。その瞬間にぱっと意識が繋がり、男に弄ばれた記憶がどっと蘇った。湧き上がった猛烈な怒りを男に叩きつける。

「放せ！　この強姦魔が！」

　思いっきり怒鳴って起き上がり、男を引っぱたき足で蹴りつけた。が攻撃できたのはそこまで。局所および様々な場所に走った痛みで撃沈する。それでも突っ伏したまま、腰を押さえながらも男を睨みつけた。

「……強姦魔？」

　不意を突いたので避けきれなかったのか、男がベッドの上で尻餅をつき叩かれた頬を押さえている。強姦魔と言われたのがショックだったようで、茫然とした顔をしている。それにますます怒りを掻き立てられた。

「僕は、嫌だと言った！　抵抗もした！　合意のない性行為は強姦というんだ！」

「なんだと！　もう一度言ってみろっ」

　恫どう喝かつを込めた低い声で凄みながら、男がぐっと身体を乗り出してくる。思わず引きかけたが、まだ怒りが持続していたので、ぐっと堪えて踏み止まった。

「何度でも言ってやる。あんたは強姦魔だ。言葉がわからないからって、嫌がっているくらいわかるだろうが。そもそも僕は男で、抱かれるんじゃなくて抱く方だ！」

「言うじゃないか。何が言葉がわからないだ！　わかるから言い返してくるんだろうが！」

　男が激高して怒鳴る。直ちに反撃しようとして、昴は言葉に詰まる。

「……!!　あんたの言葉、理解してる……？」

　確かに自分は男に反論している。それはつまり男の言葉が聞き取れているということで……。

　昴は目を見開いた。次の瞬間男に飛びついて、胸ぐらを掴んで揺さぶる。

「ここはどこ？　僕はどうしてここに。あんた、僕を誘拐したんだろ。家に帰してくれよ！」

　矢継ぎ早にまくし立て、必死の面持ちで言いつのる。

「連れてきたんだから帰せるだろ。頼むから！　家に帰りたいんだ！」

　昴の懸命の哀願に、男は戸惑ったように目をしばたいた。

「ちょっと待て。何か誤解があるようだ。この手を放して、まずは落ち着け」

　ぽんぽんと肩を叩かれて、そうだ、とにかく話が先だと昴も思い、男の胸ぐらを掴んでいた手を放して、すとんと座り込んだ。

　男がわざとらしく夜着の前を合わせ、昴の横に座り直す。ほら、と昴にも夜着を渡してくれた。自分も全裸だったと、慌ててそれを羽織って裸体を隠す。

「ざっと身体は拭いておいたが、気になるならあとでシャワーでも浴びろ」

　後始末に触れられて、ぎこちなく頷く。

「いいか、そもそもおまえは俺のつがいのはずだ。神の前で誓いの儀式もしただろう。褥しとねを共にしたのはそのあとだ。ちゃんとしきたりに則のっとっている。おまえは喘いで何度もイった。それなのにどうして強姦魔呼ばわりされなければならない！」

　男の説明を聞いている途中、喘いでのあたりから、昴は聞きたくないと思わず耳を塞いでしまった。そして首を振りながら言い返す。

「僕はあんたのつがいじゃない。そもそもこの世界の人間じゃない」

「……はっ、何を言い出すかと思ったら。いいか、つがいの証拠におまえの腕に竜の痣が……」

　男は昴の左腕を掴んで「ここに」と言いかけ、絶句する。

「ない……、なんでだ。ここにあった痣はどうしたんだ」

　痣と言われて視線を落とし、男が言っているのが例のみみず腫れだのことだと理解した。

「ああ、あれ。あれは痣じゃなくて、落ちるときにどこかで擦ったあとだ。竜みたいだとは思ったけど、ただのみみず腫れだよ」

　消えてしまったのは不思議だけど、と昴は首を傾げる。

「そんな……」

　男は目め眩まいでもしたかのように、昴の腕を放して額を押さえた。

「くそっ、謀はかられた……」

　呻くように言って、ぎりぎりと歯ぎしりをする。あまりの苦悩ぶりに昴も気の毒になって、逆に「大丈夫か？」と男を覗き込んだ。

「大丈夫ではない」

　男が吐き捨てるように答える。

「互いに説明しあった方がいいみたいだ。そういえば、僕はまだあんたの名前も知らない」

　男が顔を上げ、まじまじと昴を見る。

「確かに。俺もおまえの名前を聞いていない」

「僕は藤島昴。二十歳。日本に住んでいる大学生だ」

　昴は自己紹介して男を促した。

「俺は鸞ラン、龍蘭国リュウランコクの第二王子で王太子だ。二十七歳になる」

　男、鸞の返事を聞いて昴は飛び上がるほど驚いた。

「はあ!?　王太子!?　や、そんな身分の人だったなんて……、うわあ、どうしよう。タメ口をきいちゃったよ。えっと王太子サマって言った方がいい？　じゃなくていいですか？」

「かまわん。普通に喋れ。おまえは俺のつがいということになっているのだから」

「それ！　そのつがいが僕にはわからないんだけど」

　ぴっと指さして尋ねると、鸞はふむと顎を撫でた。

「俺もおまえが言う日本という国名は聞いたことがないな。大学生というのは、大学校で学ぶ学究の徒という意味か？」

　昴ははあっとため息をついて一度項垂れてから、改めて顔を上げる。

「なんか長い話になりそうだから、あっちに行きませんか。ここは落ち着かない」

　抱かれて喘いでさんざん恥ずかしい痴態を晒した場所だ。ベッドから少し離れたところにあるソファや椅子を示すと、鸞も頷いた。

「そうだな」

　ベッドを下りて昴を振り向く。ぎくっと反射的に身体が竦んだのは、まだ情事の記憶が生々しいからだ。

「心配しなくても、この状況で襲いかかる気はない。歩けるか聞こうとしたのだ」

「あ、ごめん。うん、大丈夫。ゆっくりなら動ける」

　ベッドの支柱に掴まりながらそろそろと立ち、そろりそろりと歩いて椅子に辿り着いた。なんとか座ったのを見てから、鸞がぱんぱんと手を叩く。扉が開いて年配の女官が入ってきた。昴はぎょっとして目を瞠る。慌てて着ていた夜着の前を合わせた。

　近くにいたんだと今さらながら気がつき、自分の嬌声は全部聞かれていたのかと、顔が上げられなくなる。

「つがい様との契約が成りましたようでおめでとうございます」

　女官は恭しく頭を下げ、祝辞を告げる。

「お茶の支度をしてくれないか。しばらく語らいたいのだ」

「承知いたしました」

　するすると下がっていった女官が、程なく茶器を携えて戻ってきた。つまめる程度の軽食も持参している。支度をしてから女官は昴にも「幾いく久ひさしくよろしくお願いします」と頭を下げて下がっていった。

　ううう、返事ができない。自分のせいではないのだけれど、後ろめたい。

　鸞は自らお茶を注いでくれ、「まあ飲め」と勧めてくれた。飲んでみると、今さらながら喉が渇いていたことに気がついて、一息に飲み干してしまった。

「お代わりはいるか」

　穏やかに聞いてくるこの男が、最前は昴を組み敷いていろいろやってくれた強姦魔だということを、つい忘れそうになる。

「あ、ください。喉がからからなんだ」

　遠慮なくお代わりをもらう。王太子自らお茶を入れてくれるのが特別な好待遇とは知らず、二杯目も半分くらい飲み干してほっと顔を上げた。

「さて話す用意はできたかな」

「あ、ごめん。じゃ僕の方から」

　昴は山道を歩いていていきなり地面が消え、ここに落ちてきたことを話す。

「腕のみみず腫れもそのときできたようで、でも痛くもなんともなくてなんだろうと思ってたんだ」

　それが竜の痣のように見えたせいか、集落の長の前に連れて行かれ、ここに来るはめになったことまでを語る。

「たぶん、僕は違う世界からここに引っ張り込まれたのだと思う」

「違う世界……」

　ラノベなどでそういう設定に慣れていたせいか昴は、すでにその事実を受け入れ始めていた。日本と全く違う世界を見ていれば、自然とそんな結論になる。だが鸞の方はそう簡単にはいかないようだ。

「別の世界。そんなことがあるのだろうか」

　信じられないと首を振っている。

「ま、僕もまだ信じられないから、そっちは置いといて、どうしてこういうことになったのか説明して。ええと王太子サマ」

「鸞でいい」

「さすがに呼び捨てはできないでしょ」

「俺はおまえを呼び捨てにするぞ、昴」

　ふふんとせせら笑いながら宣言されたのでかちんときたが、ここは穏やかに受け流すことにする。

「……悔しいから僕も呼び捨てにするかな。あ、でも呼び捨てはいいけど、見下すとかはなしだ。最初に出会ったとき、虫けらを見るみたいな目で見られてすごく腹が立った」

「虫けら？　そんな目で見たことはないぞ」

　鸞が心外だと昴を睨む。

「だって、僕の顔を見た途端に馬鹿にしたようにふんと鼻を鳴らしたし、そのあとも面白くなさそうな顔をしていたじゃないか。こーんな顔」

　大げさに鼻に皺を寄せた不機嫌顔を真似てやると、鸞はくくっと笑った。

「変な顔だ。俺は本当にそんなことをした覚えはない。ただ、つがいが見つかったと知らせを受けて、駆けつけておまえを見たとき、おまえが男だったからびっくりした。それだけだ」

「男だったから？」

　昴は首を傾げる。

「普通つがいなら女だと思うだろう。おまえならどうだ」

　穏やかに指摘されて昴は首を傾げた

「……まあ、つがいがどんなものか今ひとつわからないけれど、男同士でカップルというのは、ヘテロだったら辛いかなあ」

「へてろ？　それはなんだ？」

「普通に男女でカップルになる人のこと」

「そうか、だったら俺はへてろだな」

　肩を聳そびやかして言うから、呆れた。

「男の僕を強姦しておいてよく言う。……今はそれより解決しなきゃならないことがあるから保留にしとくけどさ、鸞」

　彼の名前を言うときちょっとどきどきした。鸞はそんな昴の心情を察しているのか、面白そうににやりとしたが、突っ込まないで頷いてくれたのでほっとする。

「じゃ、さっきの続き。つがいとか儀式とか、僕が連れてこられた理由なんかもわかる範囲で是非。それと、なんでいきなり言葉がわかるようになったのかも」

　鸞は果物の砂糖漬けを一つぽいと口に放り込みながら、「何から話したらいいのか」と思案した。

「おまえも食べろ。腹が空いただろ」

　促されて、一つ摘まんでみた。酸味と甘みがほどよくミックスされていて美味しい。チョコレートやクッキーにも手を伸ばしながら、鸞が国の成り立ちから話してくれるのに聞き入った。こんな強姦魔と和気藹々だなんて、なんか変と思いながら。

「龍蘭国は竜の血を引く王族が建国した国だ。そのため、周辺国から一目置かれている」

　竜の血を引くといっても普段は王族もほぼ人間だ。が数代置きに先祖返りして竜の血が濃く出ることがある。人知を越えた強大な能力を持つ彼らは黒竜と呼ばれ、王に推すい戴たいされた。長男でも次男でもあるいは末子であっても例外なく。

　龍蘭国を建国したのは黒竜、中興ちゅうこうの祖そと言われた王も黒竜、長い歴史の中、ほかにも何人か国を隆盛りゅうせいに導いた王が散見される。

　だが黒竜は、人の身体に竜の血を宿すため、野生の荒ぶる気性をも有する。それを抑えるのがつがいだ。黒竜が生まれるときは、つがいも同時に生を受けると言い伝えられている。つがいを見分けるのは、身体のどこかにある竜の痣。

　だが、そのつがいを見つけることができないときがあるのだ。

　国内の反対派だったり、王族内の勢力争いが原因だったりして、密かにつがいが始末されていた由々しい事態が、過去に何度か起きた。

　つがいが得られなかった黒竜は、例外なく暴君になる。荒ぶる魂を制御できなくなるのだ。凶王となり幽閉されて終わった黒竜もいる。

　特に前回出現した黒竜は、治世の半分は英えい邁まいな王だったが、事故でつがいを亡くした晩年は荒れ狂った。最後は地下牢へ押し込めたが、それを破壊して地上に出てきたらしい。なんとか押さえ込んだときには、国全体に大きな被害が出ていた。

　黒竜の血を濃く宿した鸞が生まれたとき、父王はたいそう喜んだ。つがいさえ見つかれば黒竜は英雄王となるからだ。龍蘭国の版図も大きく広げてくれるだろう。そう期待して、長男だった二歳年上の漣レンを王太子から外し、生まれたばかりの鸞を王太子に据えた。

　しかし、その後たやすく見つかると思われたつがい探しは難航し、昴がこの世界へやってくるまで見つからないままだったのだ。

「でも僕はつがいじゃない。痣も消えてしまったし」

　一息ついて鸞が喉を潤している間に指摘する。

「わかっている。兄の術者が仕組んだのだと思う」

「お兄さんが？」

「兄は廃嫡はいちゃくされたことを不服に思って復権を企んでいる。つがいが現われなければ俺は王になれない。それを狙っているのだろう」

「でもそれって……」

　つがいがいないと鸞は狂うのでは……。兄弟なのにと昴は呆然とする。

「国王は唯一無二の地位。執着するのは当然だ。その地位を得るとなれば、兄弟などはただの競争相手、邪魔者に過ぎない」

「そんな……」

「古今東西、お家騒動とは家族間の争いだぞ。親子兄弟、血で血を洗う……。兄の場合は、そこまでひどくない。つがいを一人殺すだけだからな」

　淡々と告げる言葉の中に痛みが感じられた。身体を交えたからだろうか。シンパシーを感じて困る。強姦した相手だぞ、と昴は自らに強く言い聞かせた。同情するなんてとんでもない。理不尽な目に遭わされたと怒るべきなのだ。

「術者って何？　魔法使いみたいなもん？」

　空気を変えるために、話題の変換を試みる。

「そうだな、魔術を操る者の総称だからそうともいえるな」

「ふうん。この世界にはやっぱり魔術があるんだ」

「おまえの世界にはないのか」

「ないね。僕の世界は科学技術が魔術の代わりかな」

　鸞が興味深そうにしたが、それの説明はあとにして、もう一度つがいについて尋ねる。

「僕をつがいに偽装したらお兄さんにとってどう都合がいいの？　そこがよくわからない」

「兄もまだつがいを見つけていない。父が国内をしらみつぶしに探して見つからないのだから、密かに探さなければならない兄が見つけられないのは当然だ。そこで、万が一にもつがいではあり得ないおまえを、違う世界から連れてくる。するとどうなる？」

「つがいが見つかったから、捜索は終わり」

「そうだ。兄は時間の猶予を得て、もう一度ゆっくり探せるわけだ。あるいは……」

「あるいは？」

　鸞は眉間に皺を寄せ黙ってしまったので続けるように促すと、嫌そうな顔で続けた。

「俺を貶める作戦かもしれない。つまり俺が黒竜の力を使い、つがいがいるにもかかわらず自分を制御できなかったら、そんな王太子は危険だからと廃嫡して幽閉監禁。兄が復権する……」

「お家騒動ってえげつないねえ。でもさ、僕は偽物だからあんたを抑えるなんてできないけど、黒竜の力を使うような事態を起こさなきゃいいんじゃないか。紛争が起きないように隣国と仲良くしておくとか、あるいはお兄さんの悪巧みを暴くのでもいいけど」

　身体を乗り出すようにして力説すると、鸞は苦笑した。

「もちろん俺だって何もしていないわけではない。兄の陰謀についてはこちら側の術者に探らせているし、近隣外交に尽力するよう父王に進言もしている。だがどちらも今すぐ結果が出るものではない」

　はあっと昴はため息をついた。自分が思いつくくらいのことは当然やっているわけか。虚々実々の駆け引きにはついていけない。

「それにしても偽のつがいを連れてくるって、穴だらけの計画だね。現に痣が消えてあんたにはすぐばれちゃうし」

「ばれてもかまわなかったのだと思う。要はつがいが見つかったと公に宣言させることができれば、作戦は成功なのだ。そのあと俺にばれても、間違いでしたと撤回することはできないからな。本物のつがいを探そうにも、今度は秘密裏に手を回すしかないから、見つかる確率はかなり低くなる」

「だったら、見つかったからといって、こんなにばたばたと儀式しなけりゃよかったんだ」

　思ったことをそのまま指摘すると、鸞は苦く笑った。

「おまえにはこの国の者が、どれだけつがいの出現を切望していたか理解できないだろう。父王を始めとして政務を司つかさどる者、一般の国民まで。見つかったら即儀式を行う準備は、もう何年も前からできていた。たとえつがいが男でも、遅らせる理由にはならなかったのだ」

　ため息しか出ない。鸞との会話を通して昴も、自らが、いや鸞と共に嵌はまり込んだ落とし穴がどれだけ深いか、ようやく少し理解した。

「だいたい、別世界から呼び寄せるほどの力があるなら、捜索にこそ使えよ」

　やりきれなくてぼやくと、鸞も賛同した。

「俺もそう思う」

「それとさ、つがいに頼らないで、自分を抑える訓練をするってのはどう？」

　思いつきで言うと、鸞はぎらっと目を光らせて昴を睨む。

「俺が、やっていないと思うのか」

　低い恫喝するような声に思わず怯えた。穏やかに見せていても本性は荒ぶる黒竜なのだと、感じさせられる。昴の竦んだ様子に、鸞はすぐ厳しい表情を和らげる。

「悪かった。おまえを怖がらせるつもりではなかった。俺も物心ついたときから『つがい、つがい』と言われることに反発していたのだ。だからつがいなど必要ない、俺は俺の力でやっていくと決めていた。そのための修行もした。自己抑制の手法も学んだ。自分では制御できると自負していたのだ。しかし……」

　他国との紛争が起こったとき、自ら志願して出陣した。しかし兄の術者が、鸞の飲み物に自制心が働かなくなる薬を入れたのだ。

　鸞は強かった。あっという間に敵を撃退したが、制御が効かないままさらに暴れ回ってしまい、辺り一帯破壊し尽くされ、民の被害も甚大になった。

「俺は自分がしていることはわかっていた。なんとかやめようとしたのだ。だが、とまらなかった」

「でもそれは、薬のせいなんだろ。それがなかったら……」

「確かにそのときは薬のせいだった。しかし俺には自信がない。いけないと思いながら、俺は開放感に酔っていた。破壊を楽しんでいたのだ。薬を使っていなければ俺自身を制御できたのかと問われると、わからないとしか言いようがない」

　さすがに昴は言葉をなくし、膝に置いた拳をぐっと握りしめる鸞を、ただ見ているしかなかった。

「それからのち俺は都から出ていない。二度と力の暴走は起こさないつもりだ。しかし黒竜が必要なときもくるだろう。だからつがいが必要なのだ」

　事情は呑み込めたが、これからどうしたらいいのかがわからない。つがいでない昴にはできることはない。

「僕は、ここにいても何もできないし、悪いけど元の世界に戻りたい」

「黒竜の力を使えば、おまえを帰すことはできると思う。ただ……」

「だったら帰して！　今すぐ！　できるんだろ！」

　言いかけた鸞を遮って、飛びついて迫る。これまでの経緯も、鸞に抱いた同情めいた気持ちも一瞬で吹き飛んでしまった。

「ちょっ……、待て。今すぐは無理だ。俺の力が安定していない。この状態で力を使ったら世界を壊してしまう」

「世界を、壊す……？」

　黒竜の力とは、それほどすごいものなのか。背筋に悪寒が走り、昴は力をなくして背凭れに凭れかかった。期待しただけに失望も大きい。昴は力なく呟いた。

「……じゃ、どうしたらいいんだ」

「しばらくの間でいい、俺に協力してくれ。その間につがいが見つかればよし、見つからなくても、おまえをここに召喚した術者を探し出して、戻す方法を聞き出してやる。おまえが偽物だとばれたかどうかわからないようにして惑わせば、兄は疑心暗鬼になって、何かへまをするかもしれない」

　しばらく鸞の言葉を頭の中で反芻して、それ以外にないと昴は思った。

「協力するのはいいけど、でも痣は消えてるし、どうするの？」

「痣は俺がもう一度作ろう」

　そう言うと鸞は昴の腕を取り、指を置いた。念を込めて指を動かすと、動いたあとからくねくねと黒い痣が浮かび上がり、やがて竜の形になった。ものの数分で消えていた痣が復活する。

　思わず自分の腕を凝視していると、鸞が薄く笑った。

「こんなに短時間で俺の力が及んだのは、おまえの中に俺の精子が入っているからだろう。ついでに言えば、おまえが言葉を理解できるようになったのも、俺のを取り込んだせいだと思う」

　さらっと言われたので意味を理解するのに時間がかかった。じわりと頬が熱くなる。そうだった。自分は鸞に抱かれたのだった。しかも中出しされて。

　精子が体内にあるというのはそういうことだ。

「うう……」

　ひとしきり苦悩して、今は現実を直視しようと折り合いをつけ、鸞を見た。

「わかった。協力する。けどもう、こういうのはなしだから！」

　ベッドの方に視線を流して「こういうの」の意味を示し、きっぱりと告げると、鸞は皮肉げに眉をぐいと上げる。

「つがいでもないのに、俺がおまえを抱きたいと考えるわけがない。自惚れるな」

　ぐうの音も出ないというか、ぺしゃんこにされた気分だ。抱かれたのは相手が自分のことをつがいと思っていたから。つがいでなければ抱く価値はない。

　いやそこまで言われたわけではないし、価値があると迫られても困るが、知らない世界に引きずり込まれてそれでなくても心細いのに、少しでも自分のことを否定されると、へこむ。

「じゃ、契約成立だな」

　そんな気持ちを悟られたくなくて、強気で顎を上げた。

「で、僕はこれから何をすればいい？　つがいの仕事って何？」

　精いっぱい虚勢を張って鸞に尋ねる。

「つがいの仕事は特にない。あっても名誉職だ。俺の側に存在するのが一番の仕事だからな。だがおまえの場合、この国のことは何も知らないから、その辺りを学んでもらうことにしよう。何人か信頼できる者を選んで、今回のことを打ち明ける。俺とおまえだけではさすがにお手上げだからな」

「わかった」

「というところで、今夜はひとまず休もう。俺も疲れたが、おまえはもっと大変だっただろうから」

　そう言って鸞が手を叩いた。先ほどの女官がまた現われる。深夜まで本当にご苦労様だ。部屋の用意を言いつかって女官が出たあと、鸞が振り向いた。

「できるだけ喋らないようにしろ。うっかりつじつまの合わないことを言われたら困る」

　頷いたところに女官が呼びに来たので、昴は彼女に従って部屋を出た。ドアが閉ざされる前、昴は振り向いた。聞きにくかったことを尋ねる。

「鸞は黒竜に変身できるんだね？」

　鸞は虚を突かれたように目を瞠り、そのあとで表情を完全に消して抑揚のない声で認めた。

「ああ、なれる。戦場が破壊され尽くされたのはなぜだと思う？」

　言いながら歩み寄ってきた鸞は、昴の目の前でぴしゃりとドアを閉じた。

「お休み」

　の一言が耳に突き刺さる。聞かれたくなかったことなのだろう。でも知っておくべきだと思ったのだ。いくら強くても、人間がそこまで破壊できるものだろうかという疑問が消えなかったから。

　黒竜に変身して暴れたのなら、確かに被害は甚大だっただろう。もしかすると、自国の民の命も失われたのではないか。

「殿下はそのとき以降変身なさったことはありません。つがい様のご出現で、国中が喜びに沸いております」

　女官が静かに言った。偽りのつがいである昴は、黙るしかない。鸞が、黒竜にはならないと決めた心情を想像すると、切なかった。

　案内されたのは、寝室と居間がある広い部屋だった。ゲストルームの一つだという。

「今夜はこちらでお休みください」

　簡単に部屋の説明をしてから女官は「ごゆっくり」と下がっていった。

　バスルームが付属していたのでシャワーを浴びたかったが、ちょっとのつもりで横になったらそのまま寝てしまった。

　目が覚めて、ぼんやり辺りを見回す。自分の部屋ではない。どこ？　と思ったところでどっと記憶が蘇ってきた。

　昨日はごく普通の休日の朝だった。前から計画していた巳栖山に登るために家を出て、バスに乗った。天気もよく風も穏やかで、気持ちよく山道を歩いていたのだ。それが踏み出した地面がいきなり陥没し、そのままずるずると滑り落ちた先がここだった。

　昴だから狙ったのか、あるいはそこを通りかかった者なら誰でもよかったのか。罠を仕掛けた術者に聞かなければ真実はわからないが、ごく普通の大学生である昴を狙う理由はないから、誰でもよかったというのが正解だろうな、と苦々しく思う。運が悪かったのだ。

　今何時頃なのだろう。ベッドを出て、窓を探す。明かりは四隅の壁にある作り付けのランプで、そのうちの二つは消されていたからほとんど見えないくらい暗い。ようやく窓に行き当たりカーテンを掻き分けてみたが、外はまだ暗く夜明けまで時間がありそうだ。

　ベッドに戻りため息をつく。これからどうなるのか。帰れる希望はあるが、いつになるかわからない。連絡が取れなければ親や友人たちは心配するだろう。無事でいると知らせることだけでもできないか、鸞に会ったら聞いてみよう。

　そういえば、身の回り品を入れたリュックはどうしたか。竜に乗せられたときは、邪魔になるからと竜騎士が預かってくれた。そのあとは怒濤の展開で、リュックのことなど気にする余裕もなかったから、これも尋ねてみなくては。

　ここで生きていくのに役立つものがあるわけではないが、手元に置くだけでほっとしそうだ。あちらの世界が間違いなくあるという証だから。

　うたた寝をしたからもう眠れないと思っていたが、目を閉じているといつの間にか眠っていた。二度目に起きたときは、カーテンの隙間から光が入っていた。太陽が昇ってからだいぶ経っているようだ。

　寝たせいか身体もだいぶ楽になっている。あくびをしながら半身を起こすと間髪を入れず声をかけられてぎょっとする。

「おはようございます」

　昨日の年配の女官の声だ。ずっと待っていたのだろうかと当惑しながら「おはようございます」と挨拶を返した。

「失礼します」

　ベッド周りの薄絹が開けられ、女官が恭しく頭を下げる。

「着替えをお持ちしました。お風呂はどうされますか」

「入ります」

「では準備しておきます」

　自分でするという間もなく、女官はバスルームに向かいすぐに戻ってくると、まだぼうっとしている昴を見て微笑んだ。

「もう少しお休みになりますか？」

「いえ、起きます」

　立とうとするとすっとスリッパを差し出された。

「あ、すみません」

　至れり尽くせりというか、痒いところに手が届くというか、まめまめしく世話をされて困惑する。しかも風呂に入るのに服を脱がされかけたので、慌てて止めた。

「自分でできるから！」

　襟許を握りしめて後ずさる昴を見て、女官はおかしそうに笑う。

「では、お風呂も一人で入られますか？　お手伝いしようと思っていたのですが」

「いりませんっ。それも一人で！」

「わかりました。何かわからないことがありましたら声をかけてください。控えていますので」

「あ、はい」

　ぎくしゃくと頷いたら、女官は柔らかな会釈を残して下がっていった。やれやれと大きなため息を吐いたときに、唐突に女官が笑った意味を理解する。昨日、何人もの手で無理やりに風呂に入れられたとき、あの女官が指図していたのを思い出したのだ。もうすでに何もかもを見られていて、今さら恥ずかしがらなくても、という笑みだったのだろう。

「あのときは薬を使われていたけど、正気なら絶対もっと抵抗していた。他人に身体を洗ってもらうなんて無理」

　どっと疲れた気がして、のろのろと部屋を横切りバスルームに向かう。脱衣所に女官に渡された着替えを置き、服を脱ぐ。左腕の竜の痣が目に飛び込んでくる。無意識に痣を掌で押さえながら、ドアを開けた。

　湯気でもうもうとしたなか、広いバスタブが置かれていた。金の蛇口からは湯が惜しげもなく流れ続け、もう少しでバスタブから溢れそうだ。

「もったいない」

　慌ててかけ湯をして、おそるおそる足を踏み入れる。入るところが階段になっていて、身体を浸けるとざざざっと湯が溢れていった。とろりとした湯だ。微かに硫黄臭がして、温泉なのかなと思う。

　広いので手足を伸ばしてゆったりと浸かると、強ばりが解れ疲れも消えていく。

　気持ちよく長湯をして出ると、女官が渡してくれた服を着る。あり合わせで申し訳ないと謝られたがとんでもない。ゆったりしたチュニックのような服で、襟を前合わせにして帯で締める。それにズボン。柔らかな生地で手触りもよく、かなり高級な素材だとわかる。

「まあ、王宮だしな」

　部屋に戻ると女官が待ち構えていた。濡れた髪を丁寧に乾かされ梳くしけずられる。自分でできると言っても、

「わたくしがした方が丁寧にできます。早いですし」

　と押し切られた。

　続き部屋に食事の支度がしてあり、それを見た途端に腹がぐうと鳴る。恥ずかし、と顔を押さえるが、女官は微笑んだだけ。席に着くよう促され、開き直ってカトラリーを手にした。

　ナイフとフォーク、スプーン、それに箸。ただし箸の材料は木ではなく象牙か何か、そんな感触だった。ここ、箸も使う文化なんだとちょっと嬉しかった。

　今まで見た限りでは、この世界は西洋風に若干東洋風が入り交じっている感じだ。おかげで服や調度品、食べ物飲み物など、あまりまごつかずに順応できている。

　焼きたての柔らかいパン、ハムに卵にベーコン、具だくさんのスープ、新鮮な果物も、食べ慣れたものと似ている。ただいつも食べるより高品質のものというイメージだ。

　食事が終わると女官が「殿下がお待ちです」と鸞の部屋に連れて行かれた。

　部屋には、鸞以外に三人の男たちが待っていた。昴を先に通してから女官が続き、そしてドアが閉ざされる。昨日のことを思い出した昴は落ち着かない。もう昨夜のようなことはないと断言されたが、それでもドアは開いている方がいいとちらちらと閉じたドアを見てしまう。

「聞かれてはまずい話をするのだ。我慢しろ」

　昴の躊躇ためらいを察したのか鸞が声をかけてきた。

「わかってる」

　ここにいるのが鸞が昨日言った、信頼できる相手なのだろう。一人は竜騎士だった。ここに来るまで昴を乗せてくれた騎士だ。顔に見覚えがある。それから学者めいた雰囲気の男、十四～十五歳くらいの少年。そして年配の女官。

「紹介しよう、近衛竜騎隊隊長の燎リョウ、幼馴染だ。俺の家庭教師だった弁ベン、そして琳リン、女官長だ。最後に小姓の由ユウ、おまえの身の回りのことをしてもらう。女官長の琳にずっとついてもらうわけにはいかないからな。由は琳の孫だ」

　紹介を受けた順に挨拶をする。燎も弁も微笑んで会釈してくれたが、由はやや硬い表情だ。そして最後の琳には、居たたまれない思いでぺこりと頭を下げた。昨日つがいを心から歓迎すると言ってもらったのに。そのときに否定するわけにはいかなかったとはいえ、騙したようで気が引ける。

　しかも今朝は、事情を知った上ですべてを呑み込んで世話をしてくれたのだと思うと……。

　なのに女官は静かに微笑んで頭を下げてくれた。

「昴は何も知らないでここに来た。このメンバーでできるだけフォローしてやってほしい」

　承知いたしました、と皆が一斉に頭を下げる。

「すまないが俺は父王から呼び出しを受けている。これからのスケジュールなどを昴と打ち合わせておいてくれ。できるだけ早く戻る」

「陛下のお呼び出しとはつがい様のことですか」

　弁と紹介された穏やかな声の主が尋ね、鸞は眉間に皺を寄せ頷いた。

「つがい共々挨拶に来いと言われたのだ。つがいはまだ体調が悪いと言ったら、俺だけでも来いと厳命だ。いろいろ聞きたいらしい。父も嬉しいのだろうが」

「真実を話されるのですか」

「いや。父が一番つがいを待ちわびていた。その気持ちを思うと、言えない」

「あの、僕が行った方がよければ……」

　思わず口走ると、鸞が視線を向けてきた。

「まだ無理だ。いろいろと準備してからでないと。そもそもおまえの存在をどう説明するか。この国の者とごまかすか、ほかの大陸からの旅行者とするか、あるいは天から降臨したとするか」

「降臨!?　それはいくらなんでも無理」

　引き攣った顔をすると、鸞がおかしそうに笑う。

「だが、実際はそのようなものだろう？」

「確かにそうだけど……」

「ともかく、行ってくる」

　近くにいた燎がドアを開け、鸞はマントを翻し、颯爽と出ていった。無意識に後ろ姿を見送っていた昴に、弁が穏やかに声をかける。

「さて、お茶でも飲んで少し話をしましょうか」

　弁の言葉に、琳がいったん下がってお茶の支度をしてきた。

「殿下から伺いましたが災難でしたね」

　穏やかな声の弁は、見た目通り学者だそうだ。大学校にも席があり、鸞の師父と兼任している。

「この国の常識をいろいろ学んでもらわなくてはなりません。大変でしょうけれど」

「いえ、よろしくお願いします」

　燎は護衛役らしい。

「あちこち連れ出してあげますよ。俺の竜と空の散歩はいかがですか。見て回るのも社会勉強ですからね」

　要は弁は机上の学問、燎は実地の学問ということらしい。琳が穏やかに会釈する。

「身の回りのことはわたくしと由で。服の着方や日常の所作などを身につけていただきます」

　最後は小姓の由。何やら思い詰めた顔で昴を見つめている。

「本当につがい様ではないのですか。ほかの世界からおいでになったのなら、神秘の力を身につけておられるとか」

「由、やめなさい」

　琳がぴしゃりと由の言葉を封じた。由は不服そうに自らの祖母を見てから、それでも必死の眼差しを昴から放さない。それを否定するのは辛いけれど。

「僕は日に本ほんというところにいたんだ。そこで普通の学生をやっていた。こんな世界があることも、つがいがなんなのかも全く知らなかったよ。来てすぐは言葉も通じなかった」

「そうなんですか」

　由が項垂れた。心が痛むが、昴だって被害者なのだ。

「よろしく頼むね」

　そっと言ってみると由は躊躇ったあとで頷いた。

「こちらこそよろしくお願いします。僭せん越えつなことを申し上げました」

　挨拶のあとは、さっそく今後の予定を擦りあわせる。まずは座学中心で弁が毎日来てくれることになった。そして休憩を兼ねた午後からの一時間は、燎が竜に乗せて空からこの国を見せてくれるという。

　疑われない程度この国の知識が備わったら、今度は空からではなく実際に街中を歩いてみましょうと弁が提案する。

　琳は昴の身の回りのことについて話した。

「お部屋は、ここの隣に準備させます。中で行き来することも可能ですので、昴様も安心でしょう」

　安心、だろうか。思うことはあるが、もうあんなことはしないと言われているので、そこは信用するしかない。

「お召し物は王宮御用達の仕立屋を手配しました。本日午後、お時間をいただければ採寸にかかります。普段着、外出着、行事用のもの等々、かなりの数が必要です。靴や装飾品なども急ぎ準備しませんと」

「や、その、僕そんなにいらないよ」

　聞いただけで目が回りそうになって慌てて手を振ったら、琳にキッと見据えられた。

「必要です」

　きっぱり言われると、勢いに押されて思わず「はい」と答えてしまう。

「さて、今日のところはこれくらいでしょうか」

　弁が左右を見て漏れはないかと問いかける。燎、琳、由それぞれが頷いた。とそこで、昴が手を上げた。

「あ、質問。急ぎではないし、これまでの話には全く関係ないんだけど」

「なんでしょうか」

　弁が穏やかな顔を向けてきた。

「皆さんの名前だけど、皆一字なのはこの国の特徴？　名字とかはないのですか？」

「一字、ですか？」

　怪訝そうな顔をした弁と同じく、ほかの者も昴の質問の趣旨がわからないようだ。

「弁、燎、琳、由、ね、一字でしょう？」

　指摘すると弁がおかしそうにふっと笑った。

「我々の名前は一字ではありませんよ。名前、名字、家名と正式名はものすごく長いです。それが昴様の耳に入るとき、聞き取りやすい一字になるだけではないのでしょうか」

「じゃ、試しに正式名を言ってみてください」

　昴の要請に応じて弁が口を開いた。口が動いて何か言っているのは見て取れたが、結局聞こえたのは「弁」だけ。

「おわかりですか？」

　頷いて、念のため燎と琳、由にも名乗ってもらった。皆喋っている時間は長いが、昴には「燎」「琳」「由」としか聞こえない。そういうものなのかと納得した。

「ちなみに鸞は？」

　微笑みながら弁が長々と告げてくれたが、昴にわかったのは『鸞』だけだった。

　鸞がまだ帰ってこないので、いったん解散することになった。弁は学習室を用意して教材を揃えておくと言い、琳と由は昴の身の回り品を手配し部屋を整えるために出て行った。燎も竜の世話がありますのでいったん失礼しますと行きかけるのを、慌てて止める。

　身の回り品という言葉で自分のリュックのことを思い出したのだ。尋ねると、しまったという顔で謝られる。

「お持ちしなければと考えていたのに、俺の竜が気に入って抱え込んでいたものですから、ついうっかり。これから取りに行って来ます」

「待って。そういうことなら急がなくても」

　竜がリュックを？　と想像しておかしみを覚え、気に入っているなら無理に取り上げることはないけどと言った。

「なんでしたら一緒に見に来ますか。どうせ世話をしに行かなければならないので」

「いいの？」

「もちろん」

　と言われたので、ついて行くことにした。

　竜たちは、本来の巣は郊外の切り立った崖にあるそうだが、竜騎士が交代で王宮に詰めるときは王宮の外郭に建てられた竜舎にいる。竜が一度に何頭も入れる巨大な建物だ。

　天気がいいと竜舎には入らず、広い前庭でひなたぼっこをしているので、見物人が引きも切らさず訪れるらしい。

　外郭までなら、身分証があれば自由に入れるのだ。柵囲いの外には見物人がいつも鈴なりで、特に子供連れが多いらしい。

「空を飛ぶ竜は子供たちのあこがれですから。将来の職業に竜騎士を上げる者も多くて、毎回の募集はすごい倍率ですよ。竜との相性が重要視されるので、男女や身分を問わないところも人気を押し上げているようです」

　道々燎が話してくれた。

「え？　女の竜騎士もいるんだ」

「いますよ。雌の竜はどちらかというと女性を好みますね。感性が合うのでしょう」

　昴は興味津々で話に聞き入り、竜舎につくまで飽きることがなかった。

　竜は人語を解するし感情もある。だから一度バディになった竜騎士が自分に合わなくなったと感じたり横暴になったりしたら、乗せるのを拒否してしまう。それで反省し心を入れ替えればよし、反省しないと最終的にバディを解消されてしまうらしい。

　もちろん人間の側にも拒否権はあって、それぞれの言い分を聞いて調停するための相談機関もちゃんと存在する。そこには引退した年配の竜と竜騎士が詰めていて、相談に乗ってくれるのだ。

「よくできているんですね」

「この国ではね。王家に竜の血が流れているから、竜を大切にするんですよ。でも……」

　と燎は一転して暗い顔をする。

「竜をただの乗り物とか兵器としか考えていない国もあって、問題になっています」

「え？　でもあんなに大きくて強い竜を、人間が思い通りにできるの？」

「術者が竜に暗示をかけてしまうんですよ。この者はおまえの支配者だと。そうされると竜は何をされても逆らえなくなるのです」

「ひどいな」

　昴までが沈んだ顔になると、燎はまずいと思ったのか話題を切り替えた。

「ま、少なくともこの国ではそういうことはありません。竜も竜騎士もよい関係を築いていますよ。それに竜保護のための国際条約があるので、今ではほとんどの国で竜は大切にされています。本気で竜が暴れたら、街の一つや二つ簡単に破壊されてしまうという現実もありますからね」

「よかった。あんな素晴らしい存在が迫害されるのなんて見たくないよ。僕のいたところには竜なんていなかった。空を飛ぶのは飛行機、陸を走るのは車や電車。時速三百キロ超えの新幹線なんてのもあったな」

　そこまで話したとき竜舎に着いた。燎は『飛行機』や『新幹線』について知りたそうな顔をしたが、柵の向こうから長々と歓迎の遠吠えがするのを聞くと、「すみません、ここで待っていてください」と手を上げて走っていってしまった。

　たぶん燎の竜なのだろう。広場の真ん中にひときわ大きな竜が、羽を広げばさばさと羽ばたいて、自らの騎士を歓迎している。その短い前まえ肢あしに、まるで腕輪のようにリュックが巻き付いているのが見えた。リュックの肩紐をうまく利用しているようだ。

　アルミ製の銀色のリュックなので、光を反射してきらきら光るところが、銀製品のように見える。大きさもちょうどよかったらしい。

「腕輪代わりか。中身はどうしたのだろう」

　竜が大切にしているのなら、リュックは提供してもいいと思う。中身さえこちらにもらえるなら。

　昴の見ている先で、竜と竜騎士はひとしきり戯れ、それからこちらに歩いてきた。竜は太い後ろ足でのっしのっしと歩いているが、速度は傍らの竜騎士に合わせてゆっくりだ。それだけでも互いの信頼関係が伝わってくる。

　近くに来ると竜の大きさがよくわかる。象並みに大きいこの巨体が、背中に畳んであるあの薄い羽でよく浮かぶものだ。

「俺の相棒で、ユナといいます」

　燎が紹介してくれた。

「ユナ？　雌!?」

　名前の響きからそうなのかなと思ったら、これも肯定された。

「竜は雌の方が身体が大きいんです」

「でも雌は女性を選ぶってさっき……」

「例外もあるってことですよ」

　見上げたら竜と目が合った。思念が流れ込んでくる。

『ユナよ、昴。よろしく』

「え!?　あ、よろしく」

　思わず返事をしたらユナが優しく笑った、ように見えた。燎が驚いたように昴を見る。

「わかるのですか。竜の言葉はその騎士にしかわからないのに」

「でも今、直接頭に声が聞こえて……」

　言いかけているときユナが割り込んできた。

『昴の腹の中に鸞がいるからわかるのよ』

「それはどういう……」

　言いかけてわかった。わかってしまった。鸞に中出しされたあれだ。一瞬で真っ赤になった昴をユナは愉快そうに眺め、首を傾げていた燎もすぐに「ああ」と頷く。思わず「わかるな」と喚きたくなった。

「殿下の竜力が作用しているのでしょうね」

「わざわざ言わなくても……」

　もごもごと口篭もりながら抗議する。

「これは失礼。でも仲良くされるのはいいことですよ」

　ううっと唸っても返事のしようがない。もうしないのだとわざわざ言うのもおかしいし。

　真っ赤な顔で頭を抱えている間に、燎がユナに、昴のリュックを返してほしいと話し始めた。

「あ、それはもう……」

　止めるつもりだったから慌て顔を上げる。ユナが拗ねて言った。

『気に入っているのよ。きらきらして綺麗なんだもの。誰もこんなの持ってないから自慢できるし』

「だったら返してくれなくていいよ。ただ中身、そこに入っていた品物は欲しいんだけど」

　急いで燎の袖を引いて止め、ユナにそう告げる。

『ああ、それはこれ』

　ユナが物入れから小さな包みを取り出した。物入れは、背中の鞍を支えるための腹帯につけられていた。龍はそこにいろいろなものをしまい込んでいるらしい。

　包みを開くとスマホやら救急セットやら水筒、チョコなどの食べ物、雨具、着替え等々、リュックに入れておいた山歩きの必需品が全部揃っていた。

「全部あるよ、助かった。じゃリュックは自由に使って」

『いいのね？』

「うん」

『嬉しい』

　ユナは喜び、その代わりだと金塊を一つくれた。摘まみ上げてぽとんと落としてくれたそれは拳ほどもあり、さすがに代価としては高すぎると断ったが、ユナは聞き入れない。

『そんなのならいっぱいあるから』

　くるりと背を向けて、機嫌良さそうに尻尾を振りながら元の場所に戻っていく。途中にいる竜にリュックの腕輪を見せびらかしているのが見えた。

　あんなののどこがいいのかわからない。金塊にも困惑していると、燎が苦笑して言った。

「もらってやってください。竜は黄金や宝石は腐るほど持っているのですよ。だから変わったもの、ほかの竜が持っていないものを欲しがるのです」

「でも置き所に困る。使うこともないし」

「しばらくの間、俺が預かりましょうか」

　そうしてもらうことにした。金塊を預けてほっとしていると、いつの間にかほかの竜が寄ってきていて囲まれた。

「うわっ」

『ほかに何かない？』

『珍しいもの、欲しい』

　それぞれが長い首を伸ばして迫ってくるので、思わず仰け反ってしまう。後ろに転びそうになったのを燎に支えられた。

「なんと言っているのですか？」

　燎には自分の竜以外の声は聞こえないので、困惑して昴に聞いてきた。

「何かくれって。変わったものを」

「おやおや」

　燎はおかしそうに笑ったが、昴にすれば笑い事ではない。

「どうしたらいいんだ……」

「困りましたね」

　と言いつつ、燎はまだくっくっと笑っている。その間も竜は昴をつついてくるので、仕方なく今返してもらった包みを広げた。どうせここでは役に立たないのだ。もし竜が欲しがるならあげてしまおう。

「今持っているのはこれだけだけど、欲しいものある？」

　一歩退いて竜が選ぶに任せた。チョコを取るもの、雨具を取るものそれぞれ気に入ったものを一つずつ手に入れて、竜たちは満足そうだ。代わりにと宝石や金塊、銀塊などを気軽に落としていく。

　残ったものを包み直しながら、積み上がった金銀の財宝を横目に途方に暮れる昴の傍らで、燎が腹を抱えて笑っていた。

「すみません、こんな、おかしな出来事、初めて、なので」

　苦しそうに声を途切らせながら謝ってくるが、昴からすればほんと冗談じゃない。小山のようになった貴重な貴金属と燎を当分に睨みつけた。

「ほんとにもう、すみません」

　ようやく笑いを納めた燎が目尻の涙を拭きながら謝ってきて、結局それも燎が預かってくれることになった。もう見なくて済むと昴としてはほっとしたのだが、いずれそれをどうするか決めなくてはならないと思うと、気が重い。

　そんな昴の悩みとは別に、この出来事は目撃していたほかの竜騎士たちやその助手たちにより、「つがい様」のエピソードとして広まっていった。

　今度の「つがい様」は、どの竜とも話すことができる異能をお持ちなのだと。昴が知らないところで噂はどんどん尾ひれをつけ、「つがい様」伝説になったのだった。

　燎がユナの世話で残るというので、昴は迎えに来た由と帰ることにした。もっと竜と話してみたい気持ちはあったが、今みたいなことになるのも困るので潮時だったのだろう。

　由は部屋の用意が調ったこと、鸞が戻ってきたことなどを帰る道々報告してくれた。

　部屋に戻ると、鸞はすでに正装を脱いでくつろいだ服に着替えていた。長身に鍛えた身体をしているから、何を着ても似合う。羨ましいことだ。

「竜に迫られたそうだな」

　昴を見るなり鸞がにやにや笑い出す。ずいぶん早耳だと昴は驚いた。誰かがここまで知らせに来る余裕はなかったはずだ。

「どうして知っている？」

「何頭かの竜が、自分も珍しいものが欲しいと訴えてきた。今日王宮に来ていない竜たちだ」

　鸞の向かいに腰を下ろしながら、昴はため息をついた。

「鸞も竜と話せるんだ」

「俺のが体内に入っているから話せたんだろ。俺が会話できるのは当然だ。竜の血だからな」

「……っ。俺のとか言うな！」

　むうっと口を尖らせて咎めたが、鸞はさらに片方の眉を上げてからかってくる。

「だって本当のことだ。さすがにアレが作用するなんて考えてもみなかったが、竜と意思の疎通ができてよかったな。皆いいやつだったろ」

　昴は言い返そうにも言葉が見つからず、ううっと唸って拳を握った。

「いいよ、もう。竜と話すのは楽しかったよ。でもあの金銀には困る。ああいうのどうしたらいい？」

「燎に預けたんならそのままにしておけばいい。何か欲しいものができるまでは。なんなら自分の世界に持って帰れば」

「いやいや、持って帰るつもりはない。どこから盗ってきたんだと大騒ぎになる。分不相応なものは持たないに限るよ」

　そう言うと鸞はふっと笑った。

「欲がないんだな」

「欲はあるけど、金じゃないから」

「ほう、それはなんだ？」

「家に帰ること」

　鸞が黙った。昴はまずいことを言ったと首を竦める。今のはつい本音が出たわけだが、言っていいことといけないことがある。

「ごめん。僕の役割はちゃんと果たすつもりだから」

　気まずそうにフォローすると、鸞はゆっくり首を振った。

「いや。おまえが帰りたいと思うのは当然だ」

「うん。だからそのためにも、ちゃんとするから」

「そうしてくれると助かる」

　昼食の用意ができたと由が知らせに来た。向かい合わせで食事を取り、午後からは鸞は視察、昴は採寸だと言われる。

　鸞の隣だという昴の私室に、琳と由が案内してくれる。開けた途端、部屋の広さと豪華さにため息が出た。あんな大きな花瓶や大理石っぽい彫刻、絢爛豪華なクリスタルのシャンデリアなんか必要ないのに。花瓶に生けられた華やかな薔薇の花も。

「この向こうが殿下のお部屋です」

　中央のコネクティングドアを示され、念のために聞いてみる。

「鍵はかかってる？」

　え？　と微妙な顔で振り向かれる。もちろん返事は「かかっていません」だ。かえって心配そうに聞き返された。

「かける必要があるのでしょうか」

「ないよ、ないない。ちょっと言ってみただけ。ほら、プライバシーとかさ」

「プライバシー、ですか？」

　琳には伝わらないようだ。首を傾げている。この世界にはプライバシーの概念がないのかもしれない。

　そもそも王宮内では全部人の手で物事が進むから、そんなことを言っていたのでは何もできないのだろう。でも初日に身ぐるみ剥がされて風呂に入れられたことは、昴にとってはちょっとしたトラウマだ。そのあとの鸞との交歓も。

　ともかく、鸞はもうしないと言ったのだから、そこは信用しなけりゃな。

　ということで結論づけて「気にしないでいい」と伝えたら、すぐに次の予定がと促された。

「その前に、あの、僕が着ていた服や身につけていたもの、どうなった？　それとこれをどこかにしまいたいのだけれど」

　だいぶ減ってしまったリュックの中身を包んだものを示すと、ライティングデスクの物入れを教えられた。服は洗濯中でほかの小物と一緒にあとで持ってきてくれるらしい。

「変わったお召し物ですね」

　と琳に言われた。いやいや、変わっているのはこっちの服だから。

　午後の最初の予定である採寸は、それから間もなく開始された。待ち構えていた仕立屋たちに細々採寸されるのは、ある意味羞恥プレイだ。彼らは裸で採寸したかったようだが、ぎりぎりシャツと下着は死守した。

「今度のつがい様は奥ゆかしい方ですね」

　と感心されたのには、これくらいでと目を向いた。普通は着衣でするだろうと思ったがこの世界では違うらしい。だから女性には女性の採寸師がいるようだ。服が身体のラインを崩さないことが、腕のいい仕立屋の条件なのだという。採寸はすべての基本になるから、採寸師が大事なのだ。

　ただそれだけでぐったりしながら、次の予定、弁が待っているという学習室へ向かう。

「殿下が幼少のみぎりに使用なさったお部屋なのですよ」

　壁に大きな地図が貼ってあって、黒板があって、学校の教室のようだ。教壇はなく、向かい合わせに机が二つ。ノートを取るための筆記具は片側の机にしか置いてないので、マンツーマンで授業を受けるようだ。

　椅子はふかふかふわふわで、あまりにも気持ちがいいものだから、下手したらうつらうつらしそうだ。気を引き締めなくては。

「お疲れのようですね」

　弁が穏やかな声で言った。鸞の家庭教師だったのなら、年齢は四十代後半、ひょっとしたら五十歳を超えているかもしれないが、皺のない顔や若々しい雰囲気から、とてもその年には見えない。

「実は、疲れました」

　肯定して竜との交流、そして今さっきの採寸で振り回されたことを話した。

「竜と話ができるのですか。それは羨ましい才能ですね」

　感心されてしまい、体内に鸞のアレがあるからだと言おうか言うまいかと悩む。生々しい話は弁にそぐわないような気がするのだ。見るからに草食系の雰囲気を持つ彼に、肉欲の話はしづらい。

「さくさく授業を始めましょう。勉強しなきゃならないことが山のようにあるのでしょう、さぼってはいられません」

　空元気で鼓舞すると、弁は深みのある笑みを浮かべ、好もしそうに昴を見る。

「学ぶ意欲があることはいいことです。ではさっそく始めましょうか」

　弁はまず貼ってある地図に昴の注意を向けた。

「我が国はここです。あまり大きな国ではなく、周囲は列強に囲まれています。それでいてこれまで侵略されずにこれたのは、こちらには竜の血を引く王家があるからです」

　そうして、竜と竜騎士はどの国にもいることを教えてくれた。

「ただ竜が集団で行動するのは、我が国だけです。黒竜は竜の頂点なのでどの竜も従います。またたとえ黒竜が顕けん現げんしていなくても、王家にはその血が受け継がれていますから、普段でも団体行動が可能になります。そこが他国の竜軍との違いです。他国では竜の個の力だけが頼りです。集団戦に対して個人戦を挑めば、どちらが優位に立つかおわかりですね」

　昴はこくこくと頷いた。弁の話はわかりやすく、短時間でこの国が置かれている現状がすんなり呑み込めた。鸞にも説明されたことだが、竜の血というのは本当にすごいものらしい。

　それにしても、と少しばかり下世話なことを昴は考えた。初代の龍蘭国の王が黒竜の血を引いていたそうだが、竜と人間の間でどうやったら子供が生まれるのだろう。

　頭にあるのはユナの巨体。自分より大きい燎だって、その側では子供以下だ。それでどうやってセックスが可能なのか……。

「昴様」

　穏やかなのにぴんと背筋が伸びる声が昴を呼んだ。昴は、はっと意識を戻す。

「すみません、考え事をしていました。集中します」

「いえ、少し詰め込みすぎたかもしれませんね。休憩を挟みましょう。人の集中力は十五分単位で落ちていくそうですから」

　そう言うと再度の謝罪を昴が口にする前にベルを鳴らして、由を呼び入れた。お茶の支度を頼んでから、弁は静かな眼差しを昴に向けてくる。

「ちなみに何を考えていたのですか？」

　こんな下世話なことを考えていたなんて知られたくない。当然口篭もった。

「ふむ。そんなに言いにくいことですか？」

　無言でいたことが肯定になったのか、弁があっさりと言い当てた。

「竜と人間の大きさについて考えていたのではありませんか」

「……っ、どうしてそれ！」

　思わず顔を跳ね上げて、自分から暴露してしまう。お茶を運んできた由がくすりと笑う。

「弁様は心理学も講義しておいでなので、人の心を簡単に読み取ってしまわれるのですよ」

「由、余計なことを言わない」

　弁がちらりと見て由を制し、コホンと咳払いしてから昴に向き直った。

「一般の竜はできませんが、黒竜は人の姿になれます」

　そうだった。黒竜の血が濃く出た鸞が戦場で竜になったと言っていたのに、うっかりしていた。人間が竜になれるのならその逆も可ということじゃないか。

「叙事詩の中では、王の娘が黒竜に恋をしたことになっています。国を救ってくれた英雄でしたし、今の殿下を見れば、黒竜がどれだけ魅力的だったかわかりますからね。種族の違いなど超越してしまったのでしょう」

　確かに、と思わず昴も頷いた。男の自分から見ても鸞はかっこいい。男としてあこがれる。女性なら一目で恋に落ちそうだ。あくまでも女性なら、だが。自分のはただのあこがれ。そこを履き違えないように。

　誰に言い訳をしているのか、自らに念を押す自分はおかしい。いやいや、他意はないんだ他意は。

　お茶で気分転換をしてから、弁はさらに講義を続ける。時々脱線してエピソードを挟んでくれるおかげで、いろいろとよくわかった。

「今日はこれまでにしましょう。一度に詰め込みすぎても逆効果です」

　そう言って弁が立ち上がったので、昴も礼を言って立ち上がる。

　その夜昴は、鸞と夕食を共にして一日の出来事を報告がてら話したあとは、それぞれの部屋に引き上げた。ベッドに横になってもしばらくは気配を窺って緊張していたが、鸞がこちらの部屋に押しかけてくることはなかった。疲れていた昴はいつの間にか眠ってしまう。

　朝目覚めて、寝ちゃったんだと自分に呆れた。図太いというか、危機感があるんだかないんだか。とはいえ、皆の気遣いもあって順調にまた一日が過ぎる。

　まだ大勢の前に出るのは怖いから、鸞に打診されたつがいのお披露目は、もう少し待ってもらうことにしている。

　異変が起こったのは、その翌日。ここに来て四日目の朝のことだった。

　いつものように由が起こしにきたが、その言葉がわからなくなっていたのだ。

「＃＄＠＄＃～～＝＊＋？」

「うそ、わかんないよ。由、なんて言ってるんだ？」

　由も昴のその言葉がわからないようで、困惑して見上げてくる。

「どうしよう、なんでこうなる」

　頭を抱え悶えていると、由がきっと表情を引き締めた。身振りで待っててくださいと言い置くと、鸞の部屋に繋がるドアに突進していく。鍵はかかっていないから、由はするりと隣室に入り込み、間もなく眠たそうな鸞を引っ張ってきた。当然ながら夜着のままだ。

　いいのだろうか、不敬罪にならないのかとこっちは気を揉んでいるのに、由は必死で何かを説明し、鸞はだんだんと面白そうな顔に変わっていく。

　由の説明が終わると鸞はつかつかと歩み寄ってきて、いきなり昴の顎を持ち上げ唇を押し当ててきた。

「な……っ」
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　何をするんだと喚く間もなく口腔内を舌でまさぐられ、頭をしっかり押さえられていたので逃げる術もなく鸞の唾液を飲まされた。

　ごくん、と飲み込んだのを確認して、鸞が唇を放す。

「何をするんだ！」

　と遅ればせながらの抗議をして平手打ちをしようとしたら、

「わっ、よかった、言葉がわかります！」

　由が喜びの声を上げて飛びついてきて、あ、わかると昴も思った。由が失礼しましたと慌てて一歩下がる。昴は振り上げていた手をしおしおと下ろして鸞を見上げると、彼は顎を撫でながらにやにや笑っていた。

「さて問題だ。昴はなぜ言葉がわからなくなり、今は回復しているのか」

　わざとらしい台詞に腹は立つが、要はこういうことだ。彼の体液を身体に入れると言葉がわかる。だから昴がこの世界で生きるためには彼の体液が必要だ。そしてその体液には期限があって、定期的に摂取しなくてはならない。

　ショックだった。鸞に頼らなくては生活ができない。……いや大丈夫だ、自分がこの国の言葉を覚えればいいんだから。そう言い聞かせるが、名前一つをとっても長かったし難しそうだった。頑張ろうと思った側からもう挫くじけそうだ。

「確かめなくてはいけないな」

「何を？」

　鸞の言葉に昴はのろのろと顔を上げる。

「それぞれの体液が効力を発揮している時間。唾液はどれくらい持つのか、精液は。俺がいれば即座に体液を与えられるが、いないとき、それも長期間離れる必要があるときはどうするか。考えるためにも知っておく必要がある」

「……ご迷惑をおかけします」

　はあっとため息をつきつつ悄然しょうぜんとなって言うと「馬鹿だな」と頭をくしゃりと撫でられた。

「何するんだ、乱れるじゃないか」

　思わず食ってかかったら、鸞がにやっと笑う。

「おまえはそれでなくては。いつも元気でいてくれ」

　甘やかな笑みに、照れた昴は「なんだよもう」と照れ隠しにぶつぶつ言いながらくしゃくしゃにされた髪を手ぐしで直した。

「それはともかく、おまえが申し訳なく思うことはない。この世界に引き留めたのは俺だ。それで不都合が生じるなら、解決する責任も俺にある。おまえは体液を寄こせと、ふんぞり返って要求すればいいのだ」

　そこで言葉を切った鸞は、笑みを深める。思わず身構えたらにやにやしながら言われた。

「唾液でもそして精液でも」

　一番効果的なのは精液のようだがなあと嘯うそぶかれて、赤くなったり青くなったり。その昴の狼狽を、鸞は楽しそうに見る。

　結局唾液の効果は二時間ほどで切れた。今回のことで精液は三日程度とわかっているから、あとは血液が効果があるのかどうか。確かめようにも、どうやらこの世界ではまだ輸血が始まっていないようで、飲むかと聞かれて慌てて首を振った。

「僕の世界では輸血というのがあって、不足する血液をほかの人から提供してもらって体内に入れたりするんだ。ここではどうすれば摂取できるかなあ」

　医学的な素養もある弁にそう説明すると、興味津々で身を乗り出された。

「それは画期的なことです。その方法が知りたい」

　昴はその勢いに困惑して身を引いた。

「僕はたいして知らないんだけど……」

　慌ててそう言ったが、知っているだけでもと懇願されて、思い出しながら話した。

「針を提供者の血管に刺して、針からチューブを通して血液を容器に集める。血液の入った容器を吊して、受ける側の腕に針を刺して流し込む、という感じだった……」

　そこまで告げてから、昴はたくさんの問題点に気がつく。まずこの世界に、衛生という概念はあるのだろうか。腕も針も集める容器もチューブも消毒が必至だ。それにそう、血液型を調べなくてはならない。違う血液を入れたら、最悪死んでしまうこともあると聞いた。さらにウイルスや病原菌のチェックもある。

　そういう検査はどうやっているんだと聞かれても、知識がないから答えられない。

「……今のこの世界では無理だと思う」

　早々に白旗を掲げた。弁は納得しながらも残念そうだった。

「煮しゃ沸ふつ消毒はこの世界の医師も常識としていますが、血液型とかウイルスとかそういう概念は、わたしも今初めて聞きました。今度専門の医師たちを集めますから、あなたが知っていることを話してやってもらえませんか。詳細がわからなくても、ヒントがあればこちらの知識と合わせて研究を進めることができるかもしれません」

　昴が承諾すると弁はさらにその話を続けたそうにしていたが、鸞の邪魔が入った。

「ともかく結論は精液だな。一番効果が高い。三日は持ったわけだし」

「ちょ……！」

　あっさりはっきり言われて、昴は居たたまれない。それがどうやって体内に入るか。居合わせた皆は知っているのだ。弁、燎、琳、そして由も。鸞が開けっぴろげなのは、それを隠さなければならないという意識がないからだ。

　ま、王子様だもんな、とそこは昴も理解するが、一般人で、これまでは常識人だった昴にすれば、どんな顔をしていいかわからない。性の問題を人前で話すことにも抵抗があるのだ。

　俯いていると、さすがに少しは察してくれたのか、鸞が声を落とした。

「無理強いはしないし、おまえが嫌なら唾液でなんとかするしかないが。しかし二時間は短すぎる。俺がずっとついているわけにもいかないし、といって今のおまえを常に同道するのは無理だ」

「……わかってる」

　昴も低い声で答えた。

「わかっているから、少しだけ時間が欲しい。覚悟を決めるというか……」

　もごもごと言葉を濁した昴は、だんだん腹が立ってきた。なんで自分がこんな目に遭わなければならないんだ。自分ばかり恥ずかしい思いをさせられて！　協力してくれと頼んだのはそっちなのに。

　ここにいる誰も悪くはないし、皆が協力者なのもわかっているが、ついつい睨みつけてしまう。

「僕はこれまで抱く立場だったから、抱かれるなんて考えたこともないんだ！」

　怒りのまま言葉にした。すると鸞が、首を傾げながらとぼけた返事を寄こす。

「しかしおまえが俺に挿れても効果はないぞ」

　ぶっと皆が飲み物を噴き出した。いや、噴き出しかけて危うく止めた。王太子の前でそんな不作法は許されないのだ。しかし由も燎も苦しそうにしていたし、弁と琳は口を押さえて俯いている。

「な……！」

　そして昴は、ただただ絶句した。脳裏を過ぎったのは鸞を組み敷いている自分で、彼をあんあん言わせているそれはあまりに滑稽で、視界の暴力だ。

「ともかく、これから抱かれる立場に自分が回ることを理不尽に感じるんだ。今までは抱く方だったし、気持ちはすぐに折り合えない」

　気を取り直して、心情を吐き出すと肩で息をした。すると皆は頷きながら聞いてくれたのに、鸞一人むっとした顔で見当違いの問いを口にする。

「抱く方だと!?　これまで誰かを抱いた経験があるのか、昴！」

　いきなり厳しい口調で問い詰められて、何を言っているんだと戸惑う。

「昴、答えろ！　おまえは誰かを抱いたのか！」

　あまりの剣幕に思わず「ないけど」と返事をすると、卓の上に乗り出して難なん詰きつしていた鸞が、「そうか、ならいい」

　とあっさり椅子に腰を下ろした。あっけに取られていた一同が、燎が膝を叩いて笑い出すことで、一気に和やかな空気に包まれた。

「これは意外に意外なことになりそうですね」

　琳が楽しそうに口に手を当ててホホホと笑う。弁も訳知り顔で頷き、由までが口許を微妙に歪めて、生温い視線を向けてきた。

　それってつまり、鸞が僕の相手に嫉妬したとかそんな解釈でいいのか？

　皆はそう思ったようだが、昴自身はまさかと思った。まだ出会ったばかりだぞ。そんな短期間で……。

　ドアの外で誰すい何かの声がして、室内がはっと緊張に包まれた。燎は腰の剣に手をやっているし、鸞も自分の剣を側に引き寄せた。

　立哨りっしょうの訪いに返事をすると、入ってきたのは王の侍従だった。御前会議の時間だと知らせに来たのだ。

「そうだった。忘れるところだった。ちょっと行ってくる」

　鸞が立ち上がると、琳が急いで正装用の上着を持ってきた。くつろいだ格好でいても、用意万端なんだなと感心する。確かに鸞はいつも忙しくしている。王太子だから当たり前なのかもしれないが。

　そのまま出ようとした彼が引き返してきた。いきなり昴の顎を持ち上げ、唇を押し当ててくる。否も応も言う暇のない口づけだった。舌で口腔内を荒らし回り、最後に唾液を押し込んだかと思うと、身を翻して出て行った。

　嵐に翻弄されたようだ。

　昴はぐったりと椅子にもたれ掛かり、このあとの二時間のためとわかっていながら、顔が上げられない。短いけれど濃厚な口づけで、身体がざわついていたのだ。

　まずい、勃ちかけてる。

　それは根性で抑えたが、公衆の面前で堂々とキスをされたのは、昴にとって耐えがたかった。これに慣れろって、慣れるわけない。

「情熱的ですねえ」

　弁が感心したように言って、落ち着き払ってお茶を啜る。琳がそれを受け、

「頼もしい限りです」

　としきりに頷いた。燎も同じく頷いている。そして由は、うっとりとあこがれの眼差しを向けてきた。

　意味が違うだろ、これは言語能力のためだからと言いたいが、言ったら何倍にも反論が返ってきそうなので黙っておいた。これ以上こっち方面に話を進めてほしくなかった昴は、思い切って話題を変える。

「今日は宮殿内を歩きたいと思っていたのだけれど、二時間じゃ足りない？」

「足りませんが、この王太子宮の一部くらいなら大丈夫でしょう」

　ちょうど時間があるので、琳が案内してくれることになった。弁と燎はそれぞれの仕事に戻り、由も細々とした雑用を片付けに離れていく。

　部屋を出て、いくつかある出入り口の一つに向かいながら、昴自身は「王太子宮」に首を傾げた。

「宮殿ってここだけじゃないの？」

　琳が苦笑する。

「こちら側の建物は鸞様の住まいで、王太子宮と呼ばれています。陛下がお住まいになる宮が本宮の奥宮で、政務を執られるのは表宮となります。また王妃様や皇太后様、姫君方のお住まいは後宮と呼ばれていて、隔離された場所です」

「え、そんなに広いんだ……」

「そのほかにも近衛の詰め所とか、竜の広場とか宮殿内で働く者たちの住まいもありますし。たぶん誰一人王宮の地図を全部頭に入れている者はいないと思いますよ。必要なところだけ覚えていれば用が足せますので。何しろ陰でここのことを『迷宮』と言ってますからね」

「王族ってすごいんだねえ」

　思わず感心したら、

「今はあなたもその一員ですよ。鸞様のつがい様ですから」

　と指摘された。慌てて手を振って否定する。

「今だけだから。臨時だから。僕は本物じゃないし」

「……残念です。鸞様があんなにくつろいでおられるのは、本当に久しぶりなんです。先の戦闘以来、ずっと屈託を抱えておられましたから」

　琳が心底残念そうに言ってくれるから、申し訳なくて、拳を握って力説した。

「偽物でも、できることは頑張るから」

「よろしくお願いします」

　王太子宮は広かった。普段私室として使っているのは宮のほんの一いっ郭かくで、ここにも後宮はあったし謁見の間や来賓を泊める部屋、会食をする大広間等々。

　途中でくたびれて、日当たりのいい外でお茶することにした。

「そろそろ二時間ですね。まだ大丈夫＃％＄＆＊」

　琳の言葉の途中からわからなくなる。昴はやれやれと肩を竦め、お茶を飲み終わったら部屋に帰ると身振りで伝えた。自室にいる限りは、言葉が通じなくてもなんとかなる。

　またしゃべれるようにするには、鸞に体液をもらわなくてはならない。政務に就いている彼に帰ってきてくれとは言えないし。

「覚悟を決めなきゃ、駄目だよなあ」

　部屋の天蓋付きのベッドに転がりながら、昴はひょいと頭を伸ばして、華麗な絵や装飾のある天井をぼんやり眺めていた。伝説をモチーフにした天井画なのだろう。巨大な竜が背中に美しい姫を乗せて空を飛んでいる。

「怖くなかったのかなあ、お姫様。そっか、言葉が通じれば大丈夫か。僕にも皆気さくに接してくれたもんな。あの巨大な竜が人型になって、王女様と恋をしたのか」

　うとうとして夢を見た。その中で昴は、大きな黒竜の背に乗っていた。天井画そのままの夢だったが、違っていたのは乗っていたのが自分だったこと、そして黒竜が鸞だとわかっていたことだ。

　竜は優雅に飛翔して、なだらかな草原に降り立った。そして昴の目の前で鸞に変わる。次の瞬間逞しい胸に掻き抱かれて、口づけを受けていた。

「な……っ」

　びくっとして目を開けたら、本当に鸞がいて口づけられていた。ひとしきり口腔内を嘗め回されて、唾液を押し込まれる。こくんと飲んだところで、鸞が唇を離した。

「昴、大丈夫か。とっくに二時間を過ぎていたから心配していたのだ」

　鸞は御前会議に出ると言って出かけたときの服装のままだった。終わると同時に、駆けつけてきてくれたらしい。自分に体液を提供するために。

　なんだろう、今心に何かがすとんと落ちてきた。鸞の真心というか、思いやりというか。

　彼が気にかけてくれたことがとても嬉しい。それがどんな理由からにせよ、鸞は十分に思いやってくれている。きっとこのあとも、二時間ごとに来てくれるつもりなのだろう。

　だが、これ以上甘えるのは心苦しい。そもそも王太子の彼に、二時間ごとに摂取を頼むのが無茶なのだ。強姦だと思っていたときも、抱かれるのは辛かっただけではない。ちゃんと感じて何度もイった。つまり、気持ちよかったわけだ。

　それを認めるのはプライドやら何やらあって難しかったのだが、今、それがなくなった。正装のまま真摯な表情で覗き込んでいる彼を見て、覚悟ができた。

「鸞、抱いてくれる？」

　腕を伸ばして鸞の首に回し、唇を寄せていく。厚みのある男らしく整った唇に自分から押し当てて、誘いの言葉を囁いた。どうやって誘惑するかなんてわからないけれど、鸞がその気になってくれたらいいと思いながら、もう一度口づける。

　逞しい身体が、ぶるっと震えた。

「……昴」

　名前を呼ぶ鸞の声が、官能の響きを帯びて甘く掠れている。腰に来る声というのだろうか。聞くだけでぞくぞくしてきた。

「いいのか」

「うん。あんたならいいかと思ったんだ。僕が精液を選ぶまで、ずっと二時間ごとに来てくれるつもりだったんだろ」

「ああ、まあな。男としての矜持きょうじに拘こだわる気持ちはわからないでもないし、できるだけのことはしようと思っていた」

「だから、決心がついた。それに正直に言えば、あんたに抱かれるのは、最初のときも嫌なだけじゃなかったし……」

　続けようとした言葉は、キスで遮られた。昴は自分から口を開き、積極的に舌を絡めた。首に回していた腕に力を入れ、鸞を引き寄せる。最初腕をついていた鸞がブーツを脱ぎ捨てて身体を乗り上げてきた。重い身体がずしりと覆い被さってくる。

　キスをしながら帯を解かれ前を開かれた。こんなときはずいぶん便利な服だと、昴はおかしくなる。正装の硬い生地が肌に食い込んだ。

「何を笑っている」

　口づけを解いた鸞が、昴の口許の笑みを見て聞いてきた。

「脱がせるの、簡単だなと思って」

「確かに」

　鸞も笑って、啄ついばむキスを続けた。唾液を押しつけ合って呑み込む。今度のこれは、昴を適応させるためのものではない。甘露に感じるのは、気持ちが甘いからだろうか。

　鸞の唇は耳朶に移り、ひとしきり嘗めたり甘噛みしたりして昴を悶えさせた。

　耳が感じるなんてあまり意識したことはなかったが、舌で嬲なぶられると背筋に震えが走り、頭の後ろがじんと痺れた。軽く噛まれるとぶるっと身体が反応する。

　鸞は両方の耳をいいように嬲ってから首筋に唇を這わせた。舌で嘗めて軽く噛み、また嘗める。その間に手が胸を触ってきた。

　小さな突起を摘ままれて揉まれる。少し触れられただけで乳首が芯を持った。こりこりと指で転がされると、気持ちいい。最後は指で押し潰されて、びくびくと身体が過敏に撥ねた。

「感じるんだな」

　両方の乳首を一度に摘まみ上げながら、鸞が聞いてくる。

「聞くな……っ、あ、やめ……っああ」

　それまで声を我慢していたのに、口を開くと嬌声になった。

「いい声だ。もっと聞かせろ」

「……っ、冗談」

　悔しくてわざと唇を噛んだ。

「あまり噛むと傷になるぞ」

　からかうように言われて、うるさいと目だけで抗議する。鸞は笑いながら、胸から下に手を滑らせる。

「綺麗な肌だな。滑らかでもっちりしていて」

　満足そうに言いながら腹を撫で回す。その手がいつもっと下に行くかと気が気ではない。上半身に加えられた愛撫で、昴のモノはすでに昂っているのだ。腰をずらすなどしてなんとかばれないようにしていたつもりだが、触られたらもうごまかせない。

　臍を弄っていた手が下に向かいかけ、それを止めようと昴は鸞に呼びかけた。

「僕だけ脱がしてないで、あんたも脱げよ。さっきから上着の硬い生地が当たって痛いんだ」

　苦し紛れの時間稼ぎだが、鸞は素直に乗ってくれた。

「ああこれは、気がつかなくて悪かった。俺が押し潰していたから、ここも痛かったろうな」

　にやりと笑っていきなり昴の股間を押さえられる。

「やっ、馬鹿、触るな」

「馬鹿とはなんだ。さっきからもぞもぞ動いて催促するから触ってやったのに」

「し、してない……」

　鸞は気づいていたのだ。昴が隠そうとしているのもわかっていて、翻弄してくる。悔しいが経験値が違いすぎだ。

　にやにやしている鸞を睨んでからせめて一矢を報いようと、彼の腰に手を伸ばした。上着を脱ごうと上半身を起こしていたから、容易に触ることができた鸞のそこは、逞しく盛り上がっている。あまりの大きさに思わずびくっと手を引いてしまった。

「すごっ、大っきい」

　無意識に呟いた上擦った声に、自分で引いた。なんだ、これ。甘えたような声じゃないか。

「それはどうも。おまえに触るだけで勃ったんだ。責任を取ってもらおうか」

　引いた手を取られ、緩めたウエストから中に引き込まれて直接そこに押しつけられる。最初に感じたのは「熱い」だった。

「男同士だからどこがいいかわかるだろ。触ってくれ」

　最初は戸惑って握っただけ。促されておずおずと指を動かした。確かにいい場所はわかっている。裏側の筋や先端部分、そして根元の膨らみも。こりこりと揉まれると悦い。

　自らが感じるところを中心に遠慮がちに触っていると、鸞のモノはさらに大きく硬くなった。そうなるとこの手に反応したのだと嬉しくなり、ますます熱心に手を動かす。

　ときおり荒い息づかいが聞こえてきて、鸞が感じていることを教えてくれた。

　鸞がモノを預けたままシャツを脱ぎ捨て、続けて下衣のズボンも引き下ろす。最後は面倒くさそうに膝立ちのまま蹴り捨てた。

　見事な男性美だ。しっかり筋肉がついた上半身、引き締まった腰、逞しく張り出した大腿に長い足が続いている。そして昴が触れているモノ。男として劣等感を刺激されるほど猛々しい。太い血管が浮き出し、先端にはすでに露を含んでいる。

　親指で触れるとぬるっとした感触があった。しかもどんどん溢れてくる。その液を幹に塗り伸ばすと、ぬちゃぬちゃと淫らな水音がする。昴はこくんと喉を鳴らした。嘗めてみたい。口で味わってみたい。ついこの間までは考えたこともないことを思う。

「どうした、何がしたい」

　そろりと見上げると、鸞が面白そうに見下ろしている。

「嘗めてもいい？」

　言った途端に鸞のモノがさらに膨張した。

「……っ、その顔でそんなことを言うから、危うくイきそうになったじゃないか」

「え？」

　昴はまじまじと鸞の昂りを見る。確かに膨れ上がって今にもはち切れそうになっていた。昴は誘われるように唇を近づける。鸞が止める前に、はむっと先端部分を口に含んだ。塩辛いというのが最初の感想だった。かまわずにぺろぺろと嘗めてみる。

　鸞の手が無理をするなというように頭に触れ、肩に触れ、優しく身体を撫でてくる。

　全然無理じゃないからと、かえって昴は張り切った。とても全部は入りきらないので、届かない部分は手で擦った。すると先端から出る液がどんどん量を増やしてきて、俄然面白くなってくる。自分の口と手でイかせてやろうという欲が湧いてきた。

　一瞬、あんあん言っている鸞という妄想を思い出す。抱くか抱かれるかの選択について話したときに浮かんだあれだ。ないないと思ったが、これならありかも。

　言わせてやろうじゃないかと挑戦的な気分になった昴は、笑みを浮かべながらちらりと鸞を見た。ぎらぎら光る獣の眼差しが、今にも食いつかんばかりに昴を見下ろしている。背中から腰まで、ぞくぞくするものが駆け抜けていった。身体が熱くなり、昴自身が硬く反り返る。

「おまえも感じているじゃないか」

　鸞が深い響きのある声で言って昴のモノに触れた。

　力強く擦り上げられて昴は慌てる。こっちこそ今にもイきそうだ。鸞の愛撫に集中しようにも、意識を持っていかれてしまう。

「あ、待って……っ、ああ、あっ、やぁ」

　鸞の手は昂りだけに向けられたのではない。胸の小さな粒も同時に愛撫された。摘ままれ押し潰され揉まれて、その度にびりっびりっと快感が生み出される。頭に駆け上って痺れさせ、あるいは腰に駆け下って熱流を掻き乱された。その上に昂りへの愛撫が重なる。

　いつの間にか鸞の昂りは口から出てしまい、手淫も疎かになってしまった。自らの快感を追うことしか頭にない。膝立ちだった鸞にとんと身体を押され、仰向けに後ろに倒れた。

　獰どう猛もうなキスで口腔内を荒らされ、中にある快感を次々に掻き立てられる。鸞の手はいったい幾つあるのかと思うほど四方八方に伸びて、胸や昂り、腋下や脇腹、感じやすい内股までいやらしく触られた。ぎこちなかった昴の手淫と全く違う上級レベルだ。

　さっきまで鸞を翻弄していたつもりだったのに、たちまち逆転されひたすら翻弄される。喘ぎながらも悔しくて、なんとか彼のモノに手を伸ばした。口を近づけようと儚い努力を続ける。

「どうした口が寂しいのか、キスでは足りないか」

　おかしそうに鸞に聞かれて、昴は懸命に彼と視線を合わせた。

「足りない」

　情けないほど掠れてしまった声は、こっちがアンアン喘がされたせいだ。

「わかった。だったらこうしよう」

　いきなり抱え上げられて天地が回った。

「うわっ、なに……？」

　視線の直近に鸞のモノがある。おそるおそる首を回すと、自分の昂りを鸞がぺろりと嘗めるところだった。

「ひゃあっ」

「色気がない声だな」

　不満そうに鸞に言われて思わず言い返す。

「色気なんかあるわけない！」

「いやいや、十分だぞ俺には。おまえにそそられてここまで昂ぶったんだからな」

　確かに。目の前には逞しく成長したモノがある。

「ほら、望み通りにしてやったんだ。しっかり頼むぞ」

　言うなり鸞は昴のモノを口に入れて強く吸い上げた。

「ああっ」

　限界近くまで来ていた昴のモノは、ひとたまりもない。腰の奥から悦楽が押し寄せ膨れ上がった。そのまま吐き出そうと腰を震わせたのに、その寸前で鸞が根元を押さえてしまう。

「いやあっ、放せ……っ、放せってば！　イく、イきたい……あ、あぅ」

　イきかけた快感が行き場を失って逆流してきて、イけない苦しさに昴は身を捩る。根元を抑えた鸞の手を引き剥がそうと奮闘するが、敵わない。

「一緒にイけそうなのに先走るな。ほら、シテくれ」

　昴の唇を鸞の昂りがつんつんと突つく。溢れてきた涙でいっぱいの目を見開き、昴は彼の昂りを目で捕らえて唇を開いた。涙は鸞が拭ってくれる。

「噛むなよ」

　笑いながら言って、鸞は自ら腰を揺すった。先端部分が舌先に触れる。反射的に嘗め始めたら、鸞も昴の昂りへの愛撫を再開した。イかせようという触り方ではないので、根元を押さえられていてもそれほど苦しくない。緩やかな愛撫に陶然となりながらも、鸞のモノを頬張って弄る余裕があった。

「吸ってくれ、おまえの舌が触れるのが気持ちいい。猫の舌みたいだ」

「ネコニサセタコトガアル？」

　口にしたままフガフガと言葉にしたら意味不明だったようで、

「しゃぶりながら喋るんじゃない。集中しろ」

　と頭をぺんと叩かれた。

　自分がイきたければ、鸞のこれをイかせるしかない。昴は頑張った。唇を窄めて出し入れし、舌を絡めて吸い上げる。足りない部分は手で擦って刺激を与えた。自分の努力で、蜜が増えたり、ぐっと膨れたりするので報われていることがわかり、ますます熱心に弄り回す。

　深い呻き声が聞こえ掠れた声が告げる。

「出すぞ、受け止めろ」

　言いながら、昴の遂情を止めていた縛めが解かれ、彼の口の中で強く吸われた。

　達したのはどちらが早かったか。口の中に濃厚な体液が溢れたとき、昴のモノも悦楽の証を吐き出していた。ごくりと鸞のそれを飲み、眉を寄せる。悪いけど美味しいとは思えない。

　顔を顰めたまま荒い息で鸞を見ると、彼は満足そうな顔をして昴のそれを飲み、さらに舌舐めずりしていた。

「え？　鸞は飲まなくても……」

「なんでだ、うまいぞ」

「うそ……」

「ん？　俺のがまずいというのか？　愛がないな」

「あ、愛って……え？」

　戸惑って聞き返すと、鸞はにやりと笑った。

「ま、おいおいにな。それより続きをするぞ」

「えっと……、はい」

　口からでも体液は入ったからいいんじゃないかという気はしたが、鸞がやる気満々でいるので頷いた。それに昴も、これだけでは確かに物足りない。一度味わった後ろでの快感が忘れられないのだ。自分に素直になれば、すごく感じた、ということだ。

「でも、最初はとっても痛かったから……」

「わかっている。今度は痛くないように気をつける。あのときは俺も加減ができなかったのだ。あまりに悦すぎたのでな。いったいどんな名器なんだと思ったぞ」

「め、名器ぃ!?」

　とんでもないことを言われて、声が引っ繰り返った。冗談じゃないと睨んだが、鸞はどこ吹く風で、ぐったりしていた昴の身体を抱え上げると、さっさと自分に都合のよい体勢にもっていく。

「相性がよかったってことだ。俺にはおまえがぴったり嵌まる。ほら、脚を広げろ。痛くないように解すから」

　あまりにもあまりなことを言われてじたばたと暴れて抗議したのに、あっさりと腰を持ち上げられてしまった。

「もうやだ」

　恥ずかしい姿勢に、思わず顔を隠す。

「おい隠すな。感じる顔を見せるんだ」

「うるさい。ぜったいに見せない！」

　強く断言したが、鸞の返事はない。ちらりと手の隙間から彼を見ると、真剣な目で秘処を覗いている。

「やだ……」

　思わず泣き言を言ったら、鸞がちらっと視線を上げてきた。

「我慢しろ。痛くないようにしろと言ったのはおまえだ」

「そりゃそうだけど」

　そもそも挿れる場所がアソコなのがいけない。鸞の指が滑りをまとって侵入してきたそこは、出すところで挿れるところではない。だが男同士ではそこを使うしかないから、解して緩める作業が必要になる。

　我慢我慢と思いながら、羞恥に耐える。

　片方の脚は鸞の肩より上に上げられている。開いた狭間に彼の身体が入り、中を解されていた。今はもう指が二本入っているはずだ。狭い場所がそこまで開いたということで、細い息を吐き出しながら、昴は人間の身体の柔軟性を思う。

　そうこうするうちに鸞の指が内側から内壁を押し、そこからぶわっと快感の渦が広がった。

「な、なに……！」

「ここか」

　呟いた鸞が二度三度と同じところを突いてくる。その度に、身体が震えるほど感じた。たぶん前立腺だ。鸞はわかってやっているんだろうか。

「そこ、なんなの？」

　喘ぎながら聞いたら、鸞の返事はとぼけたものだった。

「さあな。噂で聞いたことがあるから探してみた」

　意味はわからなくても、経験から導き出される知識があるってことか。

　納得はしたものの、意味のあることを考えていられたのはその辺りまでだった。中からどんどん指で刺激され、胸を弄られ昂りを擦られた。達して萎えていた昴自身も元気に復活している。

「イったばかりなのに、手加減してよ」

　最後には泣きが入るほど、快感でどろどろにされた。引っ切りなしの喘ぎ声で喉は嗄かれてしまっている。喉が渇いて水が欲しかった。舌で何度も唇を嘗めていたら、鸞が口づけをして唾液を押し込んでくれ、少し乾きが潤った。

「三本目だ」

　鸞がわざわざ知らせて指を挿れてくる。あと少しということだ。忙しなく息を継いで圧迫感を逃した。中で指を広げられると、普段は閉じているその場所に空気が入り込み、ひやりとする。その指を揃えて何度も突かれたあとで、一気に引き抜かれた。広がった入り口に鸞のモノが押し当てられる。

「息を止めるなよ」

　一言忠告してから、鸞がぐっと腰を押し込んできた。狭い場所をめいっぱい広げて鸞が入ってくる。昴は喘いだ。

「おっきい……、無理」

　まだ入り口をほんの少し入っただけで泣き言が出る。

「無理じゃない。健気に広がって俺を受け入れているじゃないか。痛くはないだろう」

　確かに痛くはない。でも圧迫感がすごい、いやすごすぎる。

　じわじわと入り込む鸞が、一気に突き入れたいのを堪えているのが伝わってきた。小刻みに押しては引き押しては引きを繰り返して、次第に奥へ入っていく。

「あ、あ、あうっ……。まだ？　もうやだ。なんでそんなにでかいんだよ。もう少し小さくしろって」

「無茶を、言う。俺を、こうしたのは、おまえだろうが」

　なんとか息をしながら、鸞を詰りながら、昴は長い時間を耐えた。いや堪えるという意味では、鸞の方が長かったかもしれない。さすがに息が荒い。それからしばらくして、ようやく動きが止まる。

「よし、入ったぞ。わかるか。ここに俺がいる」

　鸞は昴の手を取って下腹に触れさせた。

「わかんないよ。わかるわけ……」

　言いかけたら鸞がごりっと中を抉った。強烈な快感が駆け抜けていく。

「ああっ、それやめ……」

　もちろん鸞はやめなかった。ずるずると腰を引いていき、再び奥を目指す。最初はゆっくりと、次第に速度を速め、昴に配慮しながらも自らの快感を追い始めた。

「ああ、いいぞ。やはり、おまえは、俺にぴったりだ」

　ぐっぐっと深く己自身を押し込みながら、鸞が感嘆する。苦行で萎えかけた昴の昂りを復活させ、胸を弄ったりキスで口腔を嘗め回したりして、昴も感じられるように配慮していたが、それも次第にできなくなっていったようだ。

　それだけ自分の身体に夢中になってくれている。それはそれで嬉しいけれど、続けざまに奥を突かれて遂情し、もう無理と言ってもまだ続けようとするのは、問題じゃないだろうか。けれど昴も、中に居座られるとまた感じてしまうのだ。

　肝心の鸞は、一回出しただけ。

「飲ませたからこれで二回だ。十分だろう。あとは俺に弄らせろ」

　などという鬼畜なことを言って、昴が意識を飛ばしても楽しそうに身体を弄っている。最後は吐き出すモノがなくなっても、鸞に攻められ続けた。

　翌朝動けなくなって恨めしい目で鸞を見ても、機嫌よさそうに笑うだけ。

「気持ちいいことをして言葉がわかるのならいいじゃないか。割り切れ。俺も昨日午後からの予定をすっぽかして怒られたのだ」

「それこそ自業自得だろ」

「何？　誘惑したのはそっちだろう。おまえの身体のことは責任を取るから、こっちはおまえが取れ」

「横暴！」

　いろいろ折り合いを付けて覚悟の上で抱かれる決心をしたのに。しばらくはむくれてやった。鸞はちっとも堪えていないが。










　鸞の言葉は真実をついている。言葉が通じないとどうにもならない。社会勉強の合間に語学の勉強も始めたが難しかった。勝手に日本語に翻訳されて聞こえるから、かえって障りになる。彼らが喋ったあとから口まねをしようとしても、耳に聞こえるのは日本語なのだ。

　弁の提案で取りあえずは文字を習うことにした。

　楽しかったのは、燎が連れて行ってくれた空の散歩だ。空の高みから龍蘭国を見て回る。豊かな大地が広がり、夥おびただしい家畜が草を食んでいている。温暖な気候が作物の生育を早め、家畜類もまるまると太っていた。

　王宮は国土の中心にあって、そこから大きな道路が四方に繋がっている。万一の時の軍用道路だが、普段は庶民が利用してもよい生活道路になっている。周辺国に対して圧倒的に戦争が少なく、それらの費用を国内の施策に利用できるからますます国が豊かになるのだ。

「竜の強さが際立っているから、どの国も正面から攻めては来ないのですね。その分国境付近の小競り合いとか、虚々実々な外交戦があるようですが、ま、そこはよくある話です。過去の覇者といわれた黒竜王たちも、自ら他国へ攻めていったことはないのですよ。ただ降りかかる火の粉を払っていたらそうなったというだけで」

『わたしたちが睨みを利かせているから、奇襲なんてほぼないしね』

「そうだな、ユナたちには本当にいつも感謝しているよ」

　燎がユナの首を叩いてやる。

「前回奇襲をかけられたときは、その国所属の竜が密かにこちらの竜に知らせてきたので、備えることができたのですよ。本来竜にも忠誠心はあるのですけれどね、その国の竜たちはずっと虐しいたげられていたので、忠誠などは遥か昔になくなっていたとか」

「こんな素敵な存在を虐げるなんてあり得ない。僕なら抱き締めて愛してると言ってあげるのに」

『まあ、素敵。でもわたしは燎を選んだから、ゴメンナサイ』

「あらら、ごめんなさい、されちゃったよ。ふられたなあ」

　そんな会話を交しながら、何度か空を飛び回り、そろそろ街中を歩いてみましょうかと提案された。

「だいぶ慣れたと聞きましたが」

「うん、頑張ったから。行ってみたい。市場とかすごい活気なんだろ。どんな品物が売られているのか興味あるんだ」

　はいはいと手を上げたら、いったん微笑んで頷いた燎だが、「その前に」と、トーンダウンする。

「お披露目が終わらないと」

「ああ、お披露目……」

　先延ばしにしてもらっている「お披露目」は、つがいとしての昴の存在を公に知らせる儀式だ。すでに固めの儀式は宮殿内で行ったが、外部へ昴を紹介する儀式が残っている。王家や貴族、神殿や一般国民にその姿を明らかにする。

「特に神殿から強い抗議が来ておりまして」

　燎が困ったように告げてくる。

「神殿かあ」

　竜で王宮に到着したとき、迎えに出ていた白い服の連中だ。王宮のすぐ近くに巨大な神殿があり、普段はそこにいると聞いている。王女と婚姻した竜を祭っている神殿だ。つがいは実はその神殿のトップになるらしい。

　お披露目が終わったらつがいの仕事が始まるが、その一つが神殿での勤務なのだ。といってもほぼお飾りの名誉職らしいが。

「知らない場所で知らない人たちに囲まれて、ぼろが出たらどうしよう」

「もう大丈夫なのではないですか？　向こうが言うことに鷹おう揚ように頷いていれば終わる仕事ですし、それに万一のときは竜を呼べばいい。ユナは喜んで駆けつけるでしょうし、ほかの竜も昴様のファンですよ。気さくに話しかけて、頼みを聞いてあげているそうじゃないですか」

　竜騎士しかその竜の声を聞けないというのは不便だ。例えば仕事で自分の騎士が不在の時は、背中が痒くても我慢するしかない。そのほか、些細な要望も伝えられないからストレスが溜まる。別の竜を経由しても、うまくニュアンスが伝えきれなくて、そんなときに昴がいると重宝すると竜たちは言っているようだ。

『我慢しなくていいのは最高よ』

　ユナが口を挟んできた。竜は我慢が苦手なのだ。自分の竜騎士にいつも側にいてもらって世話をしてもらいたい。でも騎士だから任務で離れるときもある。そんなとき、竜はじりじりと自分の騎士が来るのを待つしかなくて、次第に不機嫌になっていくのだ。

　鸞が洞窟にいる竜とも話せると聞いたときは驚いたが、昴にもそれができた。離れたところの竜と話すのにはコツが必要となる。竜が話しかけてくる低周波を身体が感じたとき、そこにチャンネルを合わせるという感じだ。

　慣れるまでちょっとした訓練が必要だったが、今では自在にできるようになった。

　と同時に、昴は竜たちに小間使い扱いされることになる。あれがいる、これが欲しい、あれを取って、これを運んで、背中を掻いて、首を掻いて等々。あげくには虫歯が痛いなんとかしてまで。

　とはいえ竜の頼みは些細なことが多く、昴が面倒がらずに動いてやったものだから、今では龍蘭国の竜たちは皆昴にめろめろなのだ。

「そうだね。いつまでも引き延ばすわけにはいかないから。今日戻ったら鸞に話してみるよ」










　少し早めに執務を切り上げてきたという鸞と一緒に夕食を食べているとき、昴はそのことを持ち出した。

「そろそろする？　お披露目」

「おまえから振ってくるとは。できそうなのか？　俺は強要するつもりはないぞ」

「たぶんなんとかなるんじゃないかと思って。もしもの時は竜に助けを求めたらいいって燎が言ってくれたから」

「そうか、燎が……」

　頷いたものの眉び宇うの辺りでぴくっと何かがひくついたのを、昴は見落とした。その結果、彼の地雷を踏みまくってしまったのだ。

「うん、今日またユナに乗せてもらって空からあちこち見て回っていたんだけど、そのときに。お披露目が済めば街を歩こうと誘われた。市場にも早く行ってみたいしね」

「ふうん」

　気がなさそうに返事をした鸞は、金のゴブレットをぐっと傾けて酒を飲み干した。

「いつまでも避けているわけにはいかないだろ？　だからちょっと頑張ってみようかと」

　その決心をしたことを褒めてもらえると思ったわけではないが、据わった目で睨まれたのはさすがに予想外だ。

「俺が言ったときは断ったくせに、燎が言うと乗り気になるのか」

「は？」

　まるで責めるような言い方だ。

「しょっちゅう一緒に行動しているし、まさかと思うが燎が気に入ったのか」

「しょっちゅうって言われても、燎は僕がこの世界に少しでも馴染むように連れ出してくれているんだろ？　いろいろ教えてくれる人だから、そりゃ気に入っているよ」

「なんだと！」

　ぐっと身体を乗り出して昴を見据える鸞が何を言いたいのかわからなくて、昴は困惑する。彼は何を怒っているのだろう。どう見ても腹を立てているようだが、理由がわからない。

　鸞に言われたときに断ったのは、あのときはこの世界に来たばかりで何もわからず、無理ということになったのではないか。

　当惑しながら続けた。

「鸞が連れていってくれるなら嬉しいけど、でも忙しいし無理だろ？　黒竜にならないから空も飛べないし」

「……俺が連れていったら嬉しいのか？」

　確かめるように聞かれて、昴はうんと頷いた。燎もいいけど鸞となら我が儘も言える。燎はよくしてくれるけど、やはり遠慮があるからだ。その点鸞なら何をしても平気なのだ。たとえ彼が怒っても全然気にしないでいられる。

　この間由に言われた。

「殿下が恐ろしくはないのですか。圧倒するような覇気をまとっておいででしょう？　普段から接している僕たちでも、緊張はするのですよ」

「いや、全然。鸞が怒っても気にならない。理不尽なことを言われたら言い返すだけだしね」

　そう言うと、由に感心された。が、本当に最初から言いたい放題、やりたい放題を通している。一番最初のときだって、確かに覇気に押されはしたがなんとか踏ん張れた。なんでかなと自分でも不思議だけれど、でもそうなのだ。

「嬉しいよ……っ。あ、つまり遠慮しなくていいから楽って意味だけど」

　言う途中から慌てて修正する。なぜわざわざ修正するのか。鸞がにやにやするとその顔から笑いを剥ぎ取ってやりたいと思うのか。そこはわからないけれど。

「わかった。明日の会議で持ち出そう。お披露目が済んだら、俺が市場に連れて行ってやる。実を言うとあちこちからせっつかれていたんだ。特に神殿が強硬で。おまえが決心してくれたのなら助かる」

　機嫌よく、ゴブレットに酒を注いでいる。さっきの不機嫌はどこに行ったのだろうと思いながら、街に連れて行ってくれるのが燎から鸞に変わったことは、さして気にならない昴だった。ただ王太子が気軽に街を歩いていいのかとそこは首を傾げたが。

　三日目の夜だからと、鸞の閨ねやに誘われる。身体を合わせる行為はだいぶ慣れてきた。いや慣れたどころか、痛みがほとんどなくなって、ひたすら気持ちよく喘がされている。怖いほどだ。いずれ元の世界に帰ったとき、こんなんでやっていけるのだろうかとそれが心配になる。

　あちらの世界に鸞はいないわけで、ほかの人間が今感じているような圧倒的な快楽をくれるのだろうか。鸞以外の相手で満足できなかったらどうしよう。

　腰を抱えられ揺さぶられながら、昴は汗にまみれた男らしい顔をぼうっと見上げていた。自分からも腰を揺らして、一緒に悦楽を貪っている。覚悟を決め開き直ってからの快楽は、本当に痺れるほどだ。

　帰ったらこんな経験ができなくなるんだなあと、ぼんやり考えていたら鸞に気づかれて、奥の奥まで突き込まれた。

「俺としているときに、気を散らすな。許さんぞ」

　鸞は恐ろしく独占欲の強い男だった。うっかり、

「許さんってどうする気？」

　と挑発したら、その後明け方まで啼なかされ続けた。

　鸞の方はベッドから起き上がれなくてぐったりしている昴に満足そうで、手ずから朝食を食べさせたりなどして、いつものように颯爽と出かけていった。

　絶倫の竜王子というあだ名を進呈しようと、恨めしげな眼差しで見送る。

「は？　絶倫の竜王子ですか？」

　思っただけでなく口にもしていたようだ。甲斐甲斐しく世話をしてくれていた由が、びっくりしたように繰り返したので、慌てて取り消す。

「あ、忘れて。つい愚痴っただけだから」

「はあ」

　頷いたものの、由の顔はしばらく赤いままだった。

　手の届くところに水を入れたグラスを置いて由が出て行ったので、一人になった昴は視線だけ動かして窓を見た。

「太陽が黄色く見える」

　セックスしすぎるとそうなると何かで読んだが、今本当に太陽が黄色い。

「挑発するのはよしておこう」

　昴はそう心に誓ったのだった。それにしてもお互いに楽しんだのに、受ける側だけ負担が大きいのは不公平じゃないか。彼ひ我がの体力差を無視してそんなことも思ってみるのだった。










　お披露目の日は、よく晴れていた。今日は竜も全頭が王宮に集まっているので壮観だ。王宮の広場という広場に竜がいる。人間はその合間を縫って移動している状態だ。

　王家の全員、貴族の代表、議員の代表、神殿の代表、さらに民衆の代表も今日ばかりは内宮の庭まで入れることになっているが、あちこちに竜がいるので目が行き届き、さすがに今日ばかりは不埒な企みをする者はいないようだ。

　昴と鸞はまず、王族と貴族が集まった広間に向かう。そこで挨拶して神殿を周り、議会に出向いて議員たちの前で昴が紹介される。そして最後に、広い庭に張り出しているバルコニーに立って、民衆に挨拶をするのだ。

「なんかさあ、結婚式みたいだね。元の世界で、王室のロイヤルウェディングをテレビで見たことあるけど、教会で式を挙げたあと、バルコニーで挨拶していたよ」

　すごい群衆が集まっていたけどねと、襟許の硬いボタンを留めてもらいながら昴が話す。今日ばかりは琳と由がせっせと衣装を着せてくれるのに任せていた。準備のできた鸞が様子を見に来ている。

　窓からは、内宮の庭に向かう民衆の列が長々と続いているのが見えていた。最終的に何人になるのか、数えるのも恐ろしい。

　お披露目用の衣装も純白だ。誓いの儀式のときとは違って宝石を縫いつけたりというような派手さはないが、その分生地自体に銀糸が織り込まれ、身動きしただけで光を弾いてそれだけでも豪華だ。この衣装も早くから準備されていたと聞いた。どれだけつがいが待たれていたかがよくわかる。

　それをごまかそうとしているのだ、自分たちは。罪悪感が湧いてくるが、それにも増して、異世界から人を召喚してまでつがいを排除しようと企んだ、彼の兄への憤りがふつふつと込み上げた。本人はこの群衆を見て何も思わないのだろうか。皆が待ちわびているのに。

　刻々と緊張の時間が近づいているので、昴としては少しでも意識を逸らしたい。がちがちに硬くなった自分がどんな失敗をするか、考えたくないからだ。

「ではバルコニーで固めのキスをするか？　そうだな、その方が皆忘れられないお披露目式になってよいかもしれない」

　ふむと本気でやってしまいそうな鸞に、慌てて首を振る。

「やめろって。そんなことしたら阿鼻叫喚あびきょうかんだぞ。つがいは別に伴侶ではないんだろ」

「伴侶のつがいもいたってことだ。当人の気持ち次第だな」

「とにかく、なしなし。僕はヘテロだからさ」

「そのわりにはいい声で啼くが」

「ちょ……っ。こんなところで何を言い出すんだよ！」

　慌てて口を塞ごうと手を伸ばしかけたら、「動いてはなりません！」と琳に叱責された。

「はいっ」

　ぴきっと背筋を伸ばして固まる。鸞がくっくっと笑っている。

「もうほんとに」

　ぷりぷりしてみせたが、おかげで強張っていた身体から余計な力が抜けていったようだ。まだ完全にリラックスはできないが、少なくとも右手と右足を一緒に出すような、無様なことにはならないだろう。

「できました」

　ふうっとため息をついて、琳が屈めていた腰を伸ばした。ウエストで結ぶ帯を芸術的に仕上げるのに力を尽くしていたのだ。サッシュになっていて、下手な結び方をしたらだらりと垂れてみっともなく見えてしまう。

　昴の方もやれやれと腰を下ろした。長時間立ちっぱなしだったので、脚が痛い。脹ふくら脛はぎを揉んでいると、昴の周囲を注意深く見ていた鸞が声をかける。

「昴、立ってみろ」

「ええ、また？」

「いいから。全体の確認だ」

　しぶしぶ立ち上がる。こっちを向けだのあっちを向けだのさんざん言われたあげく、「まあいいだろ」という感想。それっぽっち？　と思わず抗議の目を向ける。だって本当に素晴らしい衣装なんだ。職人が精魂込めて織り上げたのがわかるというか。僕だって惚れ込んだのに。

　いいけどさ。

　無意識に、唇が前に突き出していた。その唇を鸞が指でひょいと摘まむ。

「なんすんら」

　唇を摘ままれているからまともな言葉にならない。なんとかこの男に素晴らしいと言わせたいものだが、きっとまともには褒めてくれないだろうと予想がつくから諦めた。

「殿下、お戯れもほどほどに。式が始まる前に皺だらけになってしまいます」

　琳にぴしりと注意されて鸞は肩を竦めた。

「おお、こわ。心配しなくても、そろそろ時間だ。さ、昴、行くぞ」

　昴が腕を差し出してきたので、それに手を添えた。またもや、結婚式みたいだと思う。
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　最初に王族と貴族が待ち受ける広間に向かった。そこで国王に会い、王妃や兄王子、妹姫にも挨拶する。大歓迎されたので後ろめたい。もちろんそんな顔をするわけにはいかない、というか動揺しかけたら鸞に素早く腕を抓つねられて我に返った。

　この辺りの礼儀は弁にさんざん叩き込まれているので、少しくらいの動揺はなんとかごまかせた。ただ、顔を上げるとき、兄王子をちらりと見たくらいは許してほしい。

　鸞を邪魔に思っている人という印象しかなかったが、当人は鸞とは違う魅力を持った優雅な貴公子だった。鸞は黒髪黒瞳で顔も彫りが深くまさに黒竜の印象だが。兄王子の漣は金髪碧眼、甘い微笑みの持ち主だ。すらりとした体躯に、式典用の正装がよく似合っている。

　鸞の言うような悪巧みをする人にはとても見えない。

　王族と貴族への顔見せが終わると、次は神殿だ。白い衣装の神官たちが神殿の前に居並んでいる。副神殿長という年配の男が恭しく頭を垂れ、全員がそれに倣った。それで終わるはずだったのに、後ろの補佐につつかれた副神殿長が、「恐れながら」と顔を上げる。

　白髪頭に白い髭、さらに白くて太い垂れ下がった眉をしていた。好こう好こう爺や然とした風貌なのだが、ちらちらとよく動く目が油断ならない狡猾さを感じさせる。

　打ち合わせにないことだったのか、鸞を始め居合わせた者の間に緊張が走った。

「つがい様のお印を拝見させていただけますでしょうか」

「どういうことだ。昴がここに来た初日に確認したのではないか」

「さようでございますが、昴様が外とつ国からおいでになったことを不審に思う者がおりまして、この場でお見せいただきたいとお願いする次第です」

　予定外のことに昴は狼狽する。自分を偽物と見破った者がいるってこと？

　震えそうな身体を、鸞がぐっと支えた。そうだ、鸞がいるんだった。そう思うとすっと怯えが消えていく。

　鸞の身体から威圧感が迸ほとばしっていた。黒竜の威厳だ。周囲の者たちの顔色が次第に悪くなっていくのは、彼の放つ気に圧倒されているのだろう。まだ儀式の途中なのでかろうじて立っているが、少しでもつつけば全員その場にへたり込みそうだ。

　そんな中で昴は、さほど影響されないでその場にいた。当の鸞に支えられているのもあるが、彼の威圧が昴のためだとわかっていることもあるのだろう。むしろ、自分を守ろうとしてくれる鸞を、頼もしく感じている。

　それにしても、神殿でこんな逆さかねじを食うとは予期していなかった。

　昴の出自は単に外つ国というふうに公表されている。うっかりどこかの国と決めるよりは曖昧にしておいた方がいいという判断だ。調査されてそんな者はいないと言われたら困る。

「疑うなら勝手にしろだな。どうあっても昴の出身を探ることはできないから突っ込まれることもない。連れてきたのは兄の術者だから、これまた何も言えないし」

　と鸞は笑っていたのに、肝心の神殿でこんなことになるとは。

「いいよ、鸞。見せようよ。それで収まるなら」

　頼もしい鸞が側にいるから、昴もそう言える。もし何かあっても、彼がなんとかしてくれると信じているからだ。すべてを統すべる黒竜の彼が。

「昴……」

　鸞が不機嫌な顔のまま昴を見下ろす。一目見ただけで逃げ出してしまいそうな迫力のある怖い顔だ。でも昴は気にならなかった。「どうどう、落ち着いて」と茶化すように鸞の腕を軽く叩いていなし、袖口の真珠のボタンを外した。するすると袖を引き上げて、二の腕が皆に見えるようにする。

　竜の痣がくっきりと浮き出していたそれを露あらわにした途端、離れた場所に集結していた竜たちが一斉に咆ほう哮こうを上げるのがここまで聞こえてきた。何事だと凄まじい音量に全員が肝を潰す。そこへ竜騎士が伝令として駆けてきて、竜の抗議を伝えた。

「これ以上疑義を唱えることは許さないと、どの竜も言っています。全頭の総意です」

　さすがにこれは予想外だ。肝を潰した副神殿長が早々にひれ伏して謝罪し始め、ほかの高位の神官たちもそれに倣った。副神官長をつついた男も蒼白になっている。

　昴は袖を下ろしながら有り難いなあと思った。竜たちは情が深く、親しくなった昴だからこそ、本物のつがいかどうかに関係なく擁護してくれたのだ。

　竜の加護があるということは、その場に居合わせた者たちから伝でん播ぱしていき、のちに昴の伝説の一つになった。

　神殿をあとにして議場に向かいながら、昴は小声で鸞に苦情を言う。

「問題は起こらないって言ってたじゃないか。肝を冷やしたよ」

「すまない。俺も兄があんな手に出てくるとは思わなかった。ちなみに副神殿長をつついた補佐をしている男は、兄と通じている。次の副神殿長を狙っている野心家だ」

「もう、もっと気をつけてよ」

「だから、すまん。でも竜の後ろ盾があると皆に知らせることができてよかったじゃないか。これで兄も迂闊に手を出してこられない」

「それは、ね。竜たちって、優しいね」

「俺も竜だぞ。優しいぞ」

　鸞がそこまで言ったとき、後ろでぷっと噴き出す声が聞こえた。慌てて空咳をしてごまかしていたが、今のやりとりが聞こえたのだろう。ちらりと視線をやると、弁が片目を瞑つむってウインクしてきた。そんなことをしそうにない人なので唖然として、でも昴もおかしくなった。

　先の紛争以来黒竜であることを負担に感じていた鸞が、こんな軽口を言えるくらい自分が黒竜であることを受け入れている。鸞の家庭教師も務めた弁が喜んでいるのが伝わってきた。

　議場に着くと、今の出来事はすでに伝わっていて、黒竜とつがい様に全員が忠誠を誓って終わった。

　いよいよ最後が民衆へのお披露目だ。どきどきしながら、鸞と一緒にバルコニーに立つ。

　人前にしかもこんな大群衆の前に立つと思うと脚が竦んだ。すぐ近くに鸞がいてくれなければ乗り切れなかっただろう。熱量の高い長身が、ともすると緊張で冷たくなりそうな身体に温ぬくみをくれたので、最後まで破綻させることなくやり切れた。

　それにしても昴が姿を見せたときのあのどよめきはどうだろう。口々に「つがい様」と叫んでいる声が一つになり、宮殿の一つくらい倒しそうな凄まじい迫力だ。

「これ皆、鸞への期待なんだね」

　そう囁くと、傍らに立っていた鸞は驚いた顔で振り向いた。

「おまえへの声援だろう」

「違うよ。これで鸞の力が安定するって、皆思ったからこその歓声だろ。だから鸞への期待の表れなんだよ」

　本当にそう思ったから言ったのだが、鸞は感極まった顔でいきなり昴を抱き締めてきた。

「おまえは全く。天然なのかそれは。俺を翻弄して」

「ちょ……っ、待って！　ここ、バルコニーだって。皆が見てるよ」

　焦って肩を押して離れようとしたが、鸞の瞳は黒い炎でらんらんと燃え盛っている。しかもバルコニー下からは、きゃーっという嬉しげな悲鳴と共に「素敵」だの「お幸せに」なんて台詞も聞こえてくる。

　結婚式じゃないんだからと、昴一人じたばたと足掻いていた。

　さすがにその場でキスをするのは控えてくれたが、中に引っ込むと同時に掻き抱かれて口づけられた。

「や、待て、待てってば、鸞！」

　何度も押し当てられるその間に、切れ切れに抗議の声を上げるが、聞いちゃいない。自分が満足するまでキスを続けてようやく放してくれた。

「何すんだよ、鸞！　皆があっけに取られているじゃないか。いい加減にしろよ！」

　怒鳴りつけると、ここまで一緒に移動してきた高官たちが目を丸くする。

「昴様、その、少し声を抑えられた方が。公衆の面前ですし」

　王太子が怒鳴られている図が居たたまれないのか、弁がそっと忠告してくる。昴はそれにもつけつけと言い返した。

「それ、この男に言ってやってよ！　公衆の面前で抱き締められて、キスまでされて、僕は恥ずかしいよ。弁、あなた家庭教師だったんだろ。ちゃんと教育しといてくれなきゃ！」

「それは、申し訳ないことで……」

　さすがにたじたじとなった弁が謝ってきて、昴ははっと我に返った。近くにいたのは鸞と弁で、ほかの高官たちは少し遠巻きにしている。でも結構大きい声だったから聞こえたはずだ。皆一様に驚いた顔をしていた。

「あ、ごめんなさい、お騒がせして。でもいけないのは鸞だから。公の場ですることじゃないでしょう？　ね、皆さんもそう思いますよね」

　白髪頭の高官に訴えると、彼は狼狽して周囲に助けを求め、そのあとで唾を飲み込んでこくこくと頷いた。

「誠にその通りでございます。さすがにつがい様。黒竜を膝下に従えておられる。めでたいことですな」

　そうだ、その通りという返事があちこちから返ってきて昴は満足し、鸞が「あとで覚えてろよ」と囁いてきたのを無視することができた。

　ともあれ、これでお披露目の儀式は終わった。あとは無礼講で、用意されたたくさんの食べ物や飲み物が振る舞われ、王宮は明け方まで賑やかに言こと祝ほぐ人々で溢れた。

　鸞を怒鳴りつけた昴の武勇もすぐに外に広がっていき、伝説がまた一つ増えた。

　昴はたらふく飲んで食べて、ぱんぱんになったおなかを押さえながら、噴水の側に座っている。噴水の水に手を浸すと気持ちよかった。

「少し飲み過ぎたかな」

「どうぞ、お水を」

　背後から差し出されて、給仕の一人かと思い、遠慮なく受け取ってごくごくと飲んだ。ふうっと自然にため息が漏れる。「ありがとう」と振り返ったらそこにいたのは鸞の兄、漣だった。

「わっ、すみません。失礼しました」

　慌てて飛び上がり、ぺこりと頭を下げる。慌てていたので手にしたグラスを落としそうになった。

「おっと」

　と焦っている間に、漣の横にいた武官らしい男が、素早く身を屈めて受け取ってくれる。さすがというか、なんとも素晴らしい反射神経だ。

　グラスを昴に手渡し会釈して数歩後ろに下がるところを見ると、どうやら漣王子のおつきらしい。護衛も兼ねているのか、鋭い眼差しを向けられると睨まれているようでちょっと怖い。

「もう一杯いかが？　つがい殿」

　王子に声をかけられて、慌てて注意を戻す。

「や、その……、けっこうです」

　王子様に水を汲んでこさせるなんて失礼すぎて、とてもできない。しかも漣は自分が偽物だということを知っていて、鸞を追い落とそうと虎こ視し眈たん々たんと狙っていて、そのためにはつがいを排除するのが当然と思っているはずで……。

　昴が聞いていたのはそういうことだ。でも目の前にいるこの人は、そんなことをしそうにない優しげな笑みを浮かべている。

　しかも水を断ると悲しそうな顔をしたのだ。どうしていいかわからない。

「もう少し君と話す口実が欲しくて。でも、そうだね。私のことはいろいろ聞いているようだから、話したくもないかもしれないね」

「……そんなこともないことはないのですが」

「ないことはない……。話してもいいということ？」

「それもどうかと……」

　もごもごと言い訳を考えていたら、ふっと漣が笑った。

「迷っているなら、話そう。大丈夫、周囲に大勢いるから何もできないし」

　そっと腕を引かれて噴水の脇に腰を下ろした。離れたところに護衛が立つのも、当然なのかもしれないが、やはり落ち着かない。この人は自分と話して何がしたいのだろう。

「今夜は月が綺麗だね」

　言葉につられて空を見上げたら、確かに皓こう々こうと光る満月が中天にかかっていた。

「気がつかなかった。満月なんですね」

「儀式が続いたから、空に注意を向けることなどできなかったのだろう？」

　優しい顔の漣は、言葉も優しい。昴の正体を知っているはずなのに、丁寧な言葉遣いを崩さなかった。

「はあ、そうでしょうね。でもあなたは気がついた」

「暇なもので。鸞から聞いただろ。私は王太子を下ろされた人間なので、仕事らしい仕事はないのだ。だから花や木、周りの自然とよく会話をしている」

　仕事がない、そんなものかな。昴は首を傾げる。日本の皇室の方々は、慰問したり国際会議に出席したり、あるいは災害に遭った人たちを励ましたりしてかなり忙しくしておられたと思うのだが、ここでは違うのだろうか。

「暇なら自分で仕事を探したらどうですか」

「は!?」

　思ったままを言ったら、漣が目を見開いた。戸惑っている。見当違いのことを言ったかなと不安だったが、もう言ってしまったのだからと続けた。

「や、その、いい年をして一日ぶらぶらしているのが辛いと、そういう意味でしょう？　だったら何かできることを探して、やってみたらいいんじゃないかと思って」

「いい年をして、一日ぶらぶら……」

　茫然と繰り返す漣は、思いもしないことを言われたという顔をしている。

「……あの、違うんですか？　えっと、僕は別、いえ外つ国からやってきたので、この国の常識はわかりませんから、間違っていたらゴメンナサイ」

　別世界から来たとは言わず外つ国と言い換えたのは、どこで誰が聞いているかわからないからだ。本当はなぜ僕を引き込んだのかと問い質したいのだが。あまり話すとぼろが出そうだ。

「向こうで呼ばれているようなので」

　という口実で、昴はそそくさとその場をあとにした。漣が引き留めようとしたが、「知らない振り知らない振り」と呟いて足早に去る。それでも気になって、ちらりと背後を見たときには、漣の側に護衛が歩み寄って何か声をかけていた。あれなら大丈夫だろ。

　宮殿内が人でいっぱいだったから庭に逃れていたのだが、こんな場合は大勢の中に隠れた方がいいだろう。大きく左右に開かれた出入り口から中に入ろうとして、肩をぽんと叩かれた。びっくりして飛び上がり、おそるおそる視線を向けて燎だとわかるとほっと胸を撫で下ろした。

「聞いてましたよ。痛快でした。漣王子、ぐうの音も出ませんでしたね」

　クスクス笑っている。それも許されれば爆笑したい雰囲気の、抑えたクスクス笑いだ。

「や、そんなつもりじゃなかったけど」

　何がおかしいのかよくわからない。自分が言ったことがそんなに笑えることだっただろうか。

「近くにいたなら助けてくれたらよかったのに。どうしようかと困ってたんだからさ」

　燎に文句を言うと、しらっと答える。

「目立たないように守れと言われていましたからね。あの方が何かしようとしたらもちろん出て行くつもりでしたが、その前に昴様がやっつけてしまわれたので」

「やっつけてないって。何を勘違いしているんだ。僕は逃げ出したんだって、見ていたらわかるだろ」

「いえいえその前に、非常に愉快な場面を見せていただきましたよ。鸞様もこれを話したらたいそうお笑いになるでしょう」

　その通りになった。鸞の部屋で、無事にお披露目が終わった慰労会をしているとき、燎がその話を暴露したのだ。鸞は腹を抱えて笑い、弁も噴き出し、琳と由もつられたように笑う。

「もうみんな、なんでそんなにおかしいのか、笑いのツボを教えてくれてもいいだろ。僕には何がおかしいのかさっぱりわからないよ」

　拗ねて膨れると、ようやく鸞が笑いすぎて滲んだ涙を拭って話してくれた。

「王族に対して仕事をしろと言ったのは、おそらくおまえが始めてだからだ。そんなことを言えば、普通は不敬罪だ」

「不敬罪？　たったそれだけで？　王様ってそんなに偉いんだ」

「おまえの国ではどうか知らないが、こちらでは王が政治の全権を握る。その王に近ければ近いほど尊貴ということになる。今は父王が一番、俺が二番、そして兄が三番ということになる。兄にとっては許せないことなのだろうな、三番という序列が。その偉い三番目に対して仕事をしろと言ったのだから、兄が茫然としたのはわかる気がする」

　鸞がぽいと豆菓子を放り込みながら頷いた。

「普段から鸞様にもぽんぽん言っておられますから、昴様は勇者ですよ」

　由が口を挟み、昴は反発した。

「え～～、言ってないよ。言ってないだろ……？」

　生温い目で見られて、昴は口には気をつけようと思った。

「チャックだ、チャック」

　自らに言い聞かせるように呟いて唇にチャックする仕草をしたら、弁が興味津々で尋ねてきた。

「チャックってなんですか」

「チャックというのは……」

　言いかけてはたと困る。こうした瞬間は結構あって、言葉はちゃんと翻訳されているのだが概念がないから理解できないことがあるのだ。今回はチャックだったが、スマホや電子レンジ、トースター、掃除機、エアコン等々。普通に昴が言葉にするたびに問い詰められた。ときには鸞の方から、

「それは以後口外禁止だ」

　と言われた内容もある。厳しい表情で門外不出を言い渡されたのは、武器に関することが多い。まだ銃器類が発達していないので、そういうのは知識として広めたくないと言われた。昴も同感だ。もっともこの仲間以外のところでこういう話をすることはないのだが。

　弁は昴が話したことを自分なりに咀嚼そしゃくして、大学校で関連する部署に例題として考えさせているようだ。昴としては向こうの知識をこの国に導入してもいいのだろうかと心配だが、その辺りは弁もそして鸞も考えているだろうと自分の心を宥めている。










　お披露目が終わり、昴は街の市場に連れて行ってもらうのを楽しみにしていたが、鸞の都合がなかなかつかない。燎と行くからと告げたら駄目だと言われるし、じりじりしながら待っていた。

　もちろんその間も遊んでいたわけではない。弁による講義は今では午前中だけになり、午後からは神殿での執務が入ることになった。神殿での昴の位階はトップの神殿長だ。

「はあ!?　神殿長はちゃんといたじゃないか」

　と言えば、即座に弁に訂正される。

「トップに就任するとご説明しましたよ。それに式のときに、あれは副神殿長だと紹介されたはずです」

「知らないよ、覚えてないって。あんなばたばたのときに」

「つがい様が現われないときは、神殿長の地位は空席です。従って、神官たちのトップは副神殿長になります。ま、神殿長は名誉職ですから……」

　つまり黒竜は王族だが、つがいはどの身分で生まれてくるかわからない。なので、身分上の釣り合いを取るために、神殿長になるということらしい。あ、いいな、そういうの。がちがちの身分制じゃないってことだから。

「だったら神殿長はお飾りでいいんだね」

　ほっとして言ったら、弁が意味深に首を振る。

「神殿は伝統的に王家と勢力争いをしているところですから。今回のつがい様が黒竜を膝下に従える方と聞いて、欣喜雀躍きんきじゃくやくしたそうです。最大限利用しようと手ぐすねを引いて待っていますから、お覚悟を」

　弁がおかしそうに告げた。

「ナニソレ。従えてなんかいないよ。逆に下になっているというか、あわわ……」

　自分がまずいことを言いかけたのに気がついてもごもごとごまかし、

「勢力争いに巻き込まれるなんてごめんだからね」

　と強調する。

「それをこちらからもお願いしようと思っていたところです。神殿と王家が敵対するなんて馬鹿なことにならないよう、言動にはご注意を。わたしか燎が付き添うつもりでいますが、けっして簡単に『うん』と言わないようにお願いします」

　きっちり念を押されて、大きなため息が漏れる。

「もう帰りたいよ」

　わざとべそべそと泣き真似をすると、弁が申し訳なさそうに微笑んだ。

「申し訳ありません。ただわたしたちは、あなたがこの世界へ来てくださったことを僥倖ぎょうこうと受け止めています。あなた以外の方でしたらどうなっていたか。あなたからすれば不本意でしょうけれど……」

「僥倖って、ほんとに？　僕はつがいじゃないのに、そんなふうに思ってくれるんだ」

「ええ、本物のつがい様でも、これほど鸞様を癒やしたり、我々の役に立ってくださることはなかったんじゃないかと思っています」

　真摯な表情で言われると期待されて嬉しいと感じる。もう少し頑張ってみようかなと思ってしまうのだ。

　向こうの世界での自分は、山が好きだったごく普通の大学生に過ぎない。それがここではつがい様と崇められ、どこへ行っても注目される。重要人物と錯覚しそうで、それが心地よくて、

「中毒になりそうだな」

　ぼやいて頬をパンと叩いた。自分は自分だ。思い上がらないように気をつけよう。

「よし、まずは今日を乗り切ること。ということで、いざ、神殿に出発！」

　気合いを入れて歩き出す。

「もう一つ。組織の常として、神殿内部にもいろいろ勢力争いがあるようです。副神殿長は皆が目指すトップですから、特別に熾烈な争いになるとか」

「そりゃ、あるだろうね。王様になるために親子兄弟で争うっていうんだもの。大なり小なり世界はそんなことばかりだよ」

　悟ったように昴は言ったが、その中に自分が巻き込まれるのだという自覚はまだない。弁にしてもそれはわかっていたようだが、まだ言わなくてよいと考えたのか、それ以上は言及しなかった。

　まさか登庁初日から騒ぎが勃発するなんて、誰も考えなかったのだ。

　公式の移動になるので、弁だけでなく王宮から近衛や侍従などが大勢付き従う。神殿前まで列を作っていき、大扉の前で出迎えの神官たちに昴を引き渡すのだ。

「引き渡すという言い方では少しアレなのですが、まあそういうことです」

　つがいの警護は、神殿の前までは王宮側、神殿に入ると神官側と決まっている。これは過去につがいが狙われることがあり、互いに責任を押しつけ合った苦い経験から、責任の所在をはっきりさせるためにそう決まったのだ。

　狙われたと聞くとぞっとする。

「あんまり怖いこと言わないでよ」

　耳打ちされて、昴はへたりと眉を下げる。誰だって、自分の命が狙われているなんて聞きたくない。

　付き添いの弁が神殿内に入れる入れないで少し揉め、「だったら帰る」と引き返そうとした昴の態度で神殿側が折れた。

　エントランスというのか、出入り口の巨大な柱の間を抜けながら、弁が忍び笑いをしている。

「なんだよ」

　と小声で聞いたら、

「ここでも昴様が最強かと」

　笑みを含んだ言葉が返ってきた。

「だって困るよ。弁を返されたら、僕はどうすればいいんだ？　これでも必死なんだからね」

「そう見えないところが、昴様の強みかもしれませんね」

「見えない？」

「はい。あなたの言葉は、美しい神の御仕えが、神々しい託たく宣せんを下しているように聞こえます。綺麗なお顔は得ですね」

　あまりな言葉に、何もないところで危うくつんのめるところだった。神々しいってなんだよ、美しいって、綺麗ってなんだよとぶつぶつぼやきながら、案内役の年配の神官に導かれて進む。昴と弁を囲むように十人ほどの神官がついていた。警護の者らしく皆屈強な身体つきだ。

　神殿は入ってすぐが大聖堂で、正面には巨大な竜の立像が祭られている。大理石で造られたそれが、王女を助けた竜らしい。この大聖堂は、常に入り口が開け放されていて、誰でも入れるようになっていた。

「誰でも入れるなら、不穏分子も入れるってことだよね」

　ひそっと弁に尋ねると、視線であちこちに立っている銅像を示された。

「え？」

　思わず目を疑う。あまりに動かないから銅像かと思ったそれらは、武装した兵だったのだ。神官たちの中で武術を修行した者が任務に就いていると聞いた。今昴の護衛についている神官もそうだ。

「祈りの場に無粋ですが、必要なので。ただ、お参りに来る普通の人間は気づかないようです」

「そりゃ、ぴくりともしないんだもの。すごいね、仕事とはいえ」

　すぐ近くを通り過ぎても、気配を感じない。まさに黒子に徹しているというか。言われて注意深く見れば大聖堂だけでなく、神殿のあちこちに配置されている彼らに気がついた。神殿は大勢の自前の兵を抱えているわけだ。

　昔の日本にも僧兵がいたけど、そんな感じかなあと考えながら大聖堂を横切って、脇のドアから外に出た。そこは庭園に繋がっていて、庭園の端までは同じく自由に出入りできるスペース、その向こうは背の高い生け垣で仕切られて行けないようになっている。

　生け垣の向こうに神殿に奉仕する者たちの宿舎、管理棟、修行場等が連なっているからだ。生け垣を掻き分けたら簡単に入り込めると思ったら、中に鉄格子の柵が組んであった。

「簡単には忍び込めないのか」

「ええ。備えあれば憂いなしと神殿の者たちは言っていますが、万一王宮と事を構えても、十分に防御できるようにでしょうね」

「なるほどねえ」

　その生け垣には門があり、近づくと門番がいて恭しく扉を開けてくれた。

　石畳が広がり、その先に石造りの建物が続いている。管理棟らしいどっしりした建物の前に、副神殿長ら、高位の神官たちが出迎えていた。昴が近づくと、全員が膝を折り頭を垂れて歓迎の意を表す。

「つがい様には神殿長ご就任、誠におめでとうございます」

　副神殿長が歓迎の言葉を述べた。途中並んでいる高位の神官たちの紹介を挟みながら、挨拶が長々と続く。

　退屈だったので聞いているふりをして、集まった神官たちを眺める。その中で昴は、副神殿長の補佐だという神官に目を留めた。つがいの印を見せろと副神殿長をつついていた男だ。兄王子側の人間だったな。中年の目つきの鋭い男だ。

　ついじっと見ていたら、相手がそわそわし出した。居たたまれない素振りを見せる。まるでこの場から逃げたいと思っているようだ。

　ふうん、意外に小心者なんだ。だったら野心なんか持たなければいいのに。と思っていたら、副神殿長の顔が間近にあった。おわっと仰け反って後退る。何度か呼びかけて返事がないので、顔を覗き込んできたらしい。

「つがい様？」

「あ、ごめん。でなんだったっけ」

　こんな時は取り繕うより率直に聞いた方がいい。

「いつこちらに居を移していただけるかとお伺いしたのですが」

「は？　居を移す？　移すって、僕にここに住めと言ってる？」

「はい。神殿長に就任されたのですから、こちらに住まわれるのは当然かと。すでにお部屋も用意しました。ご希望の家具調度がありましたら、どこからでも取り寄せますが」

　全く予想していなかったことなので狼狽した昴は、焦って弁を振り返った。弁が何か言おうとしたとき、副神殿長は急に居丈高になって「控えよ！」ときつく睨めつける。

「つがい様のお供は許したが、そなたはここでは部外者であり卑ひ賎せんの者だ。口をきくことはならぬ」

「失礼いたしました」

　弁が引き下がった。弁は大学校では教授を務めているが、貴族階級ではなく正式な身分は庶民に近い。学識経験の豊かさで鸞の家庭教師を務め、宮殿への出入りを許されているに過ぎないから、副神殿長に黙るように言われたら黙るしかないのだ。

　弁の助言がもらえなくて困ったというより先に、昴は弁を卑賎と見下した副神殿長にむかついた。無意識に背筋を伸ばし、副神殿長を見る。

「副神殿長」

「どうか寛カンとお呼びください」

「寛？」

「はい」

「ふうん。『寛』って僕の国の言葉では『寛容』を表すとてもいい名前だけど、あなたにはそぐわないね。僕の大切な友人を貶めた人を『寛』とは呼びたくないし、そんな人のいるところに住みたいとは思わない」

　つけつけと言って不機嫌顔でぷいと顔を背けてやった。

「つ、つがい様……」

　副神殿長が狼狽して取りすがろうとする、のを寸前に避けて、昴は彼を睨み据えた。

「あなたの言葉を借りれば、僕はここの神殿長で、あなたより地位が上だ。だから命じるよ。黙れ、僕が許すまで口を開いてはならない」

「そ、そんな」

「黙れと言った」

　しんと辺りが静まりかえる。副神殿長は赤くなったり青くなったりして、憤りで身体を震わせていた。自分が弁にしたことをやり返えされているのだから同情はしないが、最終的に蒼白な顔になり睨まれたときは、やり過ぎたかと首を竦める。

　そのときだ。どこからともなく歓声が沸いて、辺りは一気に喧噪に包まれた。

「つがい様、万歳」「つがい様、よくぞ言ってくださった」「つがい様、つがい様」

　賞賛の嵐だ。なんで？　と周りを見ると、皆感激の面持ちで、にこにこしているではないか。副神殿長が真っ赤になって咎めようとしているが、昴から「黙れ」と言われているので口が開けない。副神殿長の側にいた補佐がなんとか騒ぎを静めようと奮闘していたが、皆聞いちゃいなかった。

　その二人を押し退けるようにてんでに前に出てきて昴を取り囲み、口々に副神殿長の横暴を訴えてくる。袖の下を取り、俸給を様々な理由をつけてピンハネし、食事は最低限、修行しろと皆には言うが自分は贅沢し放題でふんぞり返っている。なんの罪もないのに懲罰房に入れたり、それを脅しに使って無理やり人を従える等々。

　よくもまあそんなことばかりと思うほど。

「ちょっ……、これ。弁、どうしたらいいんだ？　なんとかして。困るよ」

「まずは副神殿長と補佐を逃さないように。ほら、こそこそと逃げていく」

「あ、本当だ。みんな、副神殿長を捕まえて」

　わっと道が開け、すぐに副神殿長と補佐が連れてこられた。

　そこへ、騒ぎを聞きつけて神官兵もばたばたと駆けつけてきた。昴の前に副神官長が引き据えられているのを見て、対処に困っているようだ。

「神官兵の隊長を呼んでください」

　弁が耳元で囁く。呼ばれた隊長が、持ち場から走ってきた。でっぷり太った男だ。ゆっさゆっさと身体を揺らしてやってくるところは笑えるが、畏かしこまった隊長に、副神官長の不正の捜査をすると言うと、驚いて制止してきた。

「副神殿長がそんなことをなさるはずがありません」

　大まじめに否定して弁護する。周囲から「隊長は副神殿長の犬だから」「一緒に甘い汁を吸っていた」と告発の言葉が次々に振ってくる。この際だからすべてぶちまけようという勢いだ。

　隊長がその場で固まった。

「弁、この人は駄目そうだ。どうする？」

「……誰がいいか皆に聞いてください」

　弁が言うより昴が言う方が効果があるので、口移しに言われた言葉を繰り返した。

「誰ならいい？　皆の推薦は？」

　昴が問うと、三番隊隊長とか四番隊隊長という声が返ってくる。一番や二番ではないのだとおかしくなった。地位が上がるとそれを守るために、上に擦り寄るようになってしまうのかもしれない。

　まさか初登庁でこんな騒ぎになるとは。神殿内部は長い間に淀んで、神官らしくない組織に変貌していたらしい。たまたま昴が副神殿長に「黙れ」と言い、口を封じたことで、皆が副神殿長の告発をする気になったようだ。

　初登庁でなんのしがらみもなく、しかもこれまでトップだった男を抑えられる存在。抑圧されていた皆の救いを求める気持ちが、一気に膨れ上がり弾けたのも無理はない。

　三番隊隊長と四番隊隊長を、仮の隊長、副隊長に任命し、副神殿長代理と補佐の代役も皆の推薦で決めた。

「僕は中のことはまだわからないので、今任命した四人に差し当たりは任せます。この際膿うみは出してしまいましょう。不当な扱いを受けた人、受けている人を知っている人は今の四人に伝えてください。皆で真摯な信仰の場を取り戻しましょう」

　そんな訓話を残して、昴は執務室だという部屋に逃れた。善後策を考えるからと弁と二人にしてもらう。扉を閉ざしてようやく昴は、手近の椅子にへたへたと座り込んだ。

「いったいどうなってんの。あれよあれよという間にこんなことになっちゃって。これって僕の責任？　僕が悪かったのかな？　これからどうしたらいいんだよ～～」

　思わず泣きが入った。昴は副神殿長の弁への侮った態度が気に入らなかったから「黙れ」と言っただけだ。弁は苦笑しながら部屋を見て回り、茶器を見つけるとお茶の支度を始める。

「ひとまず落ち着きましょう。騒ぎはわたしにも意外でしたが、ほんの少しの刺激でここまで暴発するほど限界に来ていたのだと思います」

「だよねえ、僕は悪くない。絶対に悪くないはずだ」

　淹れてもらったお茶を有り難く啜りながら、昴はぶつぶつと呟いた。

「悪くはありませんが、でも騒ぎの責任は取らなくてはいけません。ここが落ち着くまで王宮には帰れないものと」

「ええ～～！　嫌だよ、ここ」

　反射的に叫んだら、弁が意味深な眼差しを向けてきた。

「鸞様がおられないからですか？」

「え!?　ち、違うって。そりゃ側にいてくれたら頼もしいけど、そんなんじゃなくて、……そうだ、市場に連れて行ってもらう約束がまだ果たされていないから、だから……」

「そうですか」

　弁は昴の言葉を否定せずに頷いた。しかしそのあとでぽつりと小さな声で言ったのだ。照れておられる、可愛らしい方だと。

　反論したくて何を反論していいかわからなくて、昴はううっと呻いた。やけになってお茶をかぷっと飲んだら、まだ熱かった。

「うわっと、あつっあつっ」

「大丈夫ですか」

　慌てたように弁が水を差し出してくる。それをごくごくと飲んでなんとか落ち着いた。

「王宮に使いを出さないといけませんね。鸞様もいずれは神殿の特権にメスを入れるお考えでしたが、今回はいきなりでしたから準備不足で。わたしもこの後始末、どこまでやればいいのか。はあ……」

　さすがの弁も困惑しているようだ。

「どこまで、とは？」

「副神殿長の悪事をとことん追及するか、どこかで線引きするかですよ。副神殿長はこの国の高位の貴族出身ですから、あんまり徹底的にやるとまずいところに飛び火するかもしれません」

「それって、副神殿長とつるんでいる王宮側に調査が及んではまずいということ？」

　思わず据わった目と声で弁を睨む。こちらを暴いてあちらには目を瞑るというのは、公平ではない。悪いことをしているのなら全部暴くべきだ。

「昴様は正義の味方ですね。頼もしいです」

　弁は微笑んで昴を褒めてから、表情を暗くした。

「ただ政治はときに、灰色の決着が必要なことがあります。現状をお知らせして鸞様に指示を仰ぎましょう」

「でも！」

「昴様。この龍蘭国には千年の歴史があります。光もあれば闇もあるのです。一朝一夕に正義を通そうとしても無理なのです。志は大切ですけれどね」

　納得できなくて不服顔になった昴を、弁は好もしそうに見た。

「あなたのその気持ちを大切にしてください。いつかあなたの思うような、正義が通る国になればいいと本当は誰もが思っているのですよ」

　そこまで言われれば、昴も黙るしかなかった。

　ノックの音で、先ほど任命した新隊長が入ってきた。

「副神殿長と補佐は一室に入れて見張りをつけました。調書を作成するため、秘書を数名側に置いています。自分たちだけというのは不公平だと思っているらしく、いろいろとよく喋ってくれますが、裏付け調査にはかなりかかりそうです」

「ありがとう、そのまま続けてくれる？」

　にこりと笑って頷いてやると、仮の隊長は膝をついて最高級の礼をした。

「わたしも任命されたほかの三人も、心から感謝しています。ようやくこの神殿に新しい風が吹きます」

「これまで辛い思いをしたね。もっと早く排除できればよかったのに、遅れてごめんね」

「滅相もございません」

「あ、それと今回の件、王宮にも知らせておいてくれる？　あちら側でも調査が必要だろ」

　感激で赤くなった顔で殊勝に頭を下げていたのに、昴が王宮と言うと隊長は心外だという顔をして抗弁してきた。

「副神殿長の不始末は神殿内で解決すべきと思いますが」

「そうだけど、副神殿長は、王宮内にいる協力者のこともべらべら喋ってるはず。違う？」

「違いません。ですが、それを王宮に告げるのは……」

「ふうん」

　昴は意味ありげに隊長を見る。

「つまり王宮の弱みはこちらで握っておきたいと、そういうこと？　万一のときの取引に使うために」

　ずばりと指摘してやる。

「や、そこまでは。ただ、手持ちのカードは多い方が……」

「いらないよ。もうそういう駆け引きはしないの。僕がいる限り」

　昴はすっくと立って、隊長を見上げた。元の世界にいたときはそこそこ長身だったのに、こちらに来たら見下ろされてばかりだ。鸞も燎もそしてこの隊長も馬鹿みたいに背が高い。弁は僕と同じくらいで、由は拳二つくらい低いから全員ではないけれど、なんか面白くない。

「こちらが膿を出すなら、王宮側にも出してもらわないと。ただし向こうの仕置きは向こうの責任。だからわかったことは全部知らせて。いい？」

「……はい。わかりました」

　隊長が胸に腕を当てて忠誠を使った。

「やれやれ」

　出て行く隊長を見送ってから、昴はまたすとんと椅子に座った。

「皆の推薦を得て選んだ隊長でも、王宮への対抗心は同じなんだね。意識を変える方法はあるのかな」

　弁が俯いてふふふと笑う。

「一度では無理でしょうね。折に触れて昴様のお考えを何度も繰り返していればあるいは」

「そんな気の長い話……」

「それが政というものです」

「ああ、はいはい。僕には政は無理だよ。話を変えよう。ここで僕は何をすればいいのかな？」

　弁がはっとしたように目を見開いた。

「そうでした。副神殿長の悪を暴くのは本来のお仕事ではないのでした。わたしもつがい様がここで何をするのかよく知りません。今さら副神殿長に聞くのもおかしいですしね。下位の者に聞くのも手ですが」

　困惑したように言ってから、弁はふっと笑う。

「でも、程なく鸞様がいらっしゃるでしょうから、それから考えましよう」

「え？　鸞、来るの？」

「ええ、連絡が行けば直ちに」

　自信ありげに弁が言ったそのあとすぐ、慌ただしい気配が近づいてきた。圧倒的な迫力を持つ誰かが、押しとどめる者を蹴散らしてやってくる。

　鸞だ。

　誰に言われなくても、わかる。それだけ圧倒的な存在感なのだ。

　ドアがバーンと開かれた。

「昴、無事か！」

　正装姿の鸞が飛び込んでくる。政務に就いていたようで、きらびやかな姿は本当に見惚れてしまう。

「鸞……」

　それ以上いう暇はなかった。鸞は声で昴を見つけると入ってきたときの勢いのまま、つかつかと歩み寄って力一杯抱き締める。

「く、苦しい……、ちょ、……放せって……」

　どんどんと背中を叩いてようやく少し放してもらえたので、必死で息をする。あのままだったら息ができなくて失神必至だった。

「自分の力が強いことを忘れるなって」

「……忘れていた。おまえがか弱い存在だったということを」

　にやにやしながら言われて当然反発する。

「誰がか弱いんだよ！」

「それだけ元気なら問題ないだろ」

　言いながらもう一度引き寄せてぎゅっとする。

「だから～」

「本当に心配したんだぞ。何しろ最初の知らせが『クーデターで副神殿長、補佐、第一並びに第二隊長解任』だったんだぜ。血なまぐさい闘争があったと誰でも思うだろ。それもおまえの初登庁を狙ってとなれば、絶対おまえも傷ついていると……」

「それは、ごめん。知らせた人が無神経だったね。なんというか弾みだったんだ」

　座ろうよと鸞を促し、起こったことを説明する。途中から鸞の顔が微妙に歪み始めた。笑えばいいのか呆れたらいいのか迷っている顔だ。

「なんだ、それは」

　信じられないと首を振り、まじまじと昴を見つめる。

「本当に昴様は不思議な御方です。その場にいるだけでも皆を動かしておしまいになる」

　弁がそっと言葉を添えた。

「だから、別に副神殿長を解任しようとかそんな意図はなかったんだって。ただ弁への態度に腹が立ったから」

　ぼそぼそと言い訳を呟くが、弁の賞賛の眼差しは変わらなかった。

「そういう新たな局面を開く定めをお持ちなのもしれませんね」

「もういいよ。それでこれからどうしたらいい？　さっき弁とも話していたけど、つがいは神殿で何をしていたんだろう」

　聞かれて鸞が顎を撫でた。

「俺もよく知らないな。象徴としての立場だから、そこにいて皆に祝福でも与えていたんじゃないか。副神殿長に任命した男と話してみろよ。ただし、神殿に常駐というのはなしだぞ。俺も嫌だが、おまえも困る」

　だろ？　とにやにや笑いながら言われて、そうだった、三日に一度は鸞と夜を過ごさなければならなかったと思い出し、じわりと顔が赤くなる。それにしても「俺も嫌」とは？　聞き返そうかどうか迷っている間に、鸞はさばさばとした表情で立ち上がる。

「特に問題がないなら、俺は帰るぞ。途中で飛び出してきたんだ。取り繕うのが厄介だな」

　言いつつも、たいして心配そうではない。黒竜の覇気で押し切るのだろう。

「あ、ちょっと待って。この間から聞こうと思ってたんだけど、僕をここに連れてきた術者について何かわかった？　それと本物のつがいの捜索は？」

「心配するな。どちらも指示を出して鋭意捜索させている」

「ならいいけど」

「それより、市場に行くという話、明日午後から時間が取れたが、どうする」

「え、ほんと！　行く！」

　昴の問いにすぐさま返事をし、そのことを追及されるのを避けるために別の、昴が飛びつきそうな話題を振ってきたこと。そして弁がそんな鸞を非難するような眼差しを向けていたことを、そのときの昴は気づかなかった。

「なんとか言いくるめて、夜には王宮に戻ってこいよ」

　そう言い残して鸞は笑いながら去っていった。それにしても神殿のこちら側に入るには、鸞でも難しい感じだった。騒ぎが聞こえていたのは、彼が力業ちからわざで押し通ってきたからだ。そこまで拒む必要もないだろうにと思う。

「王宮と神殿と、もう少し風通しをよくした方がいいね」

　弁に話しかけると、彼は鸞が去った方を難しい顔をして凝視している。

「弁？」

　訝しく感じて首を傾げると、弁ははっと我に返ったようにこちらを向き、いつもの穏やかな顔で「なんでしょうか」と聞き返してきた。それで安心して、僅かに胸を掠めた違和感はどこかに消えてしまう。同じ言葉を繰り返すと、弁も同意した。

「あなた様が王宮と神殿のかすがいになるのですから、頑なに王宮側の人間を拒む必要はありませんね。これも追々に改めればよろしいかと」

　その後おそるおそる覗きに来た新しい副神殿長に入室許可を出すと、次々に問題を抱えた者が訪れ、昴をきりきり舞いさせた。

「ちょっと待って。僕は神殿のことは何も知らないのだから、許可をくれとか決めてくれと言われても困る。あなた方でうまく回して。ただし、これまで自分たちが不満に思っていたことを、立場が変わったからといって自分がやらないこと。すぐに決断できないことは後回し。そして優先事項は、副神殿長らの調書だよ。これまで特権を利用して何をしていたか。そこのところをちゃんと調べて報告して」

　そこだけ念を押して、今日は帰ると昴は逃げるように神殿をあとにした。

「そんな、せめてこれだけは」

　と追いすがる声には耳を塞いで無視をして。隣で弁がクスクス笑っていたが、恨めしそうに見ても笑い顔は崩れなかった。

　翌朝、神殿の方から今日も来ていただきたいと連絡があったが、忙しいから行けないと素っ気なく断った。昴の心は午後からの市場行きで占められている。朝からわくわくしているのだ。千年続いてきたなら、ほんの数日遅くなっても神殿が壊れるわけではない。

　どうやって行くのだろうと思っていたら、鸞は黒竜の力で、まだ誰も騎士になっていない若い竜を呼び寄せた。元々は野生の竜で、怪我をして助けを求めていたのを黒竜である鸞が聞きつけて保護し、適性のある騎士を待っているところなのだという。

『僕、ロキ』

　と自己紹介されて、昴も名前を告げ「今日はよろしく」と挨拶した。身体が大きな竜なので二人乗っても『全然平気』と言う。命の恩人の鸞を慕っていて、頼み事をされるのが嬉しいらしい。

「好みがうるさくて、たくさんの竜騎士候補を袖にしている」

　鸞の補足にも長い首を曲げてきて抗議してくる。

『仕方ないだろ。鸞がかっこよすぎるのが悪い。鸞を超える騎士と言えば、もう皆相手がいるしなあ』

「おい、聞き捨てならないな。俺を超えるような騎士などいないだろうが」

『いるよ。燎もそうだし……』

　とロキは何人かの名前を挙げる。鸞がふんと鼻を鳴らした。

「どいつも俺よりは下だが、選ぶに値する男たちだ」

『負け惜しみ～。鸞は自分が黒竜だからどれだけ恵まれているか、わかってないよ。もし黒竜でなくて人間の力だけで勝負したら、勝てる自信ある？』

「あるさ」

　自信満々に答える鸞。二人（？）のやりとりが面白くて、昴はこそっと笑みを漏らした。いっそ鸞を騎士にすればいいと思っても、それは言えない。本来鸞こそが、竜となって戦うのだから。

　鸞が連れて行ってくれたのは、王宮のある首都から少し離れた、やや鄙ひなびた街にある市場だった。鄙びたといってもさすがに市場の熱気はすごくて、人通りも多く店も十分以上にあった。市から少し外れた野原で竜から降り、あとは徒歩で市へ向かう。

『お土産、忘れないでね』

　ちゃっかり要求してくるロキに手を振って、わくわくしながら歩き出す。今日は鸞も目立たぬ衣装に身を包んでいた。体格はごまかしようがないから傭兵を装っている。昴は当然その従者だ。

　どっしりと歩く鸞のあとからちょこちょこついて行けば、従者にしか見えない自分が些いささか悔しい。さらに、なんで首都の市じゃないんだろうという疑問はあったが、それよりも今は市だ。

　市から市へ渡り歩く商人たちの店は、異国情緒溢れる珍しい品が山盛りだった。近隣の農家が出す店は、新鮮な野菜が満載、肉屋に魚屋（近くに海がある）、服屋に鋳い物もの屋絨緞屋、小物売りもいれば山羊や羊を生きたまま売っている店もあった。

　宝石屋、馬具屋、金物屋など、昴が見てもわかる店が延々並んだあとに、なんとなく空気が違う通りに出る。それまで昴が好奇心丸出しであっちの店こっちの店と走り回るのをのんびり見ていた鸞が、すっと傍らに寄ってきた。

「ここは魔法通りだ。占いをする者、術者、お守りや呪じゅ詛そを売る者が軒を連ねている。いかがわしい店もあるから行かない方がいいのだが」

　術者という言葉に昴がぴんと反応する。

「行ってみたい」

「言うと思った。だったら、俺から離れるな」

　厳しい声で言い、剣の柄にさりげなく手を置いた鸞を見れば、昴もこくんと唾を飲み込んだ。でもやめようとは思わない。鸞を全面的に信用しているからだ。

　護衛をつけるという燎を振り切ったのも、鸞の戦闘力が桁外れだからだ。普段でもかえって邪魔だと側に寄せつけない。だから警護ではなく友人として燎が近くにいる。一度燎が零したことがある。

「下手に警護の者をつけると、殿下の足手まといになるのは目に見えているので困っています。といって警護をつけないのは見た目に悪いですからね。どうしたものかと悩みどころなのです」

　頭を抱える燎のジレンマは、昴にも想像できるものだった。だから今回市場に出かけるとわかったとき、鸞に警護の人はつけるのか聞いた。

「昴一人くらい俺一人で守れる」

　と思った通りの返事が返ってきたので、燎にこっそり情報を流しておいた。出先で何か事故でもあれば、近衛隊長である燎が責任を取らされる。表立っての警護はできなくても、市に密かに人を配置しておくことは可能だ。

　鸞はそこここにいた不審な人影にそれと察したのか、じろりと昴を睨んだが、言葉に出して咎めたりはしなかった。本人もわかっているのだ。

　なんとなく肌がぴりぴりするような通りを鸞と歩きながら、昴は尋ねてみた。

「ねえ、術者ってさあ、僕を呼び寄せるようなすごい技を使ったのに、それきり何も仕掛けてこないのはなぜ？　わけわかんないよ」

「術者は自分の命を削って術を使う。あれだけの規模の大魔術を使ったら、回復にもかなりかかるだろう。こちらに何か仕掛けてくる余裕などはないはずだ」

「そうなんだ」

　術者の寿命は短くて、だいたい四十代くらいで死を迎える。いくら才能を持って生まれてきても、術者を仕事にしないのが普通だ。誰しも自分の命は縮めたくない。

「それでも術者になるには、よほど切羽詰まった事情がある者だろう。そういう癖のある術者をうまく使うのも仕事のうちだが、命を弄んでいるように思えて、俺は好まん」

　流れの中で話を聞いていたので、命を削るという部分にあまり注意を払わなかった。気がついていたら追及もできて、鸞の欺ぎ瞞まんももっと早く暴けたのだが。

「あった……」

　無意識に目が探していた看板を見つける。『あなたの願い叶えます』というものだ。片隅に術者のマークである星型正多角形が刻印してある。

「五ご芒ぼう星せい？」

　思わず呟いた。形はまさにそれだ。が、ここでは単に「五つ星」というらしい。

「入ってみていい？」

　渋い顔をされたが駄目とは言われなかったので、そろっと入り口の垂れ幕を捲ってみる。中は薄暗い空間になっていて、机の上に乗っているランプが、怪しげな明るさで瞬またたいていた。机の向こうに頭からすっぽり被り物をした誰かが座っているのが見える。

　昴はこくりと唾を飲み込んで、すっと身を引いた。

「やっぱりいいや。なんか怖い」

　びびって腰が引けている。

「それが正解だ。向こうが術の代償に命を削るのだから、こちら側も相応のものを要求される。失せ物探しみたいな簡単なことで利用するものではない。そういうのは占い師で間に合う」

「みたいだね。もういいや、行こ」

　中途半端だという気はしたが、これ以上踏み込みたくない気持ちの方が強く、昴はうさんくさい通りを鸞と一緒に急ぎ足で抜けた。交差した通りに出た途端、空気の匂いすら変わった。

「はあっ、深呼吸できる。あそこの空気は淀んでいたね」

「わかるか？」

「なんとなく」

「あのような者たちを必要とする者もいるということを忘れるな」

　鸞は眉を寄せて、自嘲がらみにその台詞を告げる。

　わっと周りを取り囲まれたのは、そこからもう一つ路地を渡ったときだった。いきなり、

「つがい様！　つがい様だぁ」

　などと口々に言いながら、まず子供たちが駆け寄ってきた。一目見ただけではわからないように変装してきたのに、子供の感覚はすごい。続いて母親たち、父親たち、そして一般の買い物客たちが……。

　まいった。鸞ではなくなぜ自分（つがい様）が見つかったのか？  鸞に比べたら、全然目立たないはずなのに。だが、

「しまったなあ。これだけ首都から離れれば正体はばれないと思ったのだが。囲まれていてはおまえも好きなように見て歩けないだろう」

　という鸞の言葉にすごく癒やされた。なぜこんな辺へん鄙ぴな市にと思っていたから。それが自分のためだったなんて。

　歓迎され過ぎて身動できなくなって困っていたら、すーっと騎士たちが間に入ってきて、退路を確保してくれた。燎の指示で陰ながら警護に就いていた者たちだ。

「今日のところは、燎に感謝するか。おまえにもな」

　無事にロキのところまで戻ってきたが、騎士の制止をものともせず子供たちは、一定の距離を空けながらもぞろぞろとあとを慕ってついてくる。

「竜だ、竜がいる！」

　ロキを見つけて一人が声を上げると、皆でわあわあ騒ぎ出した。小躍りしている子供もいる。

「このままでは収まりそうにないな。昴、何か言ってやれ」

「何かって何を……」

「なんでも思ったことを」

「困るよ」

　鸞は面白そうに、昴がどうするか見ている。意地悪なんだからとむっとしながらも、確かにここに黒竜とつがいが来て、何も話さず何もしないで去っていったら、皆がっかりするだろうことは想像がつく。でもどうすればいいんだ。

　困り果ててちょっとでも制止の手が緩んだら竜に突進しそうな子供たちを見回す。一つ思いついた。振り向いてロキに尋ねる。

「ロキ、子供たちに触られるの、嫌？」

『子供の方が僕に触りたがるかな』

「触りたいって言ったらＯＫ？」

『いいよ』

　ロキが気さくに頷いてくれたので、昴はつかつかと子供たちの方に歩み寄った。歓声がひときわ高くなる。昴はざっと見渡して、冒険心が強そうな男の子に目をつけた。最前列にいるその子の前で腰を落として視線を合わせる。

「ロキに、あ、ロキってあの竜の名前ね、触ってみる？」

「いいの!?」

　男の子は飛び上がって「触る！　触るったら触る」と背後で親が留めようとするのを振り切って、昴の元へ駆け寄ってきた。その手を握り、親に了解を取るとロキに近づいていく。さすがに目の前に巨大な身体が迫ると男の子も怯んで立ち止まったが、そのときロキがゆっくりとウインクをした。男の子がぱっと目を瞠り、そのあとで昴を見上げて聞いてきた。

「あれ、ボクに？」

「そうだよ。ロキがおいでって言ってるよ」

　昴の手をしっかり握りながら、男の子は自らロキの傍らまで歩み寄る。そうっと手を伸ばし、おそるおそるロキに触れた。

「え？　なんだか柔らかい。それに温かいね」

「そりゃ、ロキは生きているからね」

　そのあともロキはじっとしていてくれたので、男の子はべたべたと触りまわり、興奮したようにはしゃいでいた。最後に、ちゃんとロキに礼を言って、意気揚々とみんなのところに帰っていく。「どうだった、すごいね」と取り囲まれた少年は英雄扱いで、嬉しそうににこにこしていた。

「それじゃあまたね」

　今のうちにと、手を振りながら鸞と共にロキに乗る。

　首筋を優しく撫でて「ありがとう」と伝えると、ロキは機嫌よさそうに『どういたしまして』と大らかに答えた。

『可愛い子だったね。礼儀正しいし。あの子がもう少し大きければ、騎士に選んでもいいかな』

「ん？　びびっと来た？」

『来たよ』

「じゃあそれ、あの子に伝えてもいい？」

『いいよ。成長したら僕のところにおいでって言っといて。待ってるから』

　舞い上がって王宮の方を向いていたロキに、もう一度戻ってもらう。そして空の上から少年に呼びかける。

「ロキが君に騎士になってほしいって。成長するのを待ってるだって」

　大声で伝えると、わあっと歓声が沸いた。もみくちゃになる少年を微笑ましく見てから、王宮に引き返す。

「昴の伝説がまた一つ増えたな」

　後ろで黙って見守っていた鸞が、腕を伸ばして昴の頭をくしゃりと撫でた。

「伝説にはならないだろ」

「なるさ。明日の今頃は、つがい様がさすらいのロキの騎士を探してくださったと、皆口々に言ってると思うぞ」

『え、僕、さすらいの子なの？』

　ロキが不服そうに言う。

「違うが噂とはそういうものだ」

『ふうん。ま、いいや。僕の騎士候補、早く大きくならないかな』

　わくわくした気持ちが力強さを増すのか、行きよりも短い時間で王宮に戻った。ロキに礼を言って別れ、服を着替えに行こうとする鸞の服の裾を慌てて掴んで止める。通路の途中だったので、行き交う侍女や侍従、小姓たちが、会釈をして脇を通り過ぎていった。

「鸞、こんなんで大丈夫なのか？」

　実は帰る途中で不安が募ってきたが、ロキの上にいるときには聞けなかった。

「何が？」

　鸞は昴の不安がわからないようだ。昴は周囲に気を遣い、アルコーブに押し込んだ。

「だって、僕は本物のつがいじゃないのに、こうして顔を売って回って。本物が現われたらなんと言って説明するつもりなんだ？」

「今はまだそこまで考えていない。兄を排はい斥せきする証拠を集めることで精いっぱいだ。でも心配するな。おまえとの約束は忘れていない」

「いや、僕が心配しているのはそれじゃないんだけど」

「物事はなるようにしかならないものだ。それより今日は三日目だぞ。俺のところに来るか、俺が行こうか」

「ちょっ……、こんなところで！　聞こえるじゃないか」

　今の聞かれなかったかなと、慌てて背後を見る。距離があるから大丈夫とほっと胸を撫で下ろす。

「行くよ」

　ぶすっとした顔で応じると、鸞も眉を寄せた。

「おい、そんな嫌そうな顔をするなよ。俺は無理やりしているんじゃないぞ。どちらかといえば奉仕の精神でだなあ……」

「よく言う。何が奉仕だよ！　さんざん好き勝手してるくせに」

「それはおまえが『もっと』とか『して』とか言うから、リクエストに応えているだけで」

　かっと身体中が熱くなって顔も上気してきた。確かに二人の情事は激しくて、事後のベッドの乱れようは目も当てられない。だから自分の部屋では嫌なのだ。後始末をするのが由だとわかっているから。

　由も昴と鸞がしていることは知っているし、仲がよくて羨ましいですとぽっと頬を染めて言われたりもするが、それと生々しい現場を見られるのとは別だ。

　鸞の部屋も侍女や従僕が片づけるのだけれども、直接口をきいたりはしないから、まだ気が楽だ。そもそも鸞に言わせれば、恥ずかしがる方がおかしいらしいが、昴はこの国の人間ではないし、羞恥心の持ちようが違って当たり前だと思う。

　無言のまま肩を怒らせてその場を去り自分の部屋に入り、バタンと大きな音を立ててドアを閉めた。鸞が舌打ちするのが聞こえたような気がするが、知るものかと鼻息荒く窓際のソファにドスンと腰を下ろした。

「なんであんなにデリカシーがないんだ！」

　今日はせっかく楽しく過ごしてきたのに。連れ出してくれた鸞に感謝の気持ちもあったのに。最後に台無しになった。

　それにしても、昴は本当に気にかけているのだ。本物のつがいが見つかったとき、鸞はどうするのだろうと。正直に身代わりを立てていたなんて言えるはずもないし、一番無難なのは密かに入れ替わること。そのためには昴があまり公の場に姿を見せてはいけなかったのだ。

「でもなあ。見つかるとは思ってもいなかったし」

　それも鸞ではなくこの自分を見分けて、子供たちが寄ってくるなんて。嬉しかったけれど、そのときにはっとしたのだ。こんなに身近に顔を合わせてしまって、覚えられてしまったらごまかせない。

　だからそこのところ大丈夫なのかと鸞に確かめたかったのに。

「もう、なんかごまかされた気分」

　もやもやと面白くない気分のまま夜になる。ため息をついて昴は立ち上がった。拗ねた気分でご飯も部屋に運んでもらったが、さすがにここまでだ。鸞のところに行かないと。

　コネクティングドアを開け鸞の部屋に向かう。彼は湯浴みも済ませてベッドに入っていた。昴が来たのを見て、黙って布団を持ち上げてくれる。何も言わないのに救われた。もしここで少しでも皮肉めいたことを言われたら、後先考えず逃げ出していただろう。

　こちらも無言のままするりと隣に潜り込む。すぐに引き寄せられ、唇を合わせた。舌で探られ嘗め回される。巧みなキスは尖った昴の心もすぐに蕩かしていく。何度も舌を絡め合って唾液を飲み干した頃には、昴の身体はとろとろになっていた。

　リズミカルに扱かれて、追い上げられる。あっという間に達してしまったのは、鸞が焦らさなかったからだ。いつもはもっとねちこく虐められ、行く寸前で何度も止められて、息も絶え絶えになった頃ようやくイかせてもらえる。

　それが今夜は淡々とそのことに集中し、手管はあるものの焦らしはなしで気持ちよくイくことができた。なのに、それはそれで物足りない。なんて言わないけれど。

　たっぷり出したモノはすべて鸞の手に受け止められた。濡れた手をリネンで拭っているのを、昴は荒い息のままぼうっと見ていた。これもいつもと違う。いつもはその手がすっと伸びてきて、濡れた指は蕾を解すのに使われる。ひやりと冷たい風が胸を吹き抜けた気がした。

「おまえがしてくれ」

　鸞に言われ、昴はのろのろと身体を起こした。抱く気はないんだなとその時点で感じた。そりゃ今の気分で鸞に抱かれてあんあん言うなんてやだけど、だからといって抱くのも嫌だみたいな振る舞いをされると、かちんとくる。

　確かにこれは昴のために始めたことだ。鸞の精液を体内に取り込めばいいだけのことで。そうだよ、どんな方法でもいいんだ。挿れなければ身体のダメージは少なくて、ラッキーじゃないか。

　無理やりそう自分に言い聞かせ、逞しい鸞のモノに唇を寄せる。入りきらないから届かないところは手で頑張った。なのに鸞の反応は鈍くて、途中で思わず「不感症になった？」と胡う乱ろんな目で鸞を見上げる。

　むっとした鸞の昂りがその後一気に成長し、昴をえずかせた。慌てて口から出して文句を言う。

「急に大きくするなよ」

「はあ？　不感症じゃないことを証明しただけだ。でかくしないとイけないしなあ」

　と鸞が嘯く。暗にイけないと困るだろうと言わんばかり。その通りだからぐうの音も出ず、昴は再び口を開けて彼のモノを呑み込んだ。大きすぎて先端を挿れただけで喉の奥に届く。なんとか工夫しながらできるだけ奥まで呑み込み、舌を絡めて吸い上げた。

　両手を使って揉み込みながら、その逞しさに圧倒される。せっせと手を動かし口も動かしているとき、途中で息を詰めたような鸞の呻き声を聞いて、俄然張り切った。この逞しいのを自分がイかせるのだ。

　気持ちが乗ってくると、喉の奥を突かれると感じ、舌で滑らかな皮膚を嘗めるだけでもうっとりした。太い血管を舌で感じるなんて、そうはないだろうと思う。

「勃ってるな」

　指摘されて、一度達した自分のモノが大きくなっているのに気がついた。

「そっちは俺が……」

「い、いいから。されたらできなくなる」

　思ったまま言っただけだが、断られた鸞はむっとしたようだ。

「……そうか、わかった」

　セックスは気持ちの絡む部分が大きいとつくづく感じた。不機嫌な鸞は昴がどう工夫してもなかなかイってくれない。先走りもちょっぴりでほとほとくたびれた。ようやく、もういいと言おうとしたときに、鸞の昂りがぶわっと膨れ、白濁が迸った。

「……っ、げほげほ」

　喉奥にかけられて、飲み干しながらも噎むせて咳き込んだ。ようやく全部を呑み込んでぜえぜえ喘いでいると、その間に鸞は自分のモノの後始末をして横になってしまう。しかもぺたんと座り込んでいた昴に背を向ける姿勢でだ。

　苦しかったので涙目になっていた昴の胸に、何かがぐっと込み上げてくる。確かに自分も拗ねていたしふくれっ面をしていたと思う。鸞だけを責められない。でも……。

　そもそものきっかけは鸞のデリカシーのなさだった。自分は羞恥を感じないからと言って、昴の気持ちを無視していいわけがない。

　僕は悪くない。

　胸の中で呟くと、昴はすっとベッドを下りた。

「昴、どこへ行くんだ」

　気配を察した鸞が振り向いて声をかけてきた。

「部屋に戻るんだよ」

「……ここで寝ればいいだろ、いつものように」

「お互い背中を向けて？　そんなの熟睡できないに決まってるじゃん。次はまた三日後にオネガイシマス」

　最後に棒読みの台詞を残して、「昴、待てって」と呼び止める鸞を無視して部屋に戻る。ベッドに身を投げて、気配を窺った。鸞が追いかけてくるかと思ったが、結局来なかった。

「まあね、僕は単なる代役だし、本物が見つかればお払い箱だし、三日ごとに体液を与えなきゃならないやっかい者だし。それに元の世界に帰るのが僕の望みだし」

　ベッドの上でぶつぶつ零している間に、悲しくなって浮かんできた涙を乱暴に拭う。じっとしていると眠くなってきた。今日は市を歩き回り疲れていた上に、感情的なやりとりですっかり疲弊している。眠気が訪れるのも当然のこと。










　しばらくしてそっと間のドアが開いて鸞が入ってきたとき昴は、完全に熟睡していた。

「寝たのか」

　鸞はベッドに腰を下ろし、昴の眦まなじりに残っていた涙を指で拭った。自己嫌悪に頬を歪めながら天を仰ぐ。

「俺は何をしているんだろうな。いい年をして意地を張って、……おまえを泣かせて」

　修復しようにも、なんで昴の機嫌が悪くなったのかわからないのだ。

「少し時間をおいて、頭を冷やした方がいいのかもしれない」

　どうせ、三日ごとに顔を合わせ、肌も合わせなければならないのだ。その間には、互いの気持ちがぴったりきて仲直りできるときもあるだろう。

　鸞は昴の髪の毛を一房掬すくうと、唇を寄せた。

「愛している。だから元の世界には返さないと決めた。術者もつがいももう探していない。おまえの意向を無視するなと弁には非難されたし、知ったらおまえは怒るだろうが……。許せ」

　密やかな囁きを残して、鸞は自分の部屋に戻っていった。










　いい天気だ。昴のどんよりした気持ちをちっとも反映していない。

　朝起きてみると鸞は地方視察に出かけていた。二日ほど留守にするらしい。昴の期限である三日目には帰ってくるのだからなんの問題もないはずなのに、胸に穴が開いたようですかすかする。

　午前中神殿に出かけて、新しく任命した四人による改革令に神殿長として署名した。王宮や地方の豪族との癒着は広範囲に渡っていて、膿を出し切るのは大変らしい。それでも一歩を踏み出すことができたのだからと、彼らの顔は希望に輝いていた。

　そんな中、昴にできることはない。「任せる」と言って帰ってきた。付き添ってきた弁も午後からは所用があるという。由と一緒に庭に出て昼食を取ったあと、ぼんやり空を見上げると、真っ青な空に浮いた白雲が、ぷかりぷかりと漂うのどかな景色。

　由は食卓を片付けて、飲み物を取ってきますと厨房に向かったので、久しぶりに一人きりだ。

　仲直りをしないまま鸞が行ってしまったことで、気分はもやもや、気持ちは鬱々。鸞が悪いと思いながらも、あそこまで突っ張らなくてもよかったと反省する。

「鸞が欲しいよ、挿れて」

　と一言言えば、互いの感情はそこで解れたはずだ。

「それが言えたら苦労はしないよなあ」

　そこでまた、鸞のデリカシーのなさにひとしきり愚痴が湧く。

「何が言えないの？」

「え!?」

　急に話しかけられて、背凭れにだらんと預けていた背を慌てて起こす。

「漣殿下……」

　鸞の兄、漣だった。優しい顔つきの廃太子。地位奪還のためにいろいろ画策しているはずの人なのだが、昴に対するときこの人が声を荒げたことはない。ぽかんとした間抜け面を見たことはあっても。

　少し離れたところに、前回も見た護衛がひっそりと立っている。廃された王太子でも、窮屈な人生のようだ。「護衛より俺の方が強い」と言って護衛を無視する鸞の方が、行動は自由なのかもしれない。

「隣に座っても？」

　わざわざ尋ねられて飛び上がった。

「ど、どうぞ。僕が移動しますので」

　すると悲しそうに見上げられた。

「話がしたくて来たのに、行ってしまうのか？」

　そんなふうに言われたら、座るしかない。昴はそろりと元のベンチに腰を下ろす。

「お話ってなんでしょう」

「よく晴れて気持ちがいい日だね」

　問いには直接答えず、漣は柔らかく笑う。はぐらかされたような気がして、昴はむっと唇を尖らせる。

「本当に面白いほど感情が顔に出るね、君は。私のことを今、胡散臭いと思っている、どう、図星だろ？」

　昴は腹芸は得意ではない。だから不機嫌顔できっぱりと返した。

「その通りです。わかっているならもういいですね、僕はこれで……」

「あ、ちょっと！」

　立ちかけたのを焦ったように漣が止める。はっしと昴の腕を掴んでから、自分の行動に気がついたのか、くすくすと笑い出した。

「君は私に思いもかけない行動を取らせる。誰かを引き留めようと思ったことなどないのに。来る者拒まず、去る者追わずで……」

「そんなの、知りませんよ。用事があるのならさっさと話してください」

「つれない……」

　つれないって言葉、意味をわかって使っているのだろうか。少なくとも自分が異界から呼び寄せた偽のつがいに言う言葉ではないと思う。

「何を言ってるんですか」

「君が、いい年をして一日ぶらぶらしているのが辛いなら、何かできることを探してやってみたらいいと言ったのだよ。だから私なりに考えたのだ、できることが何かないかと」

「はあ？」

　思いっきり眉を寄せてから思い出した。そうだった。することがないと言っていたから、自分で探せと返した。王子なら、権利だけではなく義務もあるはずで、遊んで暮らすなんて間違っていると思ったからだ。

　この王子は、その言葉に従ってできることを探したという。

　この人は馬鹿？　それとも素直なだけ？　それとも、こうして下手に出て昴に何か仕掛けようとしている？

　三択のうちどれだろうか。昴が疑いの眼差しを向けても頓着せず、漣があとを続ける。

「宰相のところに行ったら、政務には関わらないでくださいと追い出され、軍に出向いたらあなたに何かあったら責任問題ですからと断られた。商務省では素養がないでしょうと言われ、確かに簿記はわからないから諦めた。文科省に行くと、学校を視察して歩く名誉視察官の称号をくれたけど、仕事はしないでいいって。結局ほかも全部駄目だった」

　指を折りながら出向いた先を挙げていく漣に、昴は困惑した。それを自分に告げてどうしようというのか。

「それでね、つがい殿。結局国政に関する部署は私を受け入れてくれないことがわかったんだよ。鸞の邪魔をすると思われたんだろうね」

「それは、そうでしょう」

　元王太子だ。皆がそう思うのは当然だし、この人はそんなこともわからないのだろうか。天然という言葉がふっと浮かんだ。雰囲気は優しげで物腰も柔らかなこの人からは、鸞を害しようというような、ぎらぎらした野心は微塵も感じられない。

　自分はなんでおとなしくこの人の話を聞いているのだろう。昴は遠い目をした。さっさと立って行ってしまえばいいのに、全部駄目でとしょぼんと告げる漣がどこか寂しそうで、つい逃げそびれた。

　ふうっとため息をついたあと、しかし漣は急に生き生きと明るくなった顔を上げる。

「でもね、公だから駄目なんだと気がついて、民間のボランティア団体に目を向けたら、行くところ行くところ大歓迎されて、私には勤務先が幾つもできた。明日からのスケジュールを侍従に作らせているところだ」

「それはよかったですね」

　やけくそのように頷くと、漣が昴を睨んできた。睨んでも、優しいこの人の睨みはちっとも怖くない。

「それだけ？　褒めてくれないの？　つがい殿。私はいい年をしてぶらぶらする男ではなくなったのだよ」

　よほどあの言葉がショックだったとみえる。

「すごい。よくできました。さすが漣殿下」

　頑張ったんだなと思ったのは本当なので、パチパチと手を叩いて精いっぱい褒めた。漣の表情がふわりと崩れる。目を細めながら、漣が笑った。

「君ならそう言ってくれると思った。周りの者に反対されて面白くなかったのだ」

「では僕はこれで」

「え？　もう？」

「はい、このあと予定がありますので」

　がっかりした漣がすぐに表情を和らげた。

「そうか、君も仕事を持つ身だったね。神殿での活躍は聞いたよ。お互いに頑張ろうね」

　ではまたとにこやかに手を振って見送られ、昴は首を傾げながら庭から退散した。

「結局なんの用だったんだ？」

　庭から出て小道を歩き始めた途端、由に飛びつかれる。

「昴様、大丈夫でしたか！」

　驚いて尻餅をつきそうになり、慌てて脚を踏ん張って持ち堪えた。

「なんだよ、もう。由が早く来てくれればよかったのに。立ち去る口実ができただろ」

「すみません。ですが、離れている方が、何かあったとき助けを呼びに行くことができると考えまして」

「何かあったとき？」

　怪訝に思って聞き返すと、由は真剣な顔で頷いた。

「僕は非力で昴様をお守りできません。でも脚は早いから、誰かを呼びに行けます」

　そうか、そういう危険もあったのかと、今さら気がつく昴は危機感がない。だがあの漣と接して、どう危機感を働かせればいいのか。ふわんとした柔らかな雰囲気、優しい笑顔に直面して、危機感なんて湧いてこない。

「そうしたら和やかに歓かん談だんされていたので、どうしようとやきもきしていました」

「そういうことか。和やかに見えたんなら仕方ないけど、好きで話していたわけじゃないからね。だいたいあの人相手に何を話していいのか、困るよ。そもそも漣王子、何が目的で僕に話しかけて来たんだろう」

「そうですよね。僕も隠れて聞いていたんですけれど、どこかに務めるとか、そんなことを言っておられましたね」

「そう。僕が前に言ったことに反応して就職活動をしたようなんだ。で、民間のボランティア団体のいくつかで働くとか。あの人、働けるの？　というかここにボランティアとかあるんだ」

　自分で言って、ああ超翻訳かと思い当たった。適当な訳がないとき、日本語と擦り合わせて似たような言葉を当て嵌めてくる。こちらの人の名前もそうだし、たぶん就職活動なんて言葉も本当はないだろう。似た言葉がそれということだ。

「ボランティアはいいですけど、漣様、何をするかわかっておいでなのでしょうか」

　そこは由も疑問だったのか一緒に首を傾げ、「ま、いいか」と関係ないので気にしないことにした。ただ違和感は残る。鸞から聞いた漣の印象と実際に話した彼が重ならない。

　自分をこの地に呼び寄せたのは漣の術者だと聞いた。だったら漣は昴が偽物と知っているはずだが、話しかけてくる様子を見る限り、偽物とわかっているふうではなかった。

　また、漣と話している様子が和やかに見えたのなら、それはそれで問題だ。漣と親しいと勘ぐられてしまう。

　鸞と漣は今、勢力争いの微妙な綱渡りをしているから、鸞のつがいの昴が漣と親しくしていてはまずいのだ。気をつけようと心に決める。

　その夜、王宮での私的な夕食会に招待された昴は、鸞がいないときに行きたくないとごねたが、琳と弁に説得されて渋々出向いた。正式なお披露目以来、昴は何度か王に会っている。王にというより、鸞の父親にと言った方がいい。

　昴を見る目は温かで、本当に歓迎されていることが伝わってきたので、会うこと自体嫌ではないが、何しろ王様だ。話しぶりからは、自分の子供たちを分け隔てなく愛おしんでいることがわかるが、それでも漣を退けて鸞を王太子にした果断さは揺るがない。

　私人と公人をきっちり区別しているのだろう。

　昴に対してはほぼ私人だが、今夜に限り一部公人が混じっていた。神殿のことだ。もちろん報告は行っていて、神殿側の改革は大歓迎らしいが、それが王宮まで飛び火するのは困る、ということらしい。

「その前にうまく収束させなければな」

　と言ったときには、目の奥に冷徹な為政者の顔が垣間見えた。

　王と王妃、宰相と侍従長それに近衛隊長の燎。燎がいてくれたのでほっとしたし、食事自体は和やかだったが、それでも友達同士のざっくばらんなものとはほど遠い。

　義務を果たした気分で辞去して、隊に戻るという燎とも別れ、一人で庭の中の道を歩いていた。今夜も月が綺麗だ。満月ではなかったが。

　すると所々に設けられた休憩用のベンチにいた漣が、昴を見つけてぱっと顔を輝かせた。今夜は社交はもう十分なのにとうんざり顔で見る。

「こっちこっち」

　と引っ張られ、東屋あずまやに連れて行かれた。東屋には背筋をぴしっと伸ばした護衛がいて、昴を見ると会釈し離れた場所に移動する。護衛をするのも大変だなと昴は思った。

　大理石の円卓にお菓子や果物が盛られている。ワインを取り出した漣が、うきうきと栓を抜いてグラスを渡してくる。

「お祝いだ。夕方使いを出したら、父上の夕食会に出かけたと聞いてがっかりしたのだ」

「はあ!?」

　さすがに怪訝な顔で首を傾げる。

「なんのお祝いですか」

　漣との間には、何一つお祝いするようなことはなかったはず。

「私の就職のだよ。近日中に働くことが決まったんだ。だったらお祝いだろう？」

「ですからなんで僕が……」

「ほかにいないじゃないか。私の周りの者は全員が反対だから、祝ってくれる気はさらさらない。父上は私に興味がないし、あとは誰がいる？　そう、君しかいないんだよ」

　にこにことグラスを持った手を伸ばして、胸をとんとつつかれた。

「でも……」

　僕もないのですがとは、さすがに言えなかった。が、お互い敵陣営にいるのではなかったか。鸞はいないし、どうしたらいいんだと頭を掻き毟りたい気分だ。

　鸞の兄がこんな、なんというか、よくいえば天真爛漫でいいのだろうか。鸞は二十七歳だ。少なくともそれよりは年上のはずの人が。

　その数分後、断る気力をなくして、昴は漣と一緒にお菓子を囓っていた。夕食は食べたのでおなかはいっぱいだったが、ま、甘いものは別腹だ。

「うちのシェフが得意なんだよ。食べにおいでよ。張り切って作ってくれるよ」

　綺麗な花形に抜かれたチョコやクッキー。干菓子に練り菓子に焼き菓子。果実の砂糖漬け等々。繊細な手で作られた芸術品だ。とろりと蜜がかかったパンケーキ。和菓子に似たあんこや餅もある。

「ワインが意外に合うんだよ」

　などとついつい過ごしてしまったのが原因だろうか。

　目が覚めてぱっと跳ね起きたら、見知らぬベッドに寝ていた。

「飲み過ぎた。やばい、鸞に怒られる」

　ぼやいた言葉を聞いたのだろう、ぷっと誰かが噴いた。顔を上げると優雅な肘掛け椅子に漣が座っている。

「鸞は、そりゃ、怒るだろうね。大切なつがい殿と私が一夜を過ごしたのだから」

「は？　馬鹿なことを言わないでください。一夜を過ごしたなんて言い方をしたら、過ちをしたみたいじゃないですか」

「おや、過ちをしていないと断言できるのかな、君には」

　にこりと悪戯っぽく笑われて、昴は慌てて自分の身体をぱたぱたと触る。特に違和感はない。それより一夜を過ごしたと言われて、今がいつなのかが気になった。

　順当に考えれば三日目だ。今夜までに鸞に体液をもらわないと、また言葉がわからなくなる。

　落ち着け。まだ意思疎通ができているのだから、夜までは時間がある。ほっとして息を吐いたところで、漣がふふふと意味深に笑った。

「実は一夜じゃないんだなぁ」

「え!?」

「もう二晩経っている。誉ホマレが薬の量を間違えたのだ。昨日は意識のない君が目覚めるのを待ちながら長い時間を過ごしたよ」

　狼狽しまくった昴がとっさに聞いたのは、「誉って誰ですか」だった。聞くのはそこじゃないだろと自分に突っ込みを入れる。

「誉は私の……、なんだろう。私の代わりになんでもしてくれる人、だろうか。つがい殿が欲しいと言ったら手に入れてくれた。君は私のものじゃないのにね。わかってはいるから、少しだけ時間をくれないかな。あとでちゃんと帰してあげるから。ちなみにここは私の離宮がある島で、誰もここの座標を知らないから助けは来ないよ」

　それを漣はにっこりと笑いながら言った。笑っているけどどこか寂しそうだ。しかし昴は漣のことより彼の言ったことに愕然とする。まさかっと口走りながら、布団を跳ね上げて窓辺に走った。いや、行こうとして脚を縺れさせる。薬がまだ身体から抜けていないのだろう。それでも根性で身体を立て直し、よろよろしながらも窓まで行った。

「海だ……」

　茫然とどこまでも広がる海を眺める。どどーんどどーんと聞こえるのは、この離宮が建っている崖に波が打ち寄せる音に違いない。崖上に建てられた塔らしく、ここはかなり高い位置にあるようだ。

「竜に乗ってきたのですか？」

「そうだよ。この塔は下から登ってこようとしたら、とっても苦労する。高さがあるからね」

「でも竜なら僕に気がついて……、そうか術者に暗示をかけられた竜なんだ」

「竜は皆そうだろ？　術者に処理してもらわないと人の言うことなんか聞かないよ？」

　漣の言葉に、昴は唖然と振り向いた。

「嘘でしょ。龍蘭国の王子がそんなことを言うなんて。竜は人と気持ちを通わせることができるのですよ」

「そうなのか？　どうやって？」

　漣が不思議そうに尋ねてくる。

「竜は自分の騎士を自分で選ぶのです。そして騎士に選ばれた者は、当然竜と会話ができるようになります」

「それは本当か。だったら私の竜は私を選んだのではないのか」

　立ち上がって昴の側まで来ていた漣が、ショックを受けたように近くの椅子に座り込んだ。

「とても可愛い子で、私は自分の手で餌をやったり洗ってやったこともあるのに、でも話しかけてくれたことはない」

　そこで漣は顔を上げ、昴を見つめた。

「もしかして近衛に所属する竜たちは皆、自分の騎士と話をしている？」

「ええ。そして鸞は全部の竜と話せます。黒竜ですから」

　そうだ、それに自分も！　なんですぐ思いつかなかったのか。助けを呼ぶ手段はこの手にあるじゃないか。

　いつでも助けを呼べるとわかったので、気持ちが落ち着く。帰すと言われても信用できなかったが、自力で逃れられるなら焦る気持ちはなくなった。

　それよりもどうも漣の様子が変だ。竜と竜騎士が会話ができる、竜は王族の指示に従うという基本的なことを、なぜこの王子は知らないのか。

　昴は試しに口にしてみた。

「ちなみに僕は、異世界からこの世界に召喚されてきたのですが、それはあなたが鸞につがいを与えたくないからだと聞いています。つがいのいない黒竜は狂うから、王になれない。そうやって一度は廃太子とされた地位の復権を狙っていると」

「ちょ、ちょっと待ちなさい。君が異世界から召喚された？　私の指示で？　では君はつがいではないのか！」

「ええ、違います」

「では鸞は、鸞はどうなるのだ……」

　漣は訳がわからないという顔をしている。とても演技には見えなかった。

「それはこっちが聞きたいです。そのためにしたことでしょ？」

「そんなはずは……」

　言いかけてすっと立ち上がった漣は、大股で背後にあったドアに向かう。ドアを開ける前に振り向くと、普段の優しさは影を潜め、毅然とした王家の男の顔になっていた。

「私はずいぶんと配下の者に謀られていたようだ。問とい質ただしてくる」

　勢いよくドアを開け、「誉！」と呼ばわる。近くに控えていたのだろう、男が一人、するすると近寄ってきた。あの警護に就いていた騎士だ。

「誉、どういうことだ。私が偽物のつがいを召喚させたことになっていると言われたぞ。いや待て。この間から証ショウが近侍していないのは、……まさか証が術を使ったのか？　時渡りの大魔術などやれば、命など吹っ飛ぶではないか。証は生きているのか！」

「お待ちください、殿下。誤解と思い違いがあるようです。ご説明しますので、どうかこちらへおいでください。すぐに証も、丞ジョウも呼びますので」

　証とか丞とか、たぶん漣の側近なのだろう。そして証という男が術者なのだ。鸞から術者は命を削って術を行うと聞いた。もしかしたらもう命がない？　漣の切迫した言い方だとそうなるが、いや呼ぶと言うからには生きているのだろう。しかしもう余力がない……。

「じゃ僕はもう、元の世界に戻れないの？」

「昴、ここで待っておいで」

　悲痛な顔をした昴をちらりと見てから、厳しい顔のまま漣が出て行く。ドアがパタンと閉まってから、しまった、一緒に行くべきだった、と思ってももうドアは押しても引いても開かなかった。

「危険な目に遭ったことがないから、肝心なときに機転が利かない。情けない」

　はあっとため息をついたあと、連絡を取るなら今がチャンスだと、ベッドに腰を下ろした。前に習ったように精神を集中して、竜を呼ぶ。誰かを特定するのではなく広くチャンネルを開いた状態。心を無にし、たゆたう波に意識を乗せることを意識する。

『僕はここにいる。漣王子の離宮の塔に閉じ込められている。助けに来て。この声が聞こえたらお願い。皆に拡散して』

　何度も呼びかける。遠いのだろう、呼びかけが聞こえたかどうか微妙な感触だ。それでも諦めずに思念を送る。途中で気がついて、『鸞には知らせないで』と付け加えた。

　もし鸞が黒竜になって飛び出したら、自分はつがいではないから彼を止めたり元に戻したりできない。だから知らせないで、なのだが、竜はちゃんと理解してくれるだろうか。

　ま、誰か一人は気が利く者がいるだろ。

　楽観的に思ったとき、ふいにドアが開いて、さっきの誉という男がするりと入ってきた。昴を正面から睨んでくる。

「よくも殿下に余計なことを言ってくれたな。この男娼が！」

　いきなりの罵倒にぽかんとなってしまう。なんでこの男に罵られなくてはならないのだろうか。もともと気が弱い方ではない。睨み返し怒鳴り返した。

「勝手に元の世界から引き離しておいてよく言う！　人の命をなんだと思っているんだ！　証って男が僕を召喚したのなら、直ちに送り返すように伝えろ！　言っておくけど、僕は男娼じゃないからな。ちゃんとした大学生だ！」

　びしばしと言い返す。誉がくそっと顔を歪めた。

「帰したくても、証にはもうその力がない。偽のつがいを暗殺する術すら使えないのだ」

　暗殺と聞いて無意識に自分の身体を抱き締めていた。本当に殺やるつもりでいたんだ、この男たちは。だがそれに漣はどう関わったのか。当人を無視して側近だけが動くなんてことがあるのだろうか。

「漣に直接聞いてみればよかった」

　今頃漣は部下から説明を受けているのだろう。その間に誉が僕を殺しに来ているとも知らないで。誉と少しでも距離を置こうと尻でずりずりと後退っていると、彼がすっと懐から短刀を取り出した。

「悪いが、ここで死んでもらう。消えろ！」

　その短刀を翳かざして襲いかかってきた。

「うわあっ」

　最初の一撃はなんとか避けたが、後ろに引っ繰り返ってしまう。腰が抜けたようで、動けない。万事休すかと思われた。蒼白になり脂汗がぶわっと噴き出す。何か防げるものはないのか。手探りで辺りを探って握ったものを男に向かって投げつけた。

「何をする」

　それが何か知らないまま投げつけたものが、当たったらしい。こめかみを手で押さえている。血の雫がたらりと落ちるのが見えてしまった。

「なんでこんなことに！　誰か助けろよ。僕は非力な大学生なんだぞ！」

　泣き言が零れても仕方がない。昴はごく普通の二十歳の大学生だったのだから。

「よくもやったな」

　男が激高して、今度こそ必殺の一撃で飛びかかってくる。

「わあ、もう駄目だ」

　言いながらも昴は手当たり次第にものを投げつけ、男を近寄らせまいと精いっぱいの抵抗をする。邪魔なものをあっさり払い除け、男がベッドに乗り上げてきた。短刀を振り上げ、振り下ろす、その寸前！

　どおんと塔が揺れた。不安定な姿勢でベッドに片膝を乗せていた男が、もんどり打って転げ落ちる。昴もぐらぐら揺れたが、壁に縋るようにして耐えた。

　だが衝撃はさらに二度、三度と襲いかかり、いきなりぱっと周囲が明るくなった。塔の屋根がもぎ取られたのだ。そしてそこから、黒い竜が頭を突っ込んできた。それまで見た竜よりさらに大きい。ひと目で、巨大なその竜が鸞だとわかった。

「鸞！」

　叫ぶと、巨大な竜の目が昴を認識する。怒りを内包する真紅の瞳だ。横壁を引き剥がし前肢が入ってきて、昴を掬い上げる。

『無事だったか、よかった』

「鸞、ありがとう、助けに来てくれて。でもどうするんだよ。竜になっちゃって」

　助けられてほっとした、でも竜になった鸞が心配、なんとかこのまま王宮に戻って、と思った昴の目論見もくろみはすぐに覆された。竜に襲われたと勘違いした離宮に詰める者たちが武装して攻撃してきたのだ。

　昴を見つけて真っ赤だった鸞の瞳は落ち着き始めていたのだが、この攻撃にまたかあっとなったようだ。昴を抱え込んだ前肢を胸に押しつけて守ると、もう一方の前肢で鉄てっ槌ついを下す。凄まじい力は、てっぺんから一気に振り下ろされ、相当部分が轟音と共に弾け飛ぶ。

　さらに太い尻尾を振り回し、強大な後ろ足で踏みつぶす。

　鸞の名前を必死で呼ぶが、聞こえていない。ただ昴を閉じ込めた方の前肢には、瓦礫が当たらないように気を配っているから、理性がなくなったわけではなさそうだ。

　この中で人が潰されていたらと考えるとぞっとするが、そこまで鸞を怒らせたのは彼らだ。しかも、鸞が遅れたら死んでいたのは昴の方だ。今は犠牲者に思いを馳せるより、これ以上の被害が出ないように鸞を抑えることが先だった。

　塔は鸞が暴れるので粉々になり、まだ暴れ足りないらしい鸞は隣の塔に目をつけた。確実に人がいるのが、狭間の窓から見えている。その中に漣もいた。鸞を認めて何か叫んでいる。ほかの皆も、おそらくやめてくれ、だろう、口を大きく開けて口々に喚いていた。

　でも鸞は止まらない。昴の声も聞こえてないのだ。昴は無力感に襲われる。

「僕はつがいじゃないんだ。だから鸞が止まるはずがない。でもっ、でもなんとかしないと！」

　萎えそうな気力を奮い起こし、何度も鸞を呼ぶ。大声を出してもこの騒音の中では聞こえるはずがない。それにようやく気がついて、馬鹿昴と自らを罵りながら心で呼びかけた。

『鸞、もうやめて、もう十分だよ、鸞！』
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　昴の叫びがほかの竜にも聞こえたのか、あちこちからぶぉーという竜の咆哮が聞こえてきた。ユナとロキの声もする。皆が『鸞、やめろっ』と叫んでいた。

　熱心に塔の解体に勤いそしんでいた鸞が、ふと小首を傾げて何かを聞き取ろうとする。今だ！　　昴は自分を掴んでいる鸞の指にがぶりと噛みついた。少しでも注意を引きたかったのだ。そうして鸞に懸命に呼びかける。

『鸞、もう帰ろう。僕は帰りたいよ。鸞、頼むよ、これ以上はやめてくれ』

　鸞の動きが完全に止まる。前肢で抱え込んでいた昴にのろのろと視線が向き、指の隙間から懸命に伸び上がっていた昴と目が合った。鸞は怒りで燃えるような真っ赤な瞳をしていた。その瞳が、次第に落ち着いていく。普段の漆黒に、みるみる変化していった。

『昴……、指が痛い』

　思わず脱力した。が、指を噛んだのはよい判断だったようだ。

「鸞、気がついた？　僕は無事だからもう破壊するのはやめて」

『破壊？』

　ようやく今認識したかのように、鸞の目が自らの破壊の跡に向けられる。

『……俺は、またやってしまったのか』

　深い後悔の念が、その言葉に込められていた。

「でも、止まったよ。ちゃんと自分でやめたじゃないか。だから自分を責めないで」

　昴の言葉にあちこちからほかの竜の賛同の吠え声が上がる。

「鸞、一人で来たんじゃないんだね？」

『来たときは一人だった。だが俺のつがいの危機だと察した皆が、次々に駆けつけてくれたんだ』

「え？　僕のため？」

『そうだ。妬けるな』

　ふっと笑った鸞が、塔から身体を離し空に舞い上がると、ほかの竜も集まっていた平らな場所に着地する。昴をそっと地面に置くと、変化を解き始めた。黒竜の巨体が震え陽炎のように揺らぎ、次の瞬間そこには人になった鸞が立っていた。

　それはとても神秘的な光景だった。居合わせた竜たちも、離宮にいた人間たちも茫然とそれを見て、神秘の顕現に深い感動を覚える。

　漣の離宮は双子の塔が優美に建つ意匠のものだったが、今はもう見るも無惨だった。片方は完全に崩れ、もう片方もあちこち竜の爪で掻き毟られている。

　廃墟の中から、漣が出てきた。周囲に何人もの従者を連れている。今の倒壊で衣装は汚れ、顔や手足にも砂埃や泥汚れが付着していたが、それでも優美な足取りで鸞の側に立つ。

「途中で破壊を思い止まってくれてありがとう。すべての責任は私にあるから、部下を責めないでほしい」

「殿下！　それではあまりにも……」

　従者の中にいた誉が飛び出してきた。片方の腕を吊っている。生きていたんだと彼を見た昴はほっとしたが、といって彼の所行を許したわけではない。

　漣は彼に冷ややかな顔を向ける。ほわほわとした優しい雰囲気はどこにもない。彼は深く激しく怒っていたのだ。

「黙りなさい。私を謀って何を画策していたか。何も知らなかった自分が恥ずかしくて堪らないよ。他者に責めさせることはしないが、自ら反省はしてもらう」

　ぴしゃりと部下の言葉を遮ったことからもそれが伺える。部下を窘めてから、漣は昴に向き直った。

「つがい殿、このたびは本当に申し訳なかった。君を異世界から召喚していたなんて、思ってもみなかった。しかも都合が悪くなったら口を塞ごうなんて。誉！　そなたの名は地に落ちたぞ。恥を知れ」

　そこまで言って、漣は今度は自分の弟を見る。

「知らなかったと言って、許されることではない。私の部下のしたことの責任は取る。そのように父上に報告してくれ」

　そこまで言ってから、漣はふっと表情を緩めた。

「おまえには謝らないよ。こんな素敵なつがい殿を手に入れて、王位も何もかもすべてその手中にある。少しくらい譲ってもらってもいいくらいだ」

「漣……」

「そのつがい殿を本物のつがいじゃないと当人に言わせるなんて、情けないと思いなさい。つがいとはそもそもなんなのか。生き辛い黒竜として生まれた身に寄り添ってくれる、ありがたい存在こそがつがいなのではないか。暴れるおまえを止めたのは誰だった。つがい殿は立派に証を立てたと私は思っているが」

　そこまで流ちょうにまくし立ててから、漣は一呼吸置いた。そしていつもの彼らしい笑みを唇に刻んで言い放つ。

「それでももしおまえが彼を本物ではないと言うなら、私に寄こしなさい。少なくともおまえよりは大切にしてやれると思う」

「冗談だろ。誰か譲るか」

　間髪を入れず鸞がぐっと昴を引き寄せ、腕の中に閉じ込めた。漣はふふふと笑って、背後の廃墟に目を向ける。

「気に入っていた離宮だったのだけれど。これだけで済んでよかったと思うべきなんだろうね。幸い皆無事だったから」

　寂寥感せきりょうかんに溢れた眼差しは、背後に悄然と居並んで彼の言葉を聞いていた側近たちに向かうと、俄然厳しさを増した。

「罪は償わなければならない。手を抜かないよう厳しく詮せん議ぎしてもらいたい」

「王太子殿下、漣殿下は何もご存じないのです。すべて我々のしたことで」

　誉ががばっとその場に膝をついて頭を擦りつけるようにして訴える。周りの者もそれに習った。それを漣が叱責する。

「黙りなさい。部下のしたことを、私が何も知らなかったと言って恥をかかせるな！」

　今ひとつ不思議だった実際の漣と評判との差は、漣に惚れ込んだ周りの者が、先走って計画し動いた結果らしい。王位は、粗暴な鸞王子ではなく、礼儀正しく明晰な頭脳と美貌を兼ね備えている漣王子の方が相応しいと。当人は王位への野望は欠かけ片らもなかったのに。

　処罰されるのは私だけでよいという漣の主張は、当然ながら通らなかった。のちに開かれた査問会で詳細を詳つまびらかにした上で、それぞれふさわしい処分が下されることになる。

　本来反逆罪は死罪だが、さすがに実際には罪のない王子を死罪にするわけにはいかず、罪一等を減じられた。漣は領国の外れにある古い男爵領に永久追放となり、部下たちも罪に見合った罰を受けた。

　裁判の席で凛と立っていた漣に、彼らはひたすら申し訳ないと号泣したらしい。










　王太子宮に帰ってきた鸞は、後始末に追われた。昴と話す間もなく宰相たちに連れて行かれてしまう。

　何しろ当人がいきなり黒竜に変身して飛び出していったのだ。しかも続けてほかの竜も一斉に飛び立ち、騎士を乗せないまま出撃していった。

　空を埋め尽くす勢いの竜の大群を目撃した国民にも動揺が広がり、各都市の代表から説明を求める声がじゃんじゃん届き始めている。筋の通った説明なしでは済まされない状況だった。

　当初兄を巻き込みたくない、なんとかできないかと考えていた鸞も、すべてを明らかにするしかなかった。

「昴、とにかく、待っていてくれ。できるだけ早く片付けて帰ってくる」

　悲痛な声を残して連れて行かれた鸞は、案の定帰れないまま夜が更けていく。絶対に昴を一人にするなという鸞の厳命で、弁と燎、琳、由がずっと一緒にいてくれた。

　昴が庭でお菓子を食べていて薬を盛られて連れ出されたことを話すと、弁が、「こちらは大変だったのですよ」と、昴がいなくなってからのことを教えてくれる。

　昴が漣と東屋にいたところは、大勢の者に目撃されていた。王宮にはたくさんの警備兵がいるし、昴を守るように鸞自身きっちり手配していったからだ。

　それが、ふと気がつくと昴が消えていたというのだ。

「おそらく術を使われたのだと思います。漣殿下の元には証という稀代の術者がいますが、ほかにも何人か抱えていたようです。術者が命を削ってかける術には、普通の人間は抗えません」

　すぐに漣の居場所を探るが、こちらもいなくなっていて、行ゆく方えは杳ようとしてわからない。苛立つ鸞に、弁も燎も琳や由までが八つ当たりされた。もちろん彼らだとて手をこまねいていたわけではない。こちらの術者を動員して事に当たらせ、伝つ手てを辿り、思いつくことはすべてした。

　しかし、昴の行方はわからなかった。

「今頃昴は、俺が注ぎ込んだモノの効力が切れて、言葉がわからなくなっているはずだ。助けを呼ぼうにも呼べないじゃないか」

　鸞が苛立たしげに髪を掻き毟る。皆も同じ気持ちだった。行方がわかればいつでも飛び出せるように準備しながら、また朝が来る。その頃になって術者の一人が海の中に見えない場所があると報告してきた。

　命の代償になんでも望むものを約束して、内部の透視に取り組ませた。

　その最中だった。昴のＳＯＳが届いたのは。しかも鸞に知らせるなという指示付き。燎は自分の竜ユナからそう伝えられて困惑したが、すでに直接昴の声を聞き取っていた鸞は激高した。

「なぜだ！」

　と吠えた。けれども吠えた直後に沈黙する。鸞が黒竜になったら、つがいではない自分では止められないという昴の意図が伝わってきたからだ。

「なんというか、我々もぐっと来ましたね。昴様のお気持ちに」

　昴の気遣いを無駄にしないために、鸞は自らの逸る気持ちを抑え、ほかの者に救助を任せようとしていた。その矢先、昴の悲鳴が聞こえたのだ。

　昴が襲われている！　一瞬で鸞は竜に変化し、姿を消した。

「瞬間移動されたのだと思います」

　弁がそう説明し昴は目を瞠った。

「瞬間移動……」

「竜にもともとある能力ですが、最近では退化した力のようです。鸞様は一種の先祖返りですから」

　そうして鸞は来てくれたわけだ。昴の危機一髪を救うために。

　じーんと感動していると、皆の視線が自分に向けられていることに気がついた。

「何？」

「気がつかれていますか？　前回からすでに四日目の夜になろうとしていること」

　弁に指摘されて、そうだったと昴も思い出した。昴自身、不思議に思っていたのだ。

　最初は漣に四日目だと言われたとき。そんなはずはない、からかっているのだろうと。しかし今弁たちの話を聞いて、四日目であることははっきりした。

「どういうことだろう」

　鸞の体液を受け続けて体質が変わったのだろうか。前は三日だったけれど、四日に伸びたとか。このまま続ければ、もう鸞を頼らなくてもよくなるとか。

　嫌だという猛烈な感情が湧き上がってきた。強制的に鸞と関わる機会がなくなれば、自分と鸞とは会うことすら難しい。いやその前に、元の世界に戻ってしまえば、会うことは永遠に叶わない。

　鸞のいない生活……。だめだ、耐えられない。

　そのとき初めて昴は鸞への気持ちを自覚した。好意は前から持っていた。それが単なる好意ではなく、離れがたいほどの衝動にまでなっていることを今ようやく認めたのだ。

　認めたと同時に苦悩も降りかかる。鸞の側にいるということは、元の世界での生活を捨てることだ。家族、友人たち、大学、自分なりに築いていた生活のすべて。

　鸞のつがいとして生きるとはそういうこと。そうして後悔しないのか。

　わからない。でも、離れたくない。

　自分の気持ちばかりに気を取られていた昴は、弁の言葉に含まれていた遠回しの指摘に気がつかなかった。昴が本物のつがいなのではないかという。

　いつの間にかしんと静まりかえっていた。皆が心配そうな顔で昴を見ている。

「え？　何？　何か聞き逃した？」

「いえ。殿下は今夜はお帰りになれないようなので、先にお休みになってはと申し上げたのです」

　琳が気遣いを見せながら言った。

　待っていたい気持ちは強い。礼もまだちゃんと言っていないのだ。けれど、今顔を合わせてまともに話ができる自信もない。支離滅裂なことを言ってしまいそうだ。

　もう少し自分の気持ちと向き合ってから。

　と思ったところで気がついた。事件は解決している。本来つがいではない自分はもう用なし。元の世界に帰らなくてはならない。帰してもらうという約束で、協力を約束したのだった。

　ああもう！　そんな大切なことが頭から飛んでいたなんて！　自分も混乱している。よし寝てしまおう。

「そうだね」

　昴は頷き、由に介かい添ぞえされてさっと湯浴みを済ませベッドに入った。弁たちは交代で居間の方に待機してくれるらしい。

「迷惑をかけるね。ごめん」

　布団の中からひらひらと手を振った。

　暗くした室内で目は閉じたが、眠れる訳がない。そう思っていたのに、いろいろなことがあった一日だ。誘拐されて、目が覚めたら襲われて助けられて。神経は立っていたが身体は疲れ切っていたらしい。無意識にうとうとし始める。夢の中で鸞の告白を受けていた。

「昴、愛しているぞ。俺のものになれ。そしてつがいとして俺を支えてくれ。今日は本当に肝が冷えた。おまえを亡くすところだった。耐えられない」

　男らしい声がくぐもって聞こえる。さすがの鸞も告白するときには緊張するんだ。そう思うと、すっと気持ちが軽くなった。それにこれは夢の中だ。どんな大胆なことを言ってもかまわない。

「いいよ。ここに残る。僕もあんたを好きらしいから」

「本当か、昴！　おまえをここに残そうと画策した俺を許してくれるか」

　感激したように鸞が言ってぎゅっと抱きしめてきた。がしかし、その中にある不穏当な言葉に昴は目を剥く。

「僕を残そうと……？　ちょ、苦しい、鸞。緩めて……」

　呻いたところで目が覚めた。目の前に歓喜に溢れ、どう猛な獣になった鸞がいた。

「は？　何？　なんで鸞がここにいる……？　夢？」

「夢かもしれないな。おまえが同じ気持ちだと知った俺は、まさに夢の中だ」

「わっ、本当に夢じゃないんだ」

　だったら自分は今、告白されて告白し返した状態にあるのか。両想い？　は、恥ずかしい。

　昴は布団の中に潜ろうとする。それをはっしと止められて、もう一度正面から告白された。

「昴、愛している。俺のつがいになってくれ」

　本当の本気なんだとわかった途端、昴の目はじわっと潤んだ。嬉しくて胸がいっぱいになって……、頷きたかったけれど、だめだ、これは夢じゃなくて現実だから。本物じゃない自分が彼の側にいてはいけない。

「でも、僕は駄目だろ。鸞は本物のつがいを探さなきゃ」

　言いながら、今度は悲しみが込み上げてきて、ついにぽろっと涙が一滴頬を転がり落ちた。

「昴。大丈夫だ。おまえはちゃんと俺の抑止力になってくれた。止めてくれただろ？　兄の離宮の破壊を。それに、俺の体液なしに今もちゃんと会話できている」

　昴の零した涙を拭いながら、鸞が指摘した。

「あ、確かに」

「弁がつがいの言い伝えを調べてくれた。黒竜と共に生まれたつがいもいたが、愛した相手がつがいになった例もあったという」

「本当に!?」

「ああ。だからおまえはもう俺のつがいなんだ」

「鸞！」

　昴は自分から鸞に飛びついていた。最後の憂いが晴れて、歓喜が込み上げてきたのだ。鸞も今度こそ遠慮なく昴を抱きしめてくる。苦しいけれど、嬉しい。見つめ合いながらキスをした。好きだと自覚し合った後のキスは、とてつもなく甘い。

　啄むような軽いキスを繰り返したあとで、鸞の舌が入ってきた。昴は嬉々としてそれを迎え入れ、自分からも積極的に舌を絡める。絡めて吸ったり吸われたりしていると、じわんと頭の後ろが痺れてくる。腰に熱が集まり始めた。

　それと察して、鸞が腰を押しつけてきた。

「俺もだ」

　鸞の昂りを感じて、昴のモノも一気に成長する。鸞がわざと腰を回すので、堅くなった部分がぐりっと触れ合う。腰から脳天まで快感が突き抜けた。

「ああ……っ」

「感じたか」

　まだ声も出せず、ただこくこくと頷いた。

「堪らないなあ。脱がせるぞ」

　言うなり鸞は、昴の着ているものを全部脱がせてしまう。昴は夜着だから簡単だ。鸞は昴の二の腕にある竜の形の痣に恭しく口唇を押し当てた。

「おまえが俺のつがいで本当に嬉しい」

「僕もだよ」

　言いながら昴も鸞を脱がせようと手を伸ばしたが、後始末で奔走していた鸞はまだ昼間の服装で、やたらボタンがついていたり飾りがついていたりで脱がせにくい。

　先に裸にされて、愛撫を受けながら果敢に挑戦していた昴もねを上げた。

「鸞、脱いで。僕も触りたいよ」

　潤んだ瞳で見上げると、逞しい身体に震えが走る。

「あまり煽るな。手加減できなくなる」

「煽ってないよ。触りたいって言っただけじゃないか」

「それが！　……まあいい」

　今は言葉のやりとりより、互いの身体に没頭したい欲求の方が強い。鸞が半身を起こし、着ているものをばさばさと脱ぎ捨てた。

「ああ、羨ましいなあ」

　言いながら感嘆のため息を漏らし、昴は鸞の素肌に触れる。ぎっちりと筋肉の詰まった身体。肌は滑らかで弾力があり、力強い。肩や二の腕、胸を撫で回していると、鸞がその手を脇に避けて身体を押しつけてくる。今度は素肌での接触だから、一気に欲望が燃え盛った。

　互いに腰を揺すり、身体を擦りつけ合って気持ちを高めていく。たったそれだけの接触でもすでに先走りが溢れ、どんどん下腹が濡れていく。項に鼻先を埋めていた鸞が昴の匂いを堪能したあとで、喉から胸の方へずり下がってきた。

　鎖骨の辺りに点々と吸い上げた赤い痕を散らして、胸の尖りに行き着く。

「触る前から尖っているぞ」

「言うなよ」

　喉から下がってくる鸞の愛撫がいつ届くかと期待して、昴のそこはきゅっと可愛らしく突き立っていたのだ。小さな凝りは鸞の指が触れると、ふるんと反応する。押し潰されるとぱっと快感を散らし、揉み込まれると腰が揺れた。

「あ、あ……」

　と喘ぎながら、昴は身悶えする。身体が熱い。鸞にしがみつくようにして、さらなる愛撫を求めた。自分から腰を押しつけて、ここも触ってほしいと。

　鸞がふっと笑って、片方の手で昴の昂りを握り取った。胸への愛撫は唇が代行する。胸は舌で嘗められて吸われ、昂りは鸞の手で揉み込まれた。強弱をつけて擦られ、敏感な裏側の筋をわざとのように引っかかれる。

　そのたびに昴は仰け反って悶え、「保たない、イきそう」と口走る。だが、一緒にイく気満々の鸞は、そのたびに愛撫の手を緩めた。

「昴、俺のも触ってくれ。とにかく最初だけは一緒に」

　昴の手を取り自分のモノに触れさせる。はち切れそうに滾っているそこに、昴は笑う。

「僕でこうなったんだよね。鸞もちゃんと感じているんだ」

「当たり前だ。昴は俺のつがいなんだぞ。つがいに触って触られているのに、感じないわけがないだろうが」

「うん、そうだね」

　相手が感じるように、お互いが懸命に奉仕した結果、それから程なく昴は腰の奥から噴き上げてくる熱量を感じた。今度は制止されたくない。だから鸞の昂りへの愛撫にも熱がこもった。

　鸞の息が荒い。彼も感じてイきたいと思っているんだ。

　自分も感じるところだから、先端部分を押し潰し、滑った液を利用してリズミカルに擦り上げる。片方の手では足りないから、もう片方の手も懸命に伸ばす。

　そして鸞もいよいよそのときを迎えた。抑え気味だった昴への愛撫を強くすると、あっという間に射精感が込み上げる。胸と腰と一度に攻められては保たせようかない。

「鸞、鸞、イっていい？　もう駄目、イきたい」

　うわずった声で哀願すると、鸞が頷いた。

「ああ、俺も今イく」

　相手への強めの愛撫を施した途端、二人して白濁を噴き上げた。気持ちよくて、頭の中が真っ白になった。このまま燃え尽きるんじゃないかと思ったほどだ。

　昴は胸を大きく喘がせながらまだ動けない。心地よい痺れが全身を駆け巡っている。しばらくは余韻に浸っていたいのに、鸞の方はもう精力的に動き出していた。昴の腰を持ち上げ、大きく開かせたのだ。

「ちょっ、鸞。これは恥ずかしい」

「でも濡らさないと。おまえのここはいつも慎ましく閉じているからな」

「そりゃ、当たり前だろ」

　言い返したが、昴にも解すことの大切さはよくわかっている。何しろ鸞のモノは大きい。そのまま挿れられたら確実に流血沙汰だ。

　わかっているのだけれど、大股を広げて何もかもをさらけ出す体勢を取らされるのは、恥ずかしすぎる。ましてイったばかり。濡れそぼった下腹やふにゃっとなった昴自身は、どちらかというと隠しておきたい。

　でもそんなデリカシーは、鸞にはない。欲しいモノには遠慮なく手を伸ばす。濡れた昂りを口に含んで嘗め回し、手はその下の二つの珠を弄っている。唾液と出した蜜液を指に乗せて奥を探り出すと、そこでの快感を知っている昴の身体も蠢き出す。

　浅い位置にとどまっていた指を奥まで誘い込むように、襞ひだが収斂しゅうれんした。鸞がこくりと喉を鳴らす。一本だった指が、急いたように二本に増やされた。中をくつろげ広げようと動く。感じやすい場所を内側から突かれて、咄嗟に甲高い艶声が漏れた。

「あああ……」

「ここか」

　呟いた鸞が、何度もそこに触れるものだから、昴は腰を捩って逃れようとする。あまりに感じすぎて怖かったのだ。だががっちり押さえ込まれているので逃れる術はなく、いいように啼かされた。

　指はさらに増えていて、いろいろな体液でぐちゃぐちゃになったそこからは、淫らな水音が聞こえている。恥ずかしくて、でも煽られて感じる。昴の昂りは再び天を突くほど元気に復活して、イきたいと涙を零した。

「鸞、もういいよ、来て。鸞のが欲しい」

　前には言えなかった台詞が、つるりと口を突いて出た。鸞が、燃え盛るような情熱の眼差しを向けてくる。彼もまたぎりぎりで堪えているのだ。昴を傷つけたくないばかりに。

「いいのか。まだきついぞ」

「いい。もう待てない。大丈夫。ちゃんと受け入れられるから」

　鸞が腰の奥から指を引き抜き、そして自分のモノを押し当ててきた。大きい。その瞬間はどうしても怖くなり身体が逃げを打ちそうになる。それをぐっと堪え、息を止めないように、身体を硬くしないように意識して緩め、鸞を待つ。

　先端の丸い部分がぐっと押し込まれた。ここが入りさえすれば。

　二、三度試すように押して引いてを繰り返したあとで、強く腰が押しつけられた。一気に入ってくる。太い部分がずぼっと狭い場所を抜け、あとは苦もなく呑み込んでいった。途中にある感じる場所も、今はみっちり埋め尽くされている。

　最奥まで到達して鸞が止まった。どこまで入るのかといつも怖くなるような進入が終わったのだ。衝撃に昴のモノは少し力を失っている。それに手を添えて擦り上げると、昴自身はすぐに復活した。そのあとも、昴もちゃんと感じるように気を配りながら、鸞が動き出す。

　腰を揺らされながら、昴は自分からも鸞に腕を伸ばす。

　最初からこうだった。鸞は決して自分だけがイけばいいという抱き方はしなかった。丁寧に昴の快感をかき立て、感じるように手を尽くした。大切にされていたのだ。

　ふつふつと歓喜が湧いてくる。鸞を選んだことを決して後悔しないと確信した。

　腰を揺さぶられ、内部の感じる場所を余すところなく抉られて感じさせられる。その代わり昴も、まだ稚ち拙せつではあるが習い覚えた手管で鸞を悦くしようと、中を引き締めたり緩めたりした。腰を揺らして、鸞のモノの当たる角度を変えたりもした。

　昴の予期せぬ動きに、鸞が呻き声を上げ腰を震わせる。

「イくところだったじゃないか」

　と鸞に睨まれるのは、快感だ。

　そうして二人で組み上げた悦楽の頂点に、まず昴が行き着いた。今度は鸞も焦らしたりせず、イかせてくれる。二度目の蜜液を吐き出して愉悦した。達したせいで勝手に蠢く中の襞が、鸞のモノを絡め取る。ぎゅっと締めつけて搾り取り、また締めつけて搾り取る。
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　鸞もすぐに終焉を迎えた。昴の中に夥しい精が吐き出される。奥への刺激に、イったばかりの敏感な身体が反応した。びくびくと震え、イきっぱなし状態になる。

　長い間、到達した高みから帰ってこられなかった。

　ようやく自分を抱く鸞の腕を感じ、徐々に普通の感覚が戻ってくる。

　鸞は余韻を楽しむかのように、あちこちにキスをしたりやんわり噛んだりを繰り返していた。

「なあ、なんであのとき怒ったんだ？」

　ぼんやりした意識では、あのときがわからない。甘えるように頭を彼の胸に擦りつけていると、鸞がふっと笑った。

「ま、いいか。次におまえの地雷を踏んだときにでも教えてもらおう。こんなときに喧嘩の記憶なんて思い出す必要はないからな」

　甘い蜜月はいつまでも続くように思えたが、朝は容赦なくやってくる。今回の後始末をどうつけるか、頭の痛い問題だ。だが問題は多くても、二人で生きていく。その基本がしっかりしていれば、解決できない問題は決してないと信じているのだ。










「鸞、ちょっと待ってって！」

『早くしろ、昴』

　気の早い鸞はすでに庭に出て変化している。昴は手ぶらでいける鸞と違い、いろいろ持参すべきものを抱えていた。国王と王妃からの頼まれもの、宰相や主な貴族たちからの見舞い品、それに昴自身が持っていきたいと考えた品々を包みにして背負っている。かなり重いのでよたよたと歩くことになった。

　鸞が竜になる前にこれを運んでいってくれたらと恨めしいが、相変わらずそういうことには気の回らない王子様なのだ。竜姿の鸞は、いらいらと足踏みして待っていた。

『早く乗れ』

　辺境の地に追放された漣王子の元に行くのだ。気が急くのはわかるが、だったら準備そのほかを手伝ってくれればいい。そうしたらもっと早くできたのに。

　内心の愚痴はひとまず置く。昴も彼に会えるのが楽しみだから。

　黒竜になった鸞の背に乗り空に舞い上がる。力強い羽ばたきは遠くまで聞こえ、王宮の者だけでなく、都に住む者たちも空を見上げる。

「黒竜様だ、黒竜様とつがい様だ」

　などという声が聞こえる。皆が手を振っている。子供たちは走って追いかけてきた。

　昴が側にいるようになって、黒竜を怖がる者はいなくなった。昴がいる限り、黒竜は安定するからだ。鸞も黒竜となって移動すれば楽なので、しょっちゅう竜姿で飛び回っている。単に空を飛ぶのが楽しいのかもしれないが。

　再々見るようになった黒竜を、竜鸞国の人々は手を振って歓迎する。つがい様を乗せた黒竜を見たときは、いいことがあるという噂まで広がっているらしい。

　ま、歓迎されるのはいいことだよなと昴は考えている。以前はその存在を誇ってはいても、いつ理性を失って暴れるかと戦々恐々とされていたのだ。今ではああして子供にも慕われている。ただ、いつまでも追いかけてきたら危険なので、昴は鸞に低空を飛行させ、「危ないからもうお帰り」と声をかけるようにしている。

　するとそれがまた伝説に……。

　伝説にされる当人は気恥ずかしいばかりだが、それで皆が幸せになれるならと人前に出るときは頑張って「つがい様」に徹している。

　追放された漣王子は、流刑地で改めていろいろと学び直しているそうだ。知らないから簡単に側近に欺あざむかれたのだと反省し、周りの者が与えてくれる教科書や資料ではなく、自分で調べ納得した教材を使って勉強しているのだそうだ。

　いい年をしてぶらぶらしている男と言われたのが衝撃だったからね、と漣は手紙に書いてきた。その手紙は漣の竜であるソウが届けてくる。

　術によって漣の竜とされていた彼を、漣は一度解放した。そして自分の相手を選びなさいと自由にさせたら、自分を選んでくれたと喜びの手紙を寄越した。その中には、本当に人と竜は会話できるのだねと、感激したことも書き添えてあった。

　追放されても王子の身分は剥奪されなかったので、あの地で自分にできることをするそうだ。いずれは元の側近たちを側に引き取りたいようだが、罪のない漣に比べ、実際に謀略ぼうりゃくを企んでいた彼らへの恩おん赦しゃは、まだ当分難しいだろう。

　それでもいつかは彼らを呼ぶために、いろいろ環境を整えているらしい。

　思ったとおり、本来は情に厚くて思いやりのある、素晴らしい人だったとうっかり昴が言ったら、鸞が臍を曲げたというエピソードもある。宥めるために苦労した。普段はしないあんなことやこんなことで機嫌を取って……。ああ、恥ずかしすぎて思い出したくない。

　手紙のやりとりは王の許可でできるようになったが、訪問はなかなか許しが出なかった。王は我が子のことが気がかりで早く許可したかったようだが、そこはやはり罪を問うて追放されたわけだから、早々に出したのでは示しがつかない。

　その鬩せめぎ合いで、でももういいだろうとようやく訪問の許しが出たのがついこの間。

　鸞と昴が行くという噂が広まると、追放の経緯から同情していたあちこちから、差し入れ品を預かることになり、大荷物になってしまったというわけだ。

　都を出て少し行ったところで、鸞が声をかけてきた。

『行くぞ。しっかり捉まっていろ』

「いいよ。こっちは大丈夫」

　昴がそう答えると、鸞が一つ大きく羽ばたいた。

　次の瞬間、辺りの景色は一変していた。辺境の男爵領に着いたのだ。鸞の瞬間移動は、このところとくに威力を増していて、これくらいのひと飛びは一瞬でできるようになっている。

　鸞が現れたのを見て、下で漣の竜ソウが歓迎の吠え声を上げ、平屋の狩猟小屋のような建物から漣が出てきた。鸞と昴を認めて満面の笑みを浮かべる。

「久しぶり。今日はどうしたの」

　そう、ものすごい久しぶりではなく、気軽な久しぶりなのだ。

　実は昴たちがここを訪れるのは初めてではない。簡単に行き来できる鸞の能力を使えば、距離は問題ではなかった。問題だったのは鸞の嫉妬心だ。鸞が一番好き、漣に浮気はしないと何度も何度も繰り返して彼の疑念を説くことに成功した。

　鸞も本当は漣のことが心配だったのだろう。すでに数回訪問を繰り返している。もちろん極秘でだ。が、今回公に認められたことで、もう隠さなくてもよくなって、ほっとしている。

　漣がここでいろいろやっているのは、鸞や昴の助言、密かに弁なども知恵を貸した結果だ。

「お茶の支度がしてあるよ。天気がいいから庭に行こう」

　漣は人型になった鸞と昴を庭に招く。そこには焼きたてのクッキーや菓子、そしてポットに入れたお茶などが並べられていた。すべて漣の手作りだ。

「また腕を上げましたね」

　さくさくしたクッキーはおいしかったし、ケーキもしっとりしている。お茶はちょっと苦かったが、これは好みの範疇はんちゅうだろう。

　昴が褒めると漣は嬉しそうにし、鸞はぶすっとなる。それを見て漣がくすくす笑うのも、もうお約束のようになっていた。

「鸞は相変わらず心が狭い」

　漣に揶揄されて、

「昴は譲らないからな」

　と答えるのもいつものこと。

　昴はくすぐったい思いで二人のやりとりを聞いている。もちろん二人とも本気ではない。兄弟のじゃれ合いだ。こうして別れて住むようになってようやく、兄弟の絆を結ぶことができたのだ。まさに感無量。

　鸞はいずれ漣を都に引き戻すつもりでいる。一方漣は戻らない覚悟のようだが。

「戻ってもらわなければ困る。俺とおまえに子はできないからな。次代は兄の子が次ぐことになる」

「え、でも王になれば鸞だってお后を迎えたりとか」

「馬鹿、するわけがないだろ、おまえがいるのに。だからいずれは兄をと考えているのだ」

　そこまで考えていてくれたことに、昴は感激した。その夜はいつもよりももっと盛り上がって……。

「昴、どうしたの？　顔が赤いよ」

　漣に言われて、昴は慌てて淫らな方に向きかけた自分の心を引き戻す。

「や、なんでもないデス。それより殿下、だいぶ日に焼けましたね」

　白い肌が黄金色になって、健康的だ。

「いつも外にいるからね。ここを荒れ地から実り豊かな土地にする気で頑張っているから」

　昴はちらっと鸞を見る。

　この人、ここに骨を埋める気でいるよ、どうするの。

　すると鸞は、自信満々でにやりと笑った。

　任せておけ。人の気持ちはいずれ変わる。いや、俺が変えてみせる。

　鸞らしいとくすりと笑いながら、昴は空を見上げた。青い空に雲がぽっかり浮かんでいる。

　鸞が漣を説得して都に戻す頃、僕は元の世界と縁を切っているかなあ。

　昴はつがいを得て安定したからと鸞に言われ、一度元の世界へ連れていってもらった。夜に紛れて実家の近くに行き、手紙を置いてきたのだ。

『登りたい山ができて身体作りに専念したいから、しばらく連絡が取れなくなる。大学には休学届けを出しておいて』

　というものだ。それでは親は納得しないだろうが、ともかくいつでも様子を見にくることはできるので、そのときそのとき対処しようと鸞とは話し合っている。親不孝をすることになるが、でも自分が選んだのは鸞なのだ。

　親には密かにごめんなさいと頭を下げて、こちらに戻ってきた。

　いろいろ問題もあるが、それでもここで生きていくと決めたことに揺らぎはない。

　鸞とともに、この世界で。

　漣がお茶のお代わりを用意しに席を外したとき、ふと目が合った二人は、吸い寄せられるように口づけていた。甘いキスは、食べたばかりのお菓子のせいではない。二人の気持ちが、キスを極上の甘さに変えているのだ。戻るに戻れず困っている漣を尻目に、二人のキスは長々と続くのだった。







あとがき

　初めまして、こんにちは。約一年ぶりの新刊です。私事でいろいろあって、こんなに間が開いてしまいました。その分頑張って書いたお話です。できればこのままレジに行っていただけると嬉しいです。

　お話は異世界もの。橘たちばなも結構書いているのですけれど、ネタが尽きません。今回は竜を登場させました。西洋風のドラゴンを想像していただければ、近いイメージかなと思います。

　プロットを出してすぐに、担当様から連絡がありました。「あのう、先行発売の高岡センセとネタが被っているのですが」と。いや、びっくりです。別に打ち合わせしたわけではないのですが、同じ「竜」でプロットなんて……。

　いろいろ聞いてみると「竜」ネタが被っているだけで、内容は全く違いました。なので担当様とも高岡センセとも話して、このまま行こうということになった次第です。橘のは異世界に飛ぶ、そして高岡センセのは日本でお話。ね、違うでしょ（笑）。

　主人公が召喚されて異世界に行くのはけっこうありますし、竜が出るお話も多いですね。橘も好きなので、書店で見かけたらとにかく買い込みます。定番ネタですが、どれも楽しく読みました。この本もそうであってくれたらいいと、心から願っています。

　ところで作中の竜たちはとてもフレンドリー。こんな友好的な竜がいたら、橘も乗せてもらって空を飛びたいです。話もできますから、いろいろ希望を聞いてもらえそう。いいですねえ。

　竜の上から地上を眺めたらどんな感じなのでしょう。飛行機とは違い三六〇度視界が開けていますから、もしかすると怖いかな（笑）。でも竜が落とすはずがないから、慣れれば楽しいばかりになるでしょうね。うう～、マジで乗ってみたい。どっかに「竜」いませんかね（笑）。

　さてそろそろお礼の時間。

　担当様。今回もいろいろいろいろ、お手数をおかけしました。こまめに督促していただいたおかげで（笑）、なんとか書き上げることができましたよ。次回こそ優等生で臨みたいと誓っていますので、よろしくお願いします。

　今回イラストを引き受けてくださったのは、稲荷いなり家や房ふさ之の介すけ先生です。以前にもご一緒したことがあり、細やかかつ華麗なイラストにはうっとりしていました。今回もすでにキャララフをいただいていますが、候補を三点も描いてくださり、どれも素敵だったので目移りして困りました。モノクロもカラーもとても楽しみにしています。特に竜！　どんなふうに描いてくださるかしらとわくわくです。よろしくお願いします。

　最後に手に取ってくださった読者様。イラストに惹かれての方が多いかもしれませんが、本文の方も楽しんでいただければ嬉しいです。

　それではまた、どこかでお会いできますように。



橘かおる












黒竜の花嫁　～異世界で王太子サマに寵愛されてます～（特典ショートストーリー）















　昴と鸞は、密かに漣の元を訪れた。

　漣が追放されてすでにひと月が過ぎている。実は父王もかなり気にかけていて、しかし立場上口にできないのを鸞が察したのだ。自分なら一瞬で行き来できるから、誰にも内緒で行ってこられると。

　その訪問の二回目だった。最初のとき、立場があるから行ったとは言わず、ただ漣が作ったというチーズを持ち帰って渡すと、父王はうっすらと涙ぐんでいた。

　今回の二度目の訪問は、そのとき漣に頼まれた品物を届ける用事もある。首都でしか買えない菓子や果物、高級な布地、香辛料、お茶の葉などを持参した。一瞬の移動で辺境の地に着く。漣の竜ソウが警戒の声を上げるのを、黒竜の一喝で黙らせた。

『馬鹿、俺だ。黙れ！』

　ソウは、術者によって意識を半分奪われていたときも漣のことが大好きだったらしい。今は晴れて漣をパートナーにできて、喜びでいっぱいなのだ。漣を害するものは許さないと、張り切っている。

　ソウの騒ぎように気がついて、漣が小屋から出てきた。旧男爵領なのでちゃんとした館もあるのだが、漣は罪人がそんな暮らしをしてはいけないと、敢えて離れた場所にある狩猟小屋に住んでいる。

　住むための最低限の設備は揃っているから、掘っ立て小屋よりは全然ましなのだが、それまでは王宮暮らしだったから、どうしても痛々しく感じてしまう。

　ところが肝心の漣は、自分の手で何もかもするというのが楽しいらしく、近隣の農家の者たちに教わりながら、嬉々として大工仕事をしたり、畑を耕したり、家畜の世話をしたりしていた。

　色白の顔がうっすらと日焼けして、王宮にいたときよりよほど健康的だ。

　先日訪問したときは、「自分で作った」と出してくれたのが、チーズだった。自分で牛の乳を搾るところから始めたのだという。まだ未熟だったので、土産にした父王は喜んでいたが、味はまずかった。

「次はもっと上手に作る」

　と張り切っているのを見て、さすがに鸞が呆れていた。

　今回持参した菓子や果物、布地などを喜んで受け取った漣は、それぞれを小分けにしてソウに預ける。自分の手元に残したのは僅かだ。

「どうするんです、それ」

　昴が尋ねると、漣はにこりと笑って答えた。

「ソウに私の部下たちに届けてもらおうと思って。彼らはここよりももっと厳しい状況にあるからね」

「しかし、それは彼らの自業自得でしょう？」

「そうだよ。罪はちゃんと償わせる。けれども人とは弱いものだから、先の見えない償いの日々に心が折れそうになることもあるだろ。そんなとき、ちゃんと見ていると知らせるこんな差し入れが、挫けそうになる心を励ましてくれると思うんだ。そうじゃないか？」

　漣自身が彼らに迷惑を被った身だ。それでもそこまで思いやれるとは。漣は情に厚くて思いやりのある、本当に素晴らしい人だ。

　帰り道黒竜に変わった鸞の上で、昴が何気なくそう告げると、彼は面白くなさそうに返してきた。

「俺に言わせれば馬鹿だ。あんな役にも立たない、それどころか害にしかならない側近など、俺ならとっとと縁を切る」

「でもそこが漣王子のいいところで……」

「……つまり俺には情がないと？」

「そこまでは言わないけど、切り捨てるとか思ってるならまあ多少は」

「そうか、わかった」

　素っ気なく言い捨てると、あとは無言で王宮の庭に降り立った。公務があるからと昴を残して行ってしまう。

　うわっ、どうしよう、盛大に拗ねてるよ。

　たまたま中庭にいた燎が不機嫌そうな鸞の様子を見ていて、「どうしたんです」と聞いてきた。事情を話すと意味ありげに笑う。

「機嫌を直すの、大変ですよ。あれ、かなり拗ねてますからね。漣王子のことを褒めるのなら、一緒に殿下のことも褒めてあげたらよかったのに。あの方もすごい人ですよ。国民のためにいろいろ飛び回ってるから」

「わかってるけど、褒めたりするのしにくいんだ。こ、恋人だからさ。身内自慢になるじゃないか」

　照れながら恋人という言葉を口にすると、燎が手で顔を扇ぐふりをした。

「ごちそうさま。今の台詞をそのまま言っただけでご機嫌が直りそうです」

「言わないでよ」

　ぎょっとして燎に口止めする。

「わかっていますよ、あなたが奥ゆかしいのは。でも早く宥めないと、あれはますます臍を曲げますよ。ま、健闘を祈ります」

　大らかに笑いながら行ってしまう燎を、昴は恨めしげに見た。

「人ごとだと思って……」

　とはいえ、ちょっと褒めただけだから、鸞もいつまでも機嫌を悪くしたりはしないだろうと高をくくっていた。それが日が過ぎるにつれ、眉間の皺はますます深くなって、政務の場でも扱いかねたらしい。ついには周囲からなんとかしてくれと泣きつかれた。

　どうすればいい？　と再び燎に相談したら、

「やっぱりそうなりましたか」

　と嘆息され、耳元で囁かれる。

「色仕掛け。それしかありません」

「い、色仕掛け～!?」

　声が引っ繰り返ったのは当然だ。

「殿下はこよなく昴様を愛しておられますからね。ベッドの中でちょっと甘えれば、きっと機嫌を直すでしょう」

　よろよろと自分の部屋に帰る。ほかに方法はないかといろいろ考えてみたが、思いつかない。それに鸞が不機嫌になってから何日も肌を合わせていないから、実を言うと昴自身彼に飢えていた。

「この際だから、頑張ってみるか」

　普段はしないことをやってみようと、昴は風呂で身体を磨き立て、裸のまま鸞のベッドに潜り込む。ほてった肌に、ヒンヤリしたシーツの感触が心地いい。

「ドアが開いたら、急いで布団の中に隠れて、鸞がベッドに来たときにぱっと布団から飛び出して抱きつく」

　頭の中にシミュレーションしているうちに、できるかなあとだんだん緊張してきた。さらに、なんで自分がここまでしなくちゃならないのかと、気分は次第に盛り下がる。

　そもそもたった一言であれだけ怒るのはおかしくないか。実はもう愛想を尽かしていて、別れる口実を探していたとか。まさかね。いや、あるかも。

　そこまで考え始めると、ますます不安が込み上げてきた。半身を起こして、鸞はそんな男じゃないと何度も打ち消すが、不安は消えない。

「もし鸞が別れると言っても、絶対に別れないからな。これまでしたことのないすごいことをして、この身体で引き留める！」

　決意を込めてぎゅっと拳を握ったとき、ふいに近くで声がした。

「どんなすごいことをしてくれるんだ？　昴。俺を繋ぎ止めるために」

「え!?　うわっ、鸞。いつ帰ってきたんだ？」

「さっきからいたぞ。おまえの百面相を楽しんでいたんだが、全く気づかなかったのか。で、どんなすごいことか言ってみろ。期待してるぞ」

　さあさあと急かされて、昴はたらりと冷や汗を流す。すごいことって、何すりゃいいんだよ。もともとたいして案があったわけではない

　内心の悲鳴は鸞にはお見通しのようで、にやにや笑っている様子を見ればすでに機嫌は直っているようだが、パニックに陥っている昴にはわからない。

「待っているんだが、昴？」

　わざわざベッド脇に椅子を持ってきてどっかりと座った捕食者を前に、昴の冷や汗は噴き零れるばかり。裸の上半身、特に剥き出しのピンクの乳首や健やかな身体のラインを鸞が楽しんでいることも知らず。





おしまい♡
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